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「くそぉぉ～～、あの極ごく悪あく受ず領りようの野郎！　焦しよう熱ねつ地じ獄ごくにでも落ちやがれ！」

　格こう子しを下ろした東ひがし廂ひさしで、熊くま野の別べつ当とう・範のり康やすは怒ど鳴なり散ちらした。

　ただの地獄ではなく焦熱地獄とあえて強調するあたり、腐くさっても僧そう籍せきにある者の知性なのだろうか？　しかしいかに相手が極悪人といえども「焦熱地獄に落ちろ」とは、なんとも物ぶつ騒そうな台詞せりふである。

「まだ、犯人が受領だって決まったわけじゃないでしょ！」

　言葉だけは冷静に反論する斎さい王おう尚侍ないしのかみ・塔とう子こ女によ王おうの大きな円まるい目は、南なん天てんの実のように真っ赤になっていた。先ほどまでぐずぐずと泣きじゃくっていたのだから、それもしかたがない。

「他に誰だれがいるっていうんだよ！　畜ちく生しよう、どうせ刺し客かくを放つんなら、もっとうまい奴やつを使えよ！　別人を傷つけてんじゃねえよ!!」

　六尺しやくをゆうに超す身の丈たけで、範康は地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがった。

　そのときぴしゃりと音をたてて、母おも屋やとの境さかいを成す襖ふすま障しよう子じが開いた。

「お静かになさいませ、我が家の床を踏み抜くおつもりですか！」

　その場で仁に王おう立だちをするのは、古こ参さんの上かみ女じよ中ちゆう計かず乃のである。姿勢だけではなく、形ぎよう相そうまで阿あ形ぎよう（仁王のうちの一いつ尊そん）のような迫はく力りよくである。

　塔子が産まれる前、それ以前に六歳年長の貴たか哉なりが産まれる前から居るという話なので、事実上この邸やしきの女主人のような人だ。もちろん範康とも旧きゆう知ちである。

　塔子の祖母にあたる貴哉の母は、彼が小さいころに亡なくなっていた。笹ささ百ゆ合りの花を思わせる物静かで清せい楚そな美女だったというから、貴哉は間違いなく母親似なのだろう。豪ごう胆たんで大おお雑ざつ把ぱだった祖父と母を思い出すと、なぜそんな人が彼等らの妻であり母だったのかよく分からないのだが。

「叔お父じ様は！」

「貴哉は！」

　阿形のごとき形相に臆おくすることなく、詰めよってきた塔子と範康を、計乃はぎっとにらみつけた。

「そうやって静かになさらないから、外に出ていただいたんですよ！」

　傍はたから聞けば計乃がいちばん大声を出しているわけだが、そこを二人が突っこむ前に母屋から声がした。

「……計乃。いいから、二人を中に」

　力ない声に塔子はどきりとする。範康も渋しぶい表情を浮かべ、二人は一度目を見あわせて母屋の中に入った。

　次じ期き帝みかどとなる斎さい院いんの宮みやこと縋すが子こ内ない親しん王のうの行ぎよう啓けいに従い、塔子は東とう宮ぐう明あか槻つき親王と共に伊い勢せ・熊くま野のを訪れていた。

　しかし故こ郷きよう熊野に入ってから、海かい賊ぞく船せんの襲しゆう撃げき等不ふ穏おんな出来事が続いた。そしてほんの数刻前、何者かが射た矢で貴哉が大おお怪け我がを負ったのだ。

　貴哉は白い小こ袖そで姿すがたで、横向きになって寝ていた。左の肩けん甲こう骨こつから肩にかけて怪我をしているので、怪我した側を上にした姿勢しか取れないのだ。傷を引っ張らないようにするために、髪は下ろして緩ゆるく束たばねているだけだ。

　そばに置いた盥たらいには、血で汚よごれた麻あさ布ぬのが大量に詰めこまれていた。人の身体からだからこんなに血が出るものなのかと考えて、塔子はぞっとした。

「血はなんとか止まったのですが、意外と出血が多くて」

　師走しわすだというのに汗あせを拭ふき拭き言ったのは、別当家の家け人にんである。武人や僧兵を多く抱える家なので、必然怪我人の処しよ置ちには慣れているのだ。その彼が行啓を警護するため、新しん宮ぐうから同行していたことは不幸中の幸いだった。この邸の人間では、とうてい矢傷には対応できなかっただろう。風か邪ぜひきや捻ねん挫ざの処置はできても、矢傷や刀傷など普通に生活している人間がそうそう遭そう遇ぐうするものではない。

「子供や年寄りだったら、この血の量じゃ危なかったですよ」

　家人の言葉に、範康は盥の中の血まみれの麻布の山を見た。

「………だろうな」

「動くと傷が開くかもしれません。そうなったら命取りですから、傷が塞ふさがるまでは絶対に安静にしてください」

　そう言ってから家人はちらりと貴哉を一いち瞥べつし、声をひそめた。

「痛みと血の量が回復するまでは、しんどくてどのみち動けないと思いますけど」

　範康が渋い表情でうなずくと、家人は計乃と連れ立って母屋を出ていった。

　塔子達が入ってきたにもかかわらず、貴哉は目を開けようとしなかった。顔はひどく青ざめ、眉み間けんに深い皺しわが刻きざまれている。我が慢まん強い彼がこんな表情を見せるのだから、相当の痛みなのだろう。塔子は枕まくら元もとに腰を下ろし、小声で呼びかけた。

「叔父様……」

　呼びかけに、貴哉はうっすらと瞼まぶたを開いた。塔子が大好きな、色しき素その薄い榛はしばみ色いろの瞳ひとみがのぞく。その瞬間、ぽろりと涙が出た。

「ごめんなさい、私のせいで………」

「いや、ちがう。俺のせいだよ」

　あわてたように範康が言う。受領が犯人だと決めてかかっている彼は、射しや手しゆは塔子達のむかいにいた自分を狙ねらったと思っているようだ。

　犯人を捕らえることはできなかった。あの場には塔子と範康しかいなかったし、犯人を捕まえるより貴哉の救命のほうが優先だったからだ。そもそも矢が放たれた方向を唯ゆい一いつ見ることができた範康も、射手の姿は見えなかったのだという。杜もりの陰になっていたからなのか、それともよほど遠くから射られたからなのかは不明である。

「………どっちのせいでもない」

　かすれるような声で貴哉は言った。

「誰を狙ったにしろ、人間を矢で射た者がいちばん悪いに決まっている」

　そこで貴哉はふたたび瞼を閉ざした。おそらく、長くしゃべることが苦く痛つうなのだろう。

「だから、二人とも気にすることはないから」

　塔子は洟はなをすすった。本当は声をあげて泣きだしたかったが、怪我人を前に泣くなんてできない。笑顔を取りつくろい、ぐいと身を乗り出す。

「叔父様。してほしいことはない？　なにかあったら遠えん慮りよなく言ってね」

　貴哉はふたたび瞼を開き、塔子のほうを見た。彼は口くち許もとに力ない笑みを浮かべ、しばらく間を置く。思案しているのか、身体がきつくてはきはきとしゃべれないのか不明だ。

　緊張して返事を待っていると、貴哉はゆっくりと口を開いた。

「宮様方には明日の那な智ち参まいりは中止してもらって、都にお戻りいただいたほうが安全かもしれない」

　予想外の発言に、塔子はきょとんとする。

　那智とは熊くま野の三さん山ざんのひとつ、熊野那智大社のことだ。新宮の速はや玉たま大たい社しや、そしてここ本宮大社を参さん拝ぱいした一行は、明日はふたたび新宮まで下山してから、あらためて那智大社にむかう予定だった。

　しかしいくら宮様方相手とはいえ、この状態で他人の心配をするとは、身の程をわきまえない（？）にも程がある。

　同じことを思ったのか、すかさず範康が声をあげた。

「そういうことは俺と塔子で相そう談だんするから、怪我人はものを考えないで寝ていろ」

「そうしようかと思ったけど、いろいろと可能性を考えたら心配で、傷じゃなくて頭が痛くなってきたんで」

「………お前、ひょっとして余よ裕ゆうがあるのか？」

「ないよ、実はかなり痛いよ」

　苦く笑しよう交まじりに貴哉は答えた。一いつ見けん余裕のある物言いだったが、やはり顔色は悪い。

　範康は眉間に皺しわを刻んで貴哉を見下ろしていたが、やがてため息交じりに言った。

「分かった。爺じいさん達にも相談して、とにかく無ぶ礼れいのないように計らうから」

　貴哉はふたたび瞼を閉じるのと同時に、小さくうなずいた。爺さん達というのはおそらく宗そう務む職しよくにあたるご長老方のことかと思われるが、さすがにこの状況では、貴哉も範康の非礼をたしなめる余裕はないようだった。

　範康はすっくと立ちあがり、塔子に〝あとを頼む〟とばかりに目め配くばせをしてから母屋を出ていった。

　枕元にちょこんと座り、塔子は目を閉じる貴哉の顔をじっと眺ながめた。

　青ざめたこめかみから頰ほおにかけて、瞳と同じ薄い色の髪が零こぼれ落ちている。緩く開いた小袖の襟元から、傷を保護するために巻いたと思おぼしき麻布がのぞいていた。

　少年のころ、貴哉はあまり丈夫ではなく時々熱を出しては寝込む子供だった。しかし十三、四歳を過ぎたあたりから、そんなこともなくなっていた。それがよもやこんな形で、ふたたび目にすることになろうとは。

　泣いたら駄だ目めだと決めていたから、塔子はこみあげてくる思いを必死で堪こらえた。

　ほんの数刻前、境けい内だいの中門前での光景を思い出すといまでも震ふるえがくる。

　白い浄じよう衣えを赤く染め、みるみる地面に広がってゆく血を見たとき、喩たとえようのない恐怖に襲おそわれた。もしかしてこのまま貴哉が死んでしまうのではないかと考えた瞬間、混乱と絶望でどうしてよいのか分からなくなった。

　母も祖父も亡く、他人同然であったとはいえ、父もすでに亡い。

　そんな塔子にとって、貴哉は唯一残された身内だった。

　父方の親族はあくまでも皇こう家けの人間で、塔子にとっては身内と呼ぶにはあまりにも縁えん遠どおい。法ほう皇おうも主上おかみも縋すが子こも、好意は抱いていても恐れ多くて血縁という意識はまったくないし、従兄いとことはいえ、それは明あか槻つきに対しても同じだった。

（叔父様がいなくなったら、私は独ひとりぼっちなんだ）

　これまでさほど意識していなかった、血のつながりや家族という言葉を痛つう感かんした。

　あらためて貴哉が生命を取り留とめたことに塔子は安あん堵どするが、そのいっぽうで容よう体だいがまだ不安定であることに不安を抱く。

　───那智参りは中止して、都にお戻りいただいたほうが。

　先ほどの貴哉の言葉を、塔子は思い出した。

　襲撃した者の正体も目的も分からないままでは、そのほうが賢けん明めいだろう。

　しかしそうなると、尚侍として塔子も一緒に都に帰らなくてはならなくなる。たとえ那智に共に参ったところで、どのみち数日内には熊野を発たたなくてはならない。

　だがこの状況の貴哉を置いて都に戻るなど、できるわけがない。

　見下ろすと、貴哉の青白んだ額ひたいからこめかみにはうっすらと汗がにじんでいた。熱が出ているのか、痛みからなのかは不明だ。塔子は枕元に置いた角つの盥だらいに手を伸ばした。中は綺き麗れいな水で満たされ、縁ふちに清せい潔けつな麻布がかけてある。汚れ物の入ったほうの盥は、計乃が退出時に持っていっていた。

　塔子は水に浸ひたした麻布で貴哉の額を拭ぬぐった。白い肌からむっとした熱いきれが伝わる。やはり熱を出しているようだ。

「………ありがとう」

　うっすらと瞼を開き、力なく貴哉は言った。塔子がぶんっと首を横に振ると、貴哉は微び笑しようしたままふたたび目を閉じた。しばらく枕元で見守っていた塔子だったが、いつしか貴哉が眠りについたようだったので、音をたてずに立ちあがった。

　簀すの子こまで出ると、邸の女おんな衆しゆうが縋子と明槻が呼んでいると告げにきた。

　二人が戻ってきたということは、境内の行事は無事に終わったようだ。

　室に居る貴哉に教えようかと思ったが、ようやく寝ついたばかりだからやめたほうがよいと考え直した。貴哉の様子を時々見に行くよう女衆に言うと、塔子は二人が待っているという東ひがしの対たいにむかった。
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　何者かが射た矢を背に受け、貴たか哉なりが大怪我をした。

　奉ほう納のう行ぎよう事じの最中に起きた惨さん事じだったが、場所が中ちゆう門もんより少し離れた位置だったことと境内が騒そう々ぞうしかったこともあり、見物に来ていた氏うじ子こ達には知られずにすんだ。参道に向かっていた明あか槻つきと彼の乳ち兄きよう弟だい・直なお霧ぎりが、騒ぎを察してすぐに戻ってきてくれたことも大きかった。直霧が武官達に警護の強化と射しや手しゆの確保を命じる中、明槻は人々に不ふ審しんを抱かせないよう、境内に用意された自分の席に戻ってくれた。きっとその席で、縋すが子こに事態を告げたのだろう。

　範のり康やすと別べつ当とう家けの家け人にん達が貴哉を邸やしきまで運び、残りの行事は他の神職の者達に、塔子が適当にごまかして任せてきた。もちろん彼等らにもあとで本当のことを言わなければならないが、あの場で言ってしまえばとんでもない騒ぎになっていただろう。

　ひとまず、明槻と縋子に状況説明をしなければならない。

　そして貴哉が言った、那な智ち大社の件を進しん言げんしてみよう。ここまで来ておいて最後の一社を詣もうでられないことを、二人がどう受け止めるのかは分からない。あるいは責任者として範康がなんらかの責せめを負おうかもしれないが、万が一でも二人になにかがあったりしたらそれどころではすまない。

（しっかりして。叔お父じ様に心配かけちゃだめよ）

　自みずからに言い聞かせると、塔子は簀すの子こを進んだ。

　渡わた殿どのから東ひがしの対たいの簀子に行くと、縋子付きの女によう官かんが待っていた。縋子が斎さい院いんに立ったころから仕えている三人の一人で、月つきの君と呼ばれている人だ。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、叔父君が怪我をされたというのは本当ですか？」

　貴哉に面識があるだけに、彼女は本当に心配そうに言ってくれた。

「え、ええ。ですが詳くわしい話は中で」

　気持ちはありがたいが、明槻に話す前に彼女に言うわけにはいかない。そのあたりは月の君も了りよう解かいしたらしく、こくりとうなずいた。

　あらかじめ話はついていたようで、すぐに妻つま戸どが開いた。

「女によ王おう」

　廂ひさしに入るなり、いきなり呼びかけられた。塔子を女王と呼ぶ者は明槻しかいない。

　見ると彼は茵しとねから立ちあがり、大おお股またでこちらに近づいてきた。端たん整せいな面おも差ざしに、はっきりと焦あせりをにじませている。

「叔父君の具ぐ合あい───」

　言いかけて明槻ははっとしたように目を見開く。

　明槻の顔を見た途と端たん、胸が震え、塔子の大きな円まるい目からぽろっと涙が零こぼれ落ちたのだ。

　次の瞬間、きつく抱きしめられた。

　とつぜんのことにどう反応してよいのか分からずにいる塔子だったが、かまわず明槻は自分の胸に塔子の小さな頭をぎゅっと押しつける。

「よかったですね、叔父君が一いち命めいを取り留とめられて。さぞ、ご心配だったでしょう」

　なぐさめるように明槻は言った。

「う、うん……」

　抱きしめられたままこくりとうなずくと、これまで堪こらえていた思いが一気にこみあげてきた。気がついたら不覚（？）にも、彼の胸の中で泣きじゃくっていた。
















「お、叔父様が、叔父様が死んじゃうかと……よかった、本当によかっ……。あ、ありがと………」

　切れ切れにつぶやく言葉は、もはや明確に聞き取ることは不可能だった。ぐずぐずと泣きつづける塔子の背中を、明槻は子供をあやすように撫なでつづけた。

　そうやってしばらくなぐさめられ、ようやく落ち着いたころだった。

「もう、話してよいか？」

　やけにひょうひょうとした声こわ音ねに、塔子はぎくりとして顔を離す。しかし声がしたほうを見るより先に、明槻が着ている白地に小こ葵あおい紋もんを織り出した冬の直のう衣しの胸元にうっすらと染みのようなものができていることに気づいた。

「ご、ごめんなさい！　こんなに汚よごしちゃって」

　やけに現実的な謝罪をする塔子を、明槻はえっ、という顔で見下ろした。

　しかし塔子のほうは、それどころではない。

（ど、どうしよう。きっと極上の衣きぬなのに）

　あたふたと胸元から手しゆ巾きんを取り出しはしたが、水染みを乾いた布で拭ふいても意味がないことぐらい、いくらなんでも分かる。

「すぐに洗せん濯たく───」

　いまにも直衣を引っ剝ぺがしかねない勢いの塔子に、明槻は怖おじけたように一歩後あと退ずさる。なにしろ昨夜、湯ゆ場ばに突入されたばかりである。

「い、いえ、そんなことはいいですから………」

「だめよ、染みは早いうちに処しよ置ちしなきゃ！　知っている？　大抵の水染みは洗えばちゃんと落ちるんだから」

　生活の知恵を東とう宮ぐう様に披ひ露ろうする塔子だったが、おそらくそんな知識を得たところで明槻には一生役に立たないだろう。しかもくだけた言葉は二人きりのときだけと約束しておきながら、もはやきれいに忘れている。

「仲なか睦むつまじいところをすまぬが」

　はっとして顔をむけると、御ご座ざで縋子が呆あきれたような表情で脇きよう息そくにもたれていた。

　御み簾すは最初からあげられていたようで、昔から仕えている三人の女官以外、ここに居るのは塔子と明槻だけだ。

　面メン子ツからして、いまさら御簾越しに話す必要もないと思ったのだろう。ちなみに月の君の他、花はなの君と雪ゆきの君の二人も並んで廂の間に控ひかえている。雪、月、花の三人で顔をよせあい「いつの間に、あのように仲睦まじく」「境内ではお互い、腫はれ物ものに触るような態度だったのに」「東宮様なんて、今朝は物ものの怪けでも憑ついたかのようにどんよりしておいででしたわ」などと、はっきりと聞こえるようにささやき（？）あっている。

「そ、そんな、仲睦まじいなんて………」

　あたふたと否定する塔子に、なぜか明槻が不満げな顔をした。

「まあ、それはともかく叔父君の具合は、ひとまずは落ち着いたようだな」

　縋子の言葉に塔子はわれに返る。明槻が「よかったですね」と言ったところから、どうやら一命を取り留めたことは伝わっているようだ。

「ありがとうございます。血は止まったので、あとは体力の回復次第だと」

「そうか、大事にするように伝えてくれ」

　気難しい表情で告げられ、塔子は恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「それで犯人は分かったのか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな問いに、塔子はすかさず顔をあげた。縋子は相変わらず気難しい表情のままである。あたりまえだ。熊くま野の灘なだでの海かい賊ぞく騒動以来、不ふ穏おんな動きはこれで三度目だ。しかも今回は、ついに怪我人が出てしまった。

「いえ………」

「一応訊きくが、そなたの叔父に心当たりはないのか？」

　この邸に烏からすの死し骸がいが放りこまれたのは、昨日のことだった。それだけを挙あげれば、貴哉に恨うらみを持つ者という考え方もできる。

「猶は母は様、宮ぐう司じ殿どのは人の恨みを買うような方ではありません」

　見かねた明槻が口をはさんだが、縋子はつまらなそうに言い返す。

「逆恨みという言葉もあろう。そもそも普通の人間であれば、人を獣けもののように矢で射るような真ま似ねはけしてせぬ。子や親の仇かたきとでもいうのならともかく。そして普通ではない人間には、まともな理り屈くつは通じぬぞ」

「………」

　けんもほろろに言い捨てた縋子に、明槻は反論の言葉をなくしたように黙だまりこむ。

　確かに縋子の言うとおりである。まともな人間であれば多少癇かんに障さわることをされても、報復で相手を殺そうとまでは思わない。

　この事件の首しゆ謀ぼう者しやは、あるいは人が死ぬことなどなんとも思っていない人間なのかもしれない───思いついた瞬間、塔子は冷や水を浴びせられたような気持ちになった。

　震えを抑えるため、切きり袴ばかまの上でこぶしをきゅっと握にぎりしめる。

　そんな反応を知ってか知らずか、縋子は追つい及きゆうの手を緩めなかった。

「どうじゃ、塔子？」

　自分を見下ろす切れ長の縋子の目に、塔子は詰めていた息を吐はき出す。

「───範、別当殿は、叔父ではなく自分を狙ったのだろうと言っておりますが」

　実際彼が口にしたことではあるが、範康に非を押しつけているようで塔子は少し嫌いやな気持ちになった。

「じゃが、それでは海賊や昨夜の烏とは別口ということになるぞ」

「そ、それは………」

　もちろんその可能性もあるわけだが、そうなるとますます真相が分からなくなる。

　それは指摘した縋子にとっても厄やつ介かいな事態となるわけで、塔子と縋子は示しあわせたように気難しい面おも持もちで黙りこむ。

「矢を射た者が別当を狙っていたとしても、海賊と同一犯という可能性はありますよ」

　ぽんっと投げられた明槻の言葉に、塔子と縋子は同時に顔をむける。

「なぜじゃ？」

「ここでわれわれになにかあれば、別当の失態となって彼は責任を問われることとなります。爺じじ様と熊野の結びつきを疎うとましく思っている輩やからからすれば、願ってもない機会にちがいない」

　明槻の答えに塔子ははっとする。爺様とは法ほう皇おう・京きよう極ごく院いんのことである。

　近年の熊野は上じよう皇こうや法皇の御ご幸こう先さきとして、朝廷との結びつきを強くしている。特に範康の父である先代の別当は、法皇との間で荘しよう園えんの寄き進しんや財ざい物もつの献けん上じよう等をやり取りし、たがいにとって重要な存在となっていた。

　その仲がこじれれば、必然法皇の権けん勢せいにも影響する。

「じゃあ、海賊も烏を投げこんだのも、お二ふた方かたを通して法皇様への別当殿の心しん証しようを悪くするため？」

「その可能性はあります」

　明槻が言うと、縋子は鼻であしらうかのように、ふんっと吠ほえた。

「策さく略りやくは人を見て練ねるものじゃな。あの父上が烏の骸むくろぐらいで臆おくするものか。簀子の蛇へびの死し骸がいを、雑ぞう色しきを呼ぶのが面倒じゃというて自分で放り投げるようなお人じゃぞ」

「………それでそのまま潔けつ斎さいもなさらずに、法ほう会えに参加なさったんですね」

「よう、分かったのう」

　しらっと答える縋子に、明槻は頭痛を堪こらえるような表情をした。

　事実を知ったのなら、同席していた僧そう侶りよ達はどんな顔をするのだろう。まさしく『知らぬが仏ほとけ』である。

「妾わらわとて同じことじゃ。神事の最中というのならともかく、それ以外のときであれば、たとえ猪いのししの骸が転がっていても、別に気分を害したりはせぬぞ」

　本当に父おや娘こですね、という言葉を塔子は吞のみこんだ。

　神事のさいに死し穢えに接することは禁きん忌きだから、もし斎さい場じようで骸が見つかったりすれば主催者は不ふ手て際ぎわを指摘されてもしかたがない。しかしなんでもない場所で単に死穢に接触したというだけで機き嫌げんを損そこねるようなことはない、というのが縋子の言い分なのだ。

　しかし烏や蛇はともかく、猪の骸は敷地内に迂う闊かつに転がっているような代しろ物ものではないと思う。それ以前に、縋子が猪を見たことがあるかどうかも疑問なのだが。

「まあ、一般論です。常識的かつ良識的で高こう貴きな女によ人にんであれば、寺社で死穢に触れなどしたら不吉さに震えあがるでしょうから。私も犯人は本当に人を見る目がないと思います」

「………そなた、なにが言いたいのじゃ」

「そ、それでですね～～」

　微妙に険けん悪あくになった空気に、塔子はあわてて二人の間に割って入る。

　客観的に見れば明槻の嫌いや味みは塔子にも該がい当とうするのだが、塔子本人に高貴な女性としての自覚がほとんどないためこちらはこじれなかった。

　もちろん明槻にも、塔子に嫌味を言ったつもりは毛もう頭とうなかった。彼は塔子のことを変わり者だが良識的な女人と思ってはいても、高貴で常識的な女人だと思ったことは出あった日から一度もないはずだ。

「このような状況であれば、那智参りはいっそ中止にして、早々に都に戻ったほうが安全ではないかと思うのですが」

　明槻と縋子は、塔子の頭越しに目を見あわせる。

「猶母様」

　少しして明槻が呼びかけた。

「一連の襲撃の目的が別当だけならば、私達は女王の言うとおりにしたほうが安全かもしれません」

　そこで明槻はいったん言葉を切ると、反応をうかがうように縋子を見あげた。

　彼女は脇息にもたれ、じっと沈ちん思しする。

「いかがなさいますか？」

「そなたはどうしたいのじゃ？」

　待ちあぐねたように問い直した明槻に、縋子は逆に問い返す。

「私は那智に参ります」

　迷うことない明槻の返答に、塔子は仰ぎよう天てんする。行かないほうが安全だと承しよう知ちしたうえでその台詞せりふはどういう意い図となのか。

「ど、どうして？」

　詰めよる塔子に、明槻は躊躇ためらうことなく答えた。

「敵の目的が別当だけだというのならともかく、爺様との関係をこじれさせることにあるのなら、うかうかと見み過すごすわけにはいきません。まして予定を変更して都に戻ったりすれば、敵の脅おどしに屈くつしたことになります」

　毅き然ぜんとした明槻の態度に、塔子は気け圧おされてしまう。

　それはこれまで塔子が見てきた明槻の姿とは、少しちがっていた。

　変な言い方だが、あっさりと強気なのだ。

　なにかを決めたあとの迷いのない姿は、これまで幾度か見ている。だがその決断に至いたるまで、明槻は常に慎しん重ちようだった。むしろ周りを気き遣づかいすぎて、結局自分の願いを折ってしまうほどに。

　しかしいま彼はこの場で考慮した末の意見ではなく、ずっと昔から自分の内にあった考えをあっさりと告げたのだ。

（この人は………）

　塔子はこくりと息を吞んだ。

　───危険を顧かえりみることより、誇ほこりや義務を果たすことのほうが大切なんだ。

　自分とはまったく別の価値観が存在することを、塔子はあらためて認識した。

　反発はしなかった。彼の立場なら理解できると思った。しかし現実問題、危険であればやはり心配をする。それに、このうえ明槻まで怪我をされてはたまらない。

「で、でも……」

「それに大だい納な言ごん家けの家けい司し受ず領りように、検けん地ちの件で話をする約束をしたでしょう。実は彼に那智に来るように言ってあるのです」

　別当範康と敵対する受領がただの受領なら、問題はここまでこじれなかった。よくある地方領主と官かん吏りの小こ競ぜりあいで終わっていただろう。しかし厄やつ介かいなことに、この受領は大納言家の家司を兼ねており、問題が法皇と摂せつ関かん家けにまで及んでいる可能性があるのだ。

　縋子はなにか思うように、じっと明槻を見つめていた。やがて彼女は肩をすくめ、くっと声をたてて笑った。

「そうなると、妾も行かぬわけにはいかぬな」

「いえ。危険ですから、猶母様は新宮の別当屋敷でお待ちください」

「ならぬ。妾とそなたが二手に分かれてしまっては、警護が手薄になる。そうなれば共倒れになりかねぬ」

　ぴしゃりと縋子は断言した。珍めずらしく理に適かなったことを言っている。

　対して塔子は少し困こん惑わくしていた。明槻の言い分は分かるが、彼等の身の安全を考えるとやはり複雑だ。戻ってもらったほうがよいと言った貴哉の反応も気になるし、一応それに同意したふうを見せた範康もどう思うだろうか？

　いっぽうで明槻は一瞬の戸と惑まどいを見せはしたが、すぐに納なつ得とくしたようにうなずいた。

「おっしゃるとおりですね。では、予定どおり、明日那智に参りましょう」

「こうなれば自分の面子をかけて、あの別当も総出で警護をしてくるであろうな」

　気のせいか楽しげな縋子に、明槻は首を横に振った。

「警護はもちろん引き受けてもらわなければいけませんが、別当自身は同行させないほうがよいでしょう」

　思いがけない言葉に塔子は驚おどろく。次期帝と東宮の警護に、熊野の統とう括かつ者しやである範康が居ないほうがよいとはどういうことだ。

　同じことを思ったのだろう。縋子も訝いぶかしげに柳りゆう眉びをよせている。

「これらの事件が、すべて受領の手によるものだと仮定したうえで───」

　そう前置きをしてから、明槻は自らの意図を説明した。

「私が彼に会う目的は領地問題の件を諫いさめることで、余よ計けいな刺激をすることではありません。一連の襲撃が本当に受領の行為だとしたら、あまり穏おん便びんな性た質ちではなさそうです。そんな相手を前に、敵対する別当と連れ立って行ったりしたら、逆上してどんな行動に出るか分かったものではない」

　確かに一連の行為は、脅しにしても嫌がらせにしても過激すぎる。血が流れることを少しも恐れていない者のそれだ。実際、貴哉は生死の境をさまよった。彼の青ざめた頰と痛みを堪こらえるさまを思い出し、これまで不安と悲しさばかりを感じていた塔子は、はじめて怒りを覚えた。

「受領を捕まえることはできないのですか？」

　怒りをにじませた塔子の問いに、明槻は痛ましげな表情で眉をよせる。

　やがて彼は申し訳なさそうに答えた。

「残念ですが、証拠もないままそんな強引な真ま似ねはできません。なにしろ相手は大納言家の家司ですから」

　明槻の答えに、塔子は唇くちびるを嚙かみしめる。

　捕まえることができない。逆に言えば捕まらないことを知っているから、こんな過激な手段に出ることができるのだろう。確信的な悪あく行ぎようが腹立たしくてならなかった。

　そこで塔子ははっと気づく。

「では一連の襲撃は、摂関家が裏で糸を引いているのですか？」

　塔子の問いに、明槻と縋子は同時に表情を険けわしくした。

　二人はなにかやり取りでもするよう目を見あわせあい、あげく途方にくれたように明槻が言葉を漏もらした。

「だとしたら、やはり狙いは別当ではなく私かもしれませんね」

　思いもかけない方向に話を持っていかれ、塔子はあわてる。

　自分の周りはいろいろと面倒なのだと、自じ嘲ちよう気ぎ味みに明槻が漏らしていたのは昨晩のことだ。それゆえ彼は、塔子を妃きさきに迎えることを躊ちゆう躇ちよしていたのだ。

　意図せぬまま、明槻の引け目を刺激してしまった。

「そ、そんなことは………」

「心配せずとも大納言は、自分の娘を娶めとらせて皇み子こを儲もうけるまでは、そなたには生きていてもらわねばならぬと思うておるわ。えげつない嫌がらせはしてきても、生命を奪うような真似はせぬ。そもそもあの大納言にそのような度ど胸きようがあるものか。犬の死骸を見ただけで、不吉じゃと言うて震えあがるような男だというのに」

　投げやりかつ物騒な縋子の言葉に、明槻はなんとも微妙な表情をする。

「いずれにしろ」

　ため息交じりに明槻は言った。

「矢を射た者を捕らえなければ、犯人は分かりません。もちろん調べさせていますが、明日那智にむかうのであれば、私達が熊野にいる間には間にあわないでしょう」

「そ、その件なのですが───」

　思いきって塔子は切り出した。

「わ、私、明日の那智行きは、ここに残っていてはいけませんか」

　意味が分からぬ顔をする明槻と縋子に、塔子は深々と頭をさげる。

「お願いします。叔父の傍そばについていてあげたいんです」

　必死の思いで塔子は叫さけんだ。熊野に来てからというもの、縋子は貴哉とのことを再三けん制している。その彼女の心証を悪くする可能性はあったが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

　塔子の懇こん願がんに、縋子も明槻もしばし無言だった。

「あの、女王………」

「そうするがよい」

　躊躇ためらいがちな明槻の呼びかけをさえぎり、縋子が言った。

　予想外に簡かん単たんに許可が下り、頼んでおいて塔子はしばし呆あつ気けに取られる。

「事情が事情じゃ。傍についていてやるがよい」

「猶母様」

　咎とがめるように明槻は呼びかけたが、縋子はゆっくりと首を横に振った。

　そして目を輝かせる塔子を、御座から見下ろして言った。

「三日後、都に戻れば当とう分ぶんは会えぬからのう」
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　うなだれたまま簀すの子こを歩いていると、庭先から範のり康やすに呼びかけられた。

　そういえばあとを頼むと言ってから、どこに行っていたのだろう。まさかいったん新しん宮ぐうの屋や敷しきに戻ったとか………。

（でも、それじゃこの時間に戻ってこられるはずがないか）

　範康は巨体に似つかわしくない、軽快な足取りで簀子まで近づいてきた。

　高こう欄らんに手をかけて塔とう子この顔を見あげた彼は、露ろ骨こつに表情をしかめた。ちなみにいくら巨体の範康でも、さすがに簀子に立つ相手は見あげなければならない。

「なんだぁ、お前。物ものの怪けにでも取り憑つかれたような、どんよりした顔をしているぞ」

「え～～～」

　覇は気きのない声を出す塔子に、範康は叱しかりつけるように高欄をこぶしで叩たたいた。

「しっかりしろよ。そりゃ軽傷でもないけど、最悪の事態は免まぬかれたんだから、そういつまでも気に病やむな」

　経けい緯いからとうぜんの発想だが、どうやら塔子が貴たか哉なりの負傷にまだへこんでいると思っているようだ。塔子は力なく首を横に振った。

「そうじゃないもん」

「は？」

「そうだけど、そうじゃないもん！」

　意味の分からぬ顔をする範康の前で、塔子は洟はなをすすりあげた。

　まったく涙るい腺せんがめっぽう緩ゆるくなって困る。両手で頰ほおをぴしゃぴしゃと叩き、一度気合を入れ直してから、塔子は那な智ち行きの件を範康に説明した。

　予定どおり明日むかうことと、受ず領りようを刺激しないために別べつ当とうである範康を同どう伴はんさせないことの二つにかんしては、範康も〝しかたがないか〟というような顔で反発した様子は見せなかった。

　しかし話が塔子の帰京の件にいくと、表情はみるみる強こわ張ばっていった。

「じゃあ、三日後には熊くま野のを発たつのか？」

　あからさまにむっとした範康の問いに、塔子は答えることができなかった。

　帰りたくなどない。貴哉の容よう体だいが落ち着くまで傍そばに居たい。だがそんな願望を見み透すかしたように、縋子が〝都に戻れば〟と釘くぎを刺さしてきたのだ。

「お前一人が居ないと困るほど、宮中っていう場所は人ひと手で不足なのかよ」

「そんなわけないでしょ………」

　ふてくされたように塔子は言った。むしろ、どう考えても無む駄だとしか思えない人員配置のほうが多い気がする。

「新宮に着いた日に、私が叔お父じ様に抱きついちゃったでしょう。あれは東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほとしては非常にまずい行いだったのよ」

　それ以前から、誰彼かまわず貴哉を褒ほめまくっていたことが要よう因いんとなっていたのだが、塔子にとってはほとんど習慣のようなものだったので、その件にかんして失態だったという自覚はなかった。

「けどお前、入じゆ内だいなんてふりだけだって言ったじゃねえか」

　納得できないという顔の範康に、塔子はどう説明してよいのか考えあぐねた。

　確かに昨日まではそのつもりでいたので、範康にもそう告げた。だがその件を縋子は知らないし、なにより塔子自身のいまの気持ちがそのときとはちがっているのだ。実はほんの数刻前に入内をすることを決めたのだと、そんなふうに言ってはたして範康に理解してもらえるだろうか。

「その……入内の件なんだけど、叔父様から聞いた？」

「知らねえよ。お前が詳しくは貴哉に訊けって言ったから、訊いてみたら〝さあ〟ってはぐらかされたから」

　面おも白しろくもなさそうに範康は言った。確かにあのとき貴哉は、塔子が明槻に惹ひかれていることにすでに気づいていたから、そう答えるしかなかったのだろう。

「貴哉がああいう答え方をしたってことは、多分ふりだけってことはないんだろうな、とは思ったよ」

　範康の指摘に、塔子は気まずげに目をそらす。やはり範康は侮あなどれなかった。他人の心の機き微びに敏びん感かんというより、ほぼ間違いなく野性の勘かんのような気もするが。

　しかしそれ以上にすごいのが貴哉だ。入内の件がいずれこのような結果になると、彼は最初から見抜いていたのだ。

「そっか、叔父様はごまかせないなあ」

　苦笑交じりに零こぼした塔子に、範康は言った。

「だけど唯ゆい一いつ残った家族と離れるのは、やっぱり寂さびしいって言っていたぞ」

「………」

「笑っていたけどな」

　言い訳でもするように、範康は付け足した。

　塔子はしばし立ち尽つくした。

　あれはたしか母が亡くなってすぐだから、六、七年前ぐらいだ。

　泣きじゃくる塔子に貴哉は、自分が居るから大だい丈じよう夫ぶだと告げたあと、自分も塔子が居るから大丈夫なのだと告げた。

　あれ以来、その言葉は塔子にずっと力を与えつづけてくれた。自分が誰かに必要とされている存在なのだと、そう認識することで自信を持つことができた。だからあの言葉は、貴哉が小さな塔子を励はげますために口にしたのだと思っていた。

　実際、そんな意味のほうが強かったのだろう。だけど、もしかしたら少しでも───。

「叔父様」

　ぽつりとつぶやくと、範康が訝しげな顔をする。

「塔子？」

「範康さん、私───」

　言いかけた矢先、高欄むこうの範康の顔が少し険けわしくなった。

　彼の視線を追うと、簀子の先から直なお霧ぎりが歩いてきていた。彼は塔子と範康の視線に気づいても、表情も速度も変えることなく近づいてきた。

　人一人分の距離を取り、直霧は立ち止まった。

「お伝えしたいことがあります」

　彼の視線は塔子ではなく、範康を見下ろしていた。

　用心深い顔で身構えた範康に、あっさりと直霧は切り出した。

「明日の那智行きの件です」

　一瞬虚きよを突かれたような顔をしたあと、なんだというように範康は言った。

「その件なら、いま塔子から聞いた。明日俺は同行しないから、よろしく頼む」

　了解したというようにこくりとうなずくと、あらためて直霧は尋たずねた。

「別当殿は、今こ宵よいは新宮の屋敷にお戻りになりますか？」

「ていうか、そっちも夕方には下山する予定じゃなかったのか？」

　いくら目の前にいるのが直霧だからといって、宮様御一行に〝そっち〟という言い方もいかがなものかと思うが、そのあたりが範康らしいといえばらしい。対して表情ひとつ変えずにいる直霧もすごくらしかった。

　直霧は首を横に振った。

「いろいろ検討したのですが、ここから直接那智にむかったほうがよいのではということになりまして」

　塔子と範康は高欄を挟んで上と下で目を見あわせた。熊野川を下って一度新宮に戻り、明日の早朝に那智にむかうというのが当初の予定だった。対して大おお斎ゆの原はらから那智にむかうとなると、雲くも取とり越ごえと呼ばれる山道を下ることになる。

「え、どうして？」

「行路を変更して、敵さんの目をかく乱しようってことか？」

　塔子の疑問に答えるよう、範康が直霧に確認した。

「そうです」

「けど敵が狙っている俺は、あんたらに同行しないんだぞ」

「そのことを記して行くわけではありませんし、必ずしも敵の目的があなた一人だとあきらかになったわけでもありませんので」

　淡たん々たんと直霧は告げたが、塔子は先ほどの明槻の言葉を思い出してぎくりとする。

　───だとしたら、やはり狙いは別当ではなく私かもしれませんね。

　犯人が受領で狙われたのは範康だろうというのも、あくまでも状況からの推すい測そくにすぎない。そのうえで受領が摂せつ関かん家けの家司だというのなら、あらゆる可能性が成り立つ。

　単純に熊野別当と受領の確かく執しつだけが理由かもしれないが、あるいはその裏に法ほう皇おうと熊野の間に軋あつ轢れきを生じさせたいという意図があることも考えられる。

　領地問題を抱かかえている状況での今回の行ぎよう啓けいは、摂関家からすれば自分達の家司を無視して皇こう家けが別当側についたように取られかねない。そのうえ彼等らが日ごろから煙けむたがっている明槻が同行しているのだ。

　今回の行啓中に明槻と縋子になにかあれば、別当・範康は統とう括かつ者しやとしてその責任を問われるだろうから、どちらになにかがあっても彼等に利はある。

「なるほど、用心深いことで」

　合が点てんがいったのか、つまらなそうに範康はうなずいた。

　ふと塔子は思い立ち、高欄越しにぐいっと身を乗り出した。

「範康さん、今日はうちに泊まったほうがいいわ」

「え？」

「私もそう思います」

　塔子の提案に同意すると、直霧は訝いぶかしげな表か情おをする範康にむかって言った。

「犯人が野放しの現状で、狙われているかもしれない人間が、この山道を一人で行くことは危険すぎます」

　本来新宮で待機しているはずだった範康と直霧は、烏からすの骸むくろが放りこまれていたという不ふ穏おんな報せを受けて急きゆう遽きよ山を登ってきたのだ。従じゆう者しやの一人や二人はついていても、警備は十分とはいえない。昨夜のうちに塔子達とあがっていた別当家の腕うで利ききの者達も、今こ宵よいのこちらの警護を考えれば一緒に山を下らせるわけにはいかない。

　直霧の説明に、範康は短い沈ちん思しのあと塔子を見た。

「じゃあ、悪いけど世話になっていいか？」

「もちろんよ。叔父様も範康さんが居てくれたほうが心強いと思うわ」

「そんなわけあるかよ。あいつはあの状況になっても、俺がなにかやらかすかもしれないって心配しているんだぞ」

　多少呆あきれたように言ってから、範康はいったん口をつぐんだ。

　彼は簀子上の直霧を一いち瞥べつしたあと、塔子のほうを見あげた。

「お前がいてやったほうが、よほど安心するよ」

　軽く頰を叩かれたような気持ちになった。

　とっさに反応ができないでいる塔子を、今度は直霧が一瞥する。いっぽう範康は、自分の言った言葉をちょっと後こう悔かいしたのか、申し訳なさそうに塔子を見た。

「じゃ、屋敷のほうに使いをよこしてくるわ」

「待って！」

　くるりと踵きびすを返しかけた範康を、塔子は呼び止めた。

　立ち止まってこちらを見る彼にむかい、塔子は高欄を握りしめて身を突き出した。

「私、東宮様にお願いに行ってみる」

「いつ、おいでになってもいいように仰おおせでしたよ」

　間かん髪はつ容いれずに応じたのは直霧だった。

　え？　という顔をする塔子と範康に、相変わらず表情を崩くずさず直霧は言った。

「東宮様も、斎さい王おう尚侍ないしのかみがきっとそう言って訪ねてくるだろうとおっしゃっておられました」
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　使いも伺うかがいも立てなくてよいと直なお霧ぎりが言うので、やや不安に思いつつも彼と一緒に明あか槻つきが居る東ひがしの対たいにむかった。

　妻つま戸どから声をかけると、女によう官かんが出てきて中に招き入れた。南みなみ廂ひさしを進むと御み簾すはすでにあげられており、母おも屋やに設しつらえられた御ご座ざに明槻が座っていた。彼は顎あごに手をあてなにやら思案していたが、気配を察さつしたのか顔をあげた。

「いらっしゃい。おいでになると思っていました」

「あ、あの、その………」

　いろいろな面で塔とう子こは言葉を詰まらせる。どうして来ると分かっていたのかということも疑問だが、なにより塔子を躊躇ためらわせているのは「熊くま野のに残りたい」という希望を、明槻がどう受け止めるのかが分からないことだった。縋すが子こでさえ了解した、那な智ちに行かずに邸やしきに残りたいという希望に、明槻はあまり気のりしない反応を示していた。

「そんなところに居ないで、こちらにおいでください」

　廂ひさしの間に立ち尽くす塔子を、明槻は手で呼びよせた。

　直霧はともかく女官の目があるので、塔子はひとつ頭を下げてから母屋にあがる。明槻のはすむかいには茵しとねが用意してあった。

　促うながされて腰を下ろすなり、単たん刀とう直ちよく入にゆうに明槻は告げた。

「叔お父じ君ぎみの容よう体だいが落ち着くまで、熊野に残りたいとおっしゃるのでしょう」

　図ず星ぼしをさされてさすがに驚いたが、おかげで話は早くなった。

「そうです」

「申し訳ありませんが、ご希望を叶かなえてさしあげることはできません」

　一瞬の惑まどいもなく、明槻は拒きよ否ひの意を示した。

　消しよう沈ちんより衝しよう撃げきを受ける塔子に、畳たたみかけるように明槻はつづける。

「本当は、明日ここに残ることだって了承したくないんです」

　その物もの言いいがまったく悪びれず、それどころか断だん固ことしていたことに塔子は驚く。

　来年東とう宮ぐう妃ひとなることが決まっている身の上で、都に戻らず叔父のもとに残りたいというのは、客観的にはどうかと思われる言い分だ。だが事情が事情だけに、こんなふうに取り付く島もなく否定されてしまうとは思ってもいなかった。

　非ひ難なんとも悲痛ともつかぬ面持ちを浮かべる塔子に、明槻は先刻の断固とした態度を一転させ、痛みを堪こらえるように眉まゆをよせる。

「分かってください」

　苦しげに明槻は言った。

「敵が誰なのか、目的がなんなのか、それらがはっきりしない状況で、警けい備びが手薄になった場所にあなたを置いてゆくわけにはいかないのです」

　明槻の真意をどう受け止めてよいのか分からず、塔子はぼう然と彼を見る。

　あくまでも慎重で、周囲に気を配る、いかにも明槻らしい理由だ。彼の懸け念ねんはまっとうなもので、言うことは完全に正しい。それを承しよう知ちしたうえで、塔子の心からは未み練れんが消えなかった。

「でも……」

　すがるような思いで塔子は返した。

「叔父様は、私のたった一人の家族……」

　言い終わらないうちに塔子ははっとする。明槻が虚きよを突かれたような表情で、こちらを見ていたからだ。

　予想外の反応に、塔子は困惑してしまう。

「東宮様？」

「…………あ、そ、そうですね」

　あきらかに動揺を残したまま、明槻は答えた。

　訳が分からないでいる塔子の前で、明槻は人差し指を口くち許もとにあてしばらく黙りこんでしまう。それはまるで、混乱した気持ちを整理している人のように見えた。

（どうしたの、いったい？）

　返事を待つこと自体もだが、なぜ明槻がこれほど動揺しているのかが分からず塔子はひどくやきもきした。たまらず廂の間に女官と一緒に控ひかえる直なお霧ぎりを見たが、彼は塔子と目があうと気まずげにすっと視線をそらしたのだ。

（え？）

　らしからぬ直霧の態度に、塔子は不安を抱いだく。

　ひょっとして自分は明槻に対して、失しつ言げんをしてしまったのではないだろうか？

　用心深くかまえていると、やがて明槻は口許から指を離した。

　彼は塔子の目をじっと見つめ、ゆっくりと首を横に振る。

「お気持ちは分かりますが、あなたの安全が私にとってはなによりも優先なのです」

　明槻は心からすまなさそうな表情はしていたが、瞳には断固とした意志があった。

　塔子は観かん念ねんした。意い地じ悪わるで言っているわけでも、融ゆう通ずうが利きかないわけでもない。可能なかぎり、塔子の身から危険を遠ざけたいと思うゆえの決断なのだ。

　分かっているのに、心には未練などの言葉では片づけられない苦い思いが残っている。切きり袴ばかまの上でこぶしを握り、力ずくで迷いを振りはらい塔子は深々と頭を下げる。

「分かりました。自分の都合ばかり言って、申し訳ありません」
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　どこからか、烏からすの鳴き声が響いてきた。

　築つい地じ塀べいのむこうに広がる冬の厚い雲の隙すき間まから、朱しゆを帯おびた橙だいだい色いろの光が濃こい緑に覆おおわれた山やま肌はだを照らし出していた。簀すの子この上で格こう子しにもたれ、明あか槻つきは筆ふでで塗ぬり替えでもしているように、みるみると暗くなってゆく空を眺めていた。

「冷えてまいりましたので、もう中にお入りください」

　いつの間にか簀子に出てきた直なお霧ぎりが言ったが、明槻はちらりと一いち瞥べつしただけで返事もせずふたたび空に目をむけた。直霧は特に咎とがめ立だてはしなかったが、それならそれでとばかりに自分も一歩離れて簀子に腰を下ろした。

「別にお前が私に付きあうことはないぞ」

「私は東とう宮ぐう様にお仕つかえする身分ですので、風か邪ぜをひくときも一緒でけっこうです」

　淡たん々たんと嫌いや味みを述のべるあたりはいつものことだが、明槻様でなく東宮様と呼ぶあたりはじわじわと怒りはじめている証拠である。

「人間なんだから、たまには拗すねたくなることもあるさ」
















「常つね日ごろから拗ねていることは、たまにとは言いません」

「………」

　言葉遣づかいだけは丁てい寧ねいだが、いったいこいつには主人に対する遠えん慮りよや敬意というものがあるのだろうかと、真剣に明槻は思った。

　まあ現実問題として地位も権けん威いもある二十一歳の男が、子供のように拗ねているのはどう考えても見苦しい。それに旅先で主しゆ従じゆう二人揃そろって風邪などひいては、周りに迷惑がかかる。渋しぶ々しぶ明槻が立ちあがると、すかさず直霧も立ちあがった。妻つま戸どまでの短い距離を行きながら、ぽつりと明槻は言った。

「前に熊くま野のから都に戻ったとき、宮ぐう司じ殿どのが同行しただろう」

「ええ」

　前回の熊野行きのとき、貴たか哉なりは明槻と塔とう子こに同行し都を訪れた。そして呪じゆ詛そ事件の真相と関与をしらばくれる左さ近こん衛えの大だい将しようを、塔子と二人で追いつめた。

「あのとき、彼が亡き左さ大だい臣じんについて言ったんだ。父親の立場からすると、姉し妹まいで日ひ嗣つぎの皇み子この地位を争う姿は見たくないだろう、と」

　それは貴哉が熊野に帰き郷きようするおり、なにげない会話からさらりと出た言葉だった。

　しかし特に他意があったとも思えぬその台詞せりふは、意外なほど深く明槻の胸に突き刺さった。そんな人情の機き微びに少しも思いいたらなかった自分に、なにか大きく欠けつ落らくしたものがあるように感じてしまったのだ。

　短い沈ちん思しのあと、素そっ気けなく直霧は言った。

「彼は高たか槻つき親しん王のうのお人柄を知らないから、そんなふうに言ったのでしょう」

　塔子と彼女の異い母ぼ姉し梅うめ壺つぼの女によう御ごの父高槻親王は、切れ者ではあったが娘達にとってはけして思いやりのある父親といえなかった。

「産まれてからずっと一緒に居たたった一人の家族を、父親面づらして無理やり奪うばった相手にだぞ」

　苦笑交じりに返すと、今度は直霧も押し黙った。

　母おも屋やの中は大おお殿との油あぶらに火が灯ともされ、橙色の光が板いた敷じきの床や壁をほんのりと照らし出していた。御ご座ざに戻ると、火ひ桶おけの中では炭が赤々と燃えていた。脇きよう息そくにもたれながら、明槻は先ほどの塔子とのやり取りを思い出していた。

　塔子から貴哉がたった一人の家族だと訴うつたえられたとき、一瞬意味が分からなかった。

　その言葉をすぐに理解できなかったことを自覚したとき、あの日の貴哉の言葉を思い出したのだ。そして塔子の気持ちが自分にあると知ったうえで、なお貴哉に対して敗はい北ぼく感かんのような思いがこみあげた。

　自分はあんなふうに、両親のことを思ったことが一度でもあっただろうか？

「ないな、間違いない……」

　断だん言げんに自じ嘲ちよう的てきな笑いが漏もれた。

　生まれつきなにかが欠落しているようなところがあった母はともかく、父である主上おかみは人間的には優しい人にちがいない。だが彼にとって明槻の存在は、自みずからの消しようのない過あやまちを目の前に突きつけられているようなものなのだ。

　たった一人の家族が重じゆう体たいだから、落ち着くまで傍そばに居たい───塔子の願いはまっとうで、それを承しよう諾だくしてやることができない自分のほうがおかしいのだ。

　本心では塔子の意に添そってやりたいと思っている。だが現実問題、彼女をここに一人残してゆくことは危険すぎる。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの思いから、額に手をあててため息をついたときだ。

「三日の間に真相をあきらかにすることができれば、斎さい王おう尚侍ないしのかみにここに留とどまっていただくことができますよ」

　おもむろに直霧が言った。明槻は額から手を離して、廂の間に控ひかえる乳ち兄きよう弟だいを見る。

「お前、どうして私が考えていることが分かったんだ？」

「長く仕えさせていただいておりますから」

　気のせいかどこか迷惑そうに言うと、さらに直霧は付け足した。

「ただし、斎さい院いんの宮みや様を言い含めることができたらの話ですが」

「それがいちばん、難問だろうが！」

　思わず明槻は大声をあげた。その点で縋すが子こは自分より、いや、どんな男よりもずっと冷れい厳げんだ。おそらく貴哉が瀕ひん死しの重体でも、塔子が熊野に残ることを良しとは言わなかっただろう。あんな人が来年帝てい位いに即つけば、公く卿ぎよう達はさぞ扱あつかいに困りはてるに違いない。それはそれでこちらとしては頼もしいかぎりではある。

「まあ、怒ど鳴なられるのをしばらく我が慢まんすればすむことか」

　ぽつりと零こぼしたあと、明槻は小さく息をついた。

　向かい風で攻こう撃げきを仕掛けてきた海かい賊ぞくと投げこまれた烏からすの骸むくろに比較しても、今回の襲しゆう撃げきはさらに過か激げきさを増している。前二つも悪質には違いないが、むしろ脅おどしの要素のほうが強く感じられた。しかし今回は、はっきりと危害を加えるために行われたことだ。

「………」

　那智での受ず領りようとの面談は、かなり慎しん重ちようにあたらなければならないだろう。なにしろ相手は摂せつ関かん家けの家けい司しだ。仮に狙ねらいが別べつ当とうだったとしても、他にも裏でなにかの糸が引かれているかもしれない。

「この三日の間に、なにか分かってくれれば……」

　明槻は呟つぶやいた。

「そうなれば、せめて宮司殿の容よう体だいが落ち着くまで、女によ王おうをここに居させてあげられる」

「いいんですか？」

　少し意外そうに直霧は言った。明槻はすかさず反論した。

「あたりまえだろう。喩たとえが悪くてすまないが、お前だって肥ひ前ぜん（現在の佐さ賀が県）の父親が危き篤とくのときに、私が照射ともし（鹿しか狩がり）に行くから暇ひまはやれないと言ったらどう思う？」

「………ものすごい喩えですね」

　明槻にはそこまでおかしなことを言ったつもりはなかったが、やけにしみじみと直霧は言った。

　熊野に残ることが無理だと告つげたときの、塔子のあの消しよう沈ちんしたさまを思い出すといまでも心が痛む。聡そう明めいな彼女は明槻の言い分は理解しているだろう。それでも理り屈くつとは別に心残りはあるはずだ。

「尚侍がここに残ることを許可されたとして、もしも都にお戻りにならないようなことがあれば、どうなさるのですか？」

　率そつ直ちよくな直霧の問いに、一瞬ぽかんとしたあと明槻は思い出した。

　そういえば直霧には、ほんの数刻前、塔子に妃きさきになってくれるように言ったことをまだ伝えていなかった。

　明槻は首を横に振った。

「いや、彼女は必ず戻ってくるよ。そして七カ月したら、なんであれ自分の選択をきちんと私に伝えてくれるから」

　直霧は軽く目を見開き、ちょっと驚いたような表情を浮かべる。

「いつの間に、そのような仲になられたのですか。一いつ向こうに存じあげませんでした」

　淡たん々たんと無ぶ遠えん慮りよな物言いをする乳兄弟に、明槻はちょっと閉へい口こうした。

　しかし直霧はわずかに口元をほころばせ、小さな声で言った。

「まあ、よかったですね」
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　翌日の早朝、行ぎよう啓けいの一行は那な智ちに旅立っていった。

　本ほん宮ぐう大たい社しやと那智大社を結ぶ道は、雲くも取とり越ごえと呼ばれる経路である。

　都から共に来た武ぶ官かんの他に、昨夜のうちに範のり康やすが手配した別べつ当とう家けの僧そう兵へい達が、厳げん重じゆうに一行を警護していた。

「やれやれ、なんとか無事に着いてくれますように」

　行列の最さい後こう尾びが山道のむこうに見えなくなってから、範康は合がつ掌しようした。らしくもないと思ったが、よく考えなくても彼は一応僧そう侶りよだった。

　正門まで見送りに来ていた家け人にん達が、ぞろぞろと邸内に戻ってゆく。塔とう子こと範康は歩きながら話をした。

「まあ、狙ねらいが俺だったら、宮みや様さま方に危害が加えられる心配はないんだけどさ」

「物ぶつ騒そうなことを言わないでよ。とにかく今日は、気をつけて帰ってね」

　頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎをする塔子に、範康は苦く笑しようした。彼はこれから山を下り、新しん宮ぐうの屋や敷しきに戻るのである。

「お前も気をつけろよ、四日後は新宮に下りてくるんだろう」

　心持ち口調を変えて言われた言葉に、塔子は押し黙る。

　那智大社を参ったあと、行啓の一行はもう一度大おお斎ゆの原はらに戻ってくることになっていた。そこで塔子も一緒に新宮まで下るのである。雲取越えの難なん路ろでもあるし、本来であれば那智から直行して新宮で合流したほうが楽なのだが、塔子が別行動を取ることを明あか槻つきがどうしても許可しなかったのだ。

　昨夜、熊野に残りたいという希望が叶かなわなかったことを告げると、範康はあからさまに不ふ服ふくげな顔をした。明槻が語った理由を告げると理り屈くつでは納得したようだが、感情的に承しよう知ちしきれていないような感じだった。

「うん、ありがと………」

　歯は切ぎれ悪く言うと、範康は気まずげに顔をそらした。そのまま中ちゆう門もんのところまで戻ってから、重い空気を振りはらおうとでもするよう、がらりと口調を変えて範康は言った。

「帰る前に貴たか哉なりの様子を見ていきたいけど、起きているか？」

「どうかしら、昨夜はあまり眠れていなかったみたいに女おんな衆しゆうが言っていたけど」

「そりゃあ痛くて、寝返りもろくに打てない状態で、熟じゆく睡すいできる奴やつのほうが少ないだろうけどさ」

　怪け我が人にん慣れした範康は平然と言うが、塔子はどきりとした。

　ひとまず様子を見て、眠っているようなら帰るということで二人は北の対に向かった。

　音をたてないように襖ふすま障しよう子じをそっと開くと、手前に几き帳ちようがあり、そのむこうに畳たたみと衾ふすまがのぞいていた。寝ているのだろうか？　そう思ったとき、かすれた声がした。

「誰？」

「あ、わ、私です」

「俺です」

　二人揃って柄がらにもなく恐きよう縮しゆくして返事をすると、几帳のむこうで笑いが漏もれた。

　顔を見あわせてうなずきあうと、塔子と範康は几帳の先に回った。室が暗いこともあるのだろうが、貴哉の顔色はお世せ辞じにもよいとは言えなかった。痛みが強いとか、あまり眠れなかったという範康の推測は本当のところなのだろう。だというのに二人の顔を見ると、貴哉は安あん堵どしたような笑みを浮かべた。

「ありがとう。手間をかけたね」

　行啓一行の見送りのことを言っているのだろう。

　こみあげてくるものを堪こらえ、塔子はぎこちないほど明るく言った。

「火ひ種だねがないから、もらってくるね」

　くるりと踵きびすを返すと、あわてて几帳のむこうに身を隠す。あのまま貴哉の顔を見ていたら泣いてしまいそうだった。

「───那智に出発したから」

　範康の説明する声を背中に、塔子は逃げるように母屋に出た。襖障子を後ろ手で閉めたとたん、ぼろっと涙が零こぼれ出た。

（泣いちゃだめ、泣いちゃだめよ）

　自分に言い聞かせ、切きり袴ばかまを振って大おお股またで簀すの子こに出る。途中行きあった女衆に火種を用意するよう頼んだ。

「室へやにお持ちしましょうか？」

「ううん、ここで待っているから持ってきて」

　お寒いでしょう？　と首を傾げつつ、女衆は簀子を戻っていった。

　高こう欄らんにもたれて塔子は、庭でむかいあうように咲く赤と白の椿つばきの花を眺めた。師走しわすから如きさ月らぎにかけて毎年咲くこの花を三年ぶりに見た。枝ぶりが少しよくなって、花の数が増えたような気がする。

　ひいふうみいと数を数えているうちに、少し気持ちが落ち着いてきた。するとまるで見計らったような間合いで、女衆が小さな火ひ鉢ばちに赤々と燃える炭を入れて持ってきた。

　塔子はそれを受け取って、ふたたび貴哉が休んでいる室に戻った。

　中に入ると範康が枕元に座って、なにか話していた。

「じゃあ明日にでも、うちの女をよこすから。確かに物が分かっているのがあの婆ばあさん一人じゃ、こういうときが大変だからな」

　婆さんというのはおそらく計かず乃ののことだろう。下働きの女衆は複数居るがいろいろと取り仕切れる上かみ女じよ中ちゆうは計乃しかいない。ましてこの邸には女主人がいないから、なおさら彼女への負ふ担たんが大きくなってしまう。

（そっか………）

　火鉢を抱かかえたまま、塔子は考えた。今回の行啓では、計乃にも相当の負ふ担たんがかかったはずだ。おまけに貴哉がこんなことになってしまったのだから、その心労も大変なものだっただろう。いつもの彼女であれば、こんなふうに塔子が手配する前に貴哉のところに火を用意していたはずだ。

　行啓の一行が三日後に戻ってくることを考えれば、別当家から物の分かった女性を手配してもらうことは、計乃の負担を軽くする意味でもいいのかもしれない。

（ていうか、叔お父じ様がそんなことを心配したのかしら？）

　前の会話が分からないからなんとも言えないが、だとしたら本当に身みの程ほどをわきまえないにも程がある。同時にそのことを考えもしなかった自分を、塔子はいたく反省した。

「ったく、さっさとお前が結婚しないからだぞ」

　からかうように範康は言ったが、人のことが言えるかと内心で塔子は思った。対して貴哉はなにか言ったようだったが、声があまりにもかすかだったため聞こえなかった。奥に進んだ塔子は火ひ桶おけの横で、火ひ箸ばしを使ってせっせと炭を移しはじめる。その間も範康は話をつづけていた。

「お袋ふくろさんは伊い勢せの神職の娘だったんだろう。アマテラス大オオ御ミ神カミとスサノオ命ノミコトの和解だとか冗じよう談だんみたいなことを言って、当時は話題になっていたって親おや父じから聞いたことがある」

　どうやら祖そ母ぼ、つまり貴哉の母の話のようだ。女主人がいない話からそうなったのだろうか？　確かに塔子の母は生前、大おお雑ざつ把ぱな性格なりに家のことを切り盛りしていたので、それなりに計乃の負担も少なかったような気がする。

「俺も少し覚えているよ。お前のお袋さん、本当にきれいだったからな」

　範康はらしくもなく、うっとりしたように言った。

　塔子は祖母の顔を知らないが、当時三、四歳の範康がそれほど明確に覚えているぐらいだから、よほど美しい人だったのだろう。

「………さあ、よく覚えていないから」

　力無く貴哉は言った。炭を移し終えた塔子は、火ひ箸ばしを持ったまま貴哉に目をむける。

　祖母は貴哉が二つにもならないうちに亡くなったそうだから、彼が母親の顔を覚えているはずはなかった。貴哉としてはそう答えるしかなかったのだろうが、なぜか塔子は胸を突かれた。

　範康は一度目を瞬しばたたかせると、物言いたげに貴哉を見た。だがすぐにはなにも言わず、間を置いて苦笑交まじりに告げた。

「やっぱり、お前早く結婚しろよ」

「………別に嫌いやがっているわけじゃないんだけどね」

　同じく苦笑交じりに返しはしたが、やはりその声に覇は気きはなかった。状態を考えればあたりまえだが、それでも昨日よりは余裕があるように聞こえることが救いだった。

「噓うそつけ。親父さんと姉さんが立てつづけに亡くなったころ、爺じいさん達が結婚話を山ほど持ってきただろう。でもあのとき、お前全部断っちまったからさ。まあ、並なみ大たい抵ていの女じゃお前には釣つりあわねえからしかたがないって、うちの親父も言っていたけどな」

　範康の言葉に塔子は驚く。そんな話は初耳だった。

「そういうつもりで断ったわけじゃないよ。あのときはまだ十六歳だったから……」

　抗こう議ぎするように言いつつ、貴哉は語ご尾びを濁にごした。

　塔子は祖父と母が亡くなったころのことを思い出した。

　お互たがいが居るから大だい丈じよう夫ぶなのだと思っていたあのとき、貴哉が周りの勧すすめるままに結婚していたら、自分はどんな気持ちになっただろう。

（叔父様、もしかしたら私のために………）

　範康の背中越しに貴哉を見るが、それ以上なにか言いそうな気配はなかった。

　いっぽう範康もそれ以上訊きこうとはせず、ただ立ちあがり際に冗談めかして「まあ、俺が誰か世話してやるから」と言った。そして塔子に「じゃあな」とだけ言うと、襖障子を開けて出ていった。

　塔子はあらためて枕まくら元もとに近づいた。

「痛いのは、少しよくなった？」

「うん、だいぶね。動くとまだ痛いけど……」

　顔をしかめながら貴哉は答えた。活かつ気きがある声とはいえなかったが、流りゆう暢ちようにものが言えるだけでも昨日とは雲うん泥でいの差だ。

「塞ふさがるまでは絶対安静だって、言っていたわよ」

　動くなどととんでもないというように言った塔子に、貴哉は笑いながら反論した。

「身み動じろぎもするなというのは無理だよ。傷を引っ張ったら駄目だという意味だから、そこまで神しん経けい質しつにならなくても大丈夫だよ」

「でも、できるだけ気をつけて。叔父様になにかあったら、私、どうしていいのか分からないから」

　きっぱりと言うと、貴哉は軽く目を瞬まばたかせた。対して塔子は、こんなことを口にしておきながら、都に戻らなくてはならないという事実をどう伝えようか考えあぐねてしまう。

　じっとこちらを見つめる、貴哉の榛はしばみ色いろの瞳がかすかに曇くもった。だがそれはほんの僅わずかな間のことで、彼はすぐに穏おだやかな笑みを取り戻した。

「さっき範康に傷きずを診みてもらったから。肩より高くあげなければ、腕を動かしても大丈夫だろうって」

「範康さんが」

　怪け我が人にん慣れしている範康の見立てなら信頼できるだろうと、ひとまず塔子は安心する。

　それから他た愛わいもないことを二、三言話してから、塔子は意識して口をつぐんだ。あまりしゃべりすぎては、負担になるだろうと思ったのだ。表情にこそ出さなかったが、同じ思いだったのか貴哉も自然と口をつぐんでいた。

　ちりちりと音をたてて炭が熾おき、室が次第に暖まってゆく。

　やはりよく眠れていなかったのか、いつしか貴哉はうつらうつらしはじめた。やがて彼の瞳が完全に閉ざされると、塔子は物音をたてないよう静かに室をあとにした。
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　夜も更ふけたころふたたび室へやを訪れると、貴たか哉なりは切きり燈とう台だいの明かりの下でなにかの冊そう子しを眺ながめていた。もちろん寝たままなので、下になった右手のみを使ってである。

　器き用ようだと感心するより先に、塔とう子こは抗議の声をあげた。

「ちゃんと休んでいなきゃ駄だ目めでしょ」

　冊子から手を離した貴哉は、訝いぶかしげに塔子を見た。

「どうしたの、こんな時間に？」

「今晩は、ここで看みているから」

　意味が分からぬ顔をする貴哉をよそに、塔子は枕まくら元もとに円わろ座うだを置いて座りこんだ。

　ようやく事態を理解したのか、あわてたように貴哉は言った。

「だ、大丈夫だよ。昨日に比べるとだいぶ良いから」

「そんなことをいって目を離すと、いまみたいに無む茶ちやをするでしょ」

　頭ごなしに言うと、塔子は貴哉の手元から冊子を奪った。一瞬抗こう議ぎするような顔をしたものの、彼の表情はすぐに穏おだやかなものになった。

「分かったよ、おとなしく養よう生じようします」

　膝ひざの上に冊子を置いた塔子は、ぱっと表情を輝かせた。

　養生を約束してくれたことより、貴哉の明るい声が嬉うれしかったのだ。今け朝さよりもさらに声に活かつ気きを取り戻している。

「うん、なにかしてほしいことはない？」

「ありがとう。でも、さっき計かず乃のが来たから」

　軽く身体を動かしながら貴哉は言った。痛みのせいもあるのだろうが、かなり窮きゆう屈くつそうな動きだった。きちんと仰あお向むけになれるともっと楽なのだろうが、背中から肩けん甲こう骨こつの部位に傷があるからちょっと難しい。

「計乃から、寝こむなんて何年ぶりですかねって言われたよ」

「叔お父じ様、昔はよく熱を出していたものね」

「うん。まるで懐なつかしむような言われようだった」

　貴哉には珍めずらしい不ふ服ふくげな物言いに、塔子はぷっと噴ふき出した。腺せん病びよう質しつだった子供のころのことは、本人にとってあまり愉ゆ快かいな記き憶おくではないらしい。

「それで私がいつも寝ね床どこに潜もぐりこもうとして、お母様や計乃に怒られていたのよね」

「そうだったね」

　昔は兄妹きようだいのように同じ衾ふすまをかぶって寝ていたが、どちらかが体調を崩くずしたときは、療りよう養ようと相手にうつさないためもあって引き離された。それが寂さびしくて、塔子はいつも貴哉の寝床にひそんでいって、そのたびに母や計乃に引っ張り出されていたのだ。

「何度連れ戻されても戻ってきて、いたちごっこみたいだったね」

　笑いを堪こらえながら言う貴哉に、塔子は頰ほおを膨ふくらませた。

「だって叔お父じ様が居なくなっちゃうんじゃないかと思って、怖かったんだもの」

　貴哉は榛色の瞳を瞬まばたかせ、あらためるように塔子を見あげた。

　臥ふせっているときの貴哉はいつも以上に静かで、霞かすみのように儚はかなく塔子の目に映った。

　だからこのまま消えてしまうのではないのかと幼おさな心ごころに不安を覚え、しっかりと手を握りしめたいと思ったのだ。

　昨日、あのときの恐怖を久しぶりに思い出した。

　居なくなってしまったら───そう考えただけで、どうにかなってしまいそうだった。あのときと同じように、よくなるまでずっと手を握っていたいと思っている。それなのに、明みよう後ご日にちには都に発たたなくてはならないなんて。

　明あか槻つきの言い分は分かる。彼が本当に自分を心配し、そしてどんな思いで塔子の願いを拒きよ否ひしたのか、それぐらい想像できる。

　だからこそ、やるせない。

　たまらずうつむき、きゅっと唇くちびるを嚙かみしめたときだ。

「塔子」

　おもむろに貴哉は呼びかけた。塔子は目を動かす。

「……なに？」

「都に戻って東とう宮ぐう妃ひになったら、もっと大事にしなければいけないことがあるよ」

　貴哉の物言いは、諭さとすようなものだった。しかしそれが塔子に対するものなのか、あるいは貴哉が自分自身に対して言ったものなのかは判別しかねた。

　塔子は自分の膝の付近で横たわる貴哉の顔を見下ろした。

　───もっと大事にしなければいけないことがあるよ。

　この状態の貴哉を置いて都に戻らなければならないのだと、縋すが子こに釘くぎを刺さされ、はては明槻にまで念押しをされた。理り屈くつでは分かっている。だけど感情でどうしても納得できない部分がある。

　これまでためこんでいた反発が、心の奥からせりあがる。

「大事にしなければならないことを、いくつも持っていたらいけないの？」

　貴哉の状態を考えると、あまり問いつめるような物言いはできなかった。だから塔子は訴うつたえるようなつもりで言った。

「大事なものって大事なものだからこそ、いくつあったって他のものでは替えられないものじゃないの？」

「………」

「叔父様が北きたの方かたを迎えて、子供ができても、お母様の顔を知らないという寂しさが消えるわけじゃないでしょ」

　言っているうちに、だんだんと悲しくなってきた。貴哉を励はげましたかったのに、自分を見あげる彼の表情が、みるみるうちに困ったものになっていったからだ。

　駄だ目めだ、これ以上しゃべっては貴哉を困らせるだけだ。

　そんな思いからぐっと唇くちびるを結んだ塔子に、貴哉は静かに言った。

「塔子の言うとおりだよ」

　なだめるような口調に、申し訳なさに胸が詰まる。

　ふたたびうつむいてしまった塔子を、貴哉は苦笑交まじりに下から見あげた。塔子は顔を赤くする。迂う闊かつだった。この位置関係で目をそらすつもりなら、顔をあげなければならなかったのに。

　だが一度、優しい榛色の瞳と視線があうと、もはやそらすことはできなかった。

「生命いのちはたった一人だから、別のものではけして補おぎなえないよ」

　そこで貴哉は一度言葉を切る。

「だから寂しさとか喪そう失しつ感かんとか、人として生まれたからには、そんな気持ちとは一生むきあってゆくしかないから」

　しっかりと目を見つめ告げられた言葉は、塔子の心に深く染み入った。

　貴哉が負ふ傷しようしたとき、彼を失うしなったらどうしようと思った。よもやの可能性を考えただけで、どうにかなってしまいそうだった。

　たった一人の生命だから、他のものではけして補えない。

　祖父を亡くしたとき、母を亡くしたとき、それぞれ別の哀かなしみがあった。

「……私、東とう宮ぐう様が好きよ」

　ぽつりと塔子は言った。

　貴哉は心の底から安あん堵どしたような笑みを浮かべた。

「よかったね」

　塔子は風に吹かれたようにかすかに、首を横に揺らした。

　ちがう、そうじゃない。伝えたいことも、聞きたい言葉もそれじゃない。

　混乱する塔子の膝先になにかが触ふれた。目をむけると、貴哉が右手を伸ばしていた。

「ごめんね、言い方が悪かったね」

　塔子は思わず両手を伸ばす。力なく動く貴哉の手を、完全にすがりつくような気持ちで握りしめていた。

　対して貴哉はなだめるとも励ましともつかぬ、ちょっと曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　とことん自分が情けなくなった。十三年間ずっと一緒にいて一度も気づくことができなかった、貴哉の心の深しん淵えんにある寂せき寞ばくたる思いをはじめて垣かい間ま見みたというのに、相も変わらず彼にすがりつこうとしている。

「けどいまは、こうしてここに居ると約束するから。だから塔子も、同じように都でもきちんと居ると約束できる？」

　貴哉の問いに、塔子は目を瞬かせた。

　───塔子が居るから、大丈夫なんだよ。

　いまの自分と同じ、十六歳だった貴哉が告つげた言葉がよみがえる。

　同じ歳でもいまの自分は、あのときの貴哉に及およぶべくもない。

　だけどどこであろうと、そう熊くま野のでも伊勢でも、それが都であっても、自分がきちんと居ることで貴哉を励ますことができるのだろうか？

　手を握ったまま見下ろすと、貴哉は榛色の瞳をゆっくりと細めた。

　なにか力強いものが胸にこみあげ、握る手に力をこめて塔子はこくりとうなずいた。
















　やがてどちらともなく微笑ほほえみあったあと、塔子は小さくくしゃみをした。炭の火か勢せいも弱まり、室はずいぶんと冷えこんでいた。

　身震いする塔子を見あげると、貴哉はそっと右手を引いた。

「寒いから、こっちにおいで」

　塔子は目を瞬かせた。

「……いいの？」

「東宮様には内ない緒しよだよ。だって、もしお知りになられたら───」

　そこで貴哉は一度言葉を切り、悪いた戯ずらめいた表情で言った。

「泣くかも」

　一瞬きょとんとしたあと、塔子は盛せい大だいに噴き出した。

　その夜、子供のころのように同じ衾ふすまの中にもぐりこんだ塔子は、看かん病びようをすると言ったにもかかわらず、まるで子供のようにぐっすりと眠ってしまった。
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　足を進めるにつれ、次し第だいに水の打つ音が大きくなってくる。

　杉の木こ立だちに囲まれた山道を下ってゆくと、鳥とり居いの先に唸うなるような音を轟とどろかす雄ゆう大だいな滝が見えてきた。銚ちよう子し口ぐちが見あげられないほどの高さの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから落ちる滝は、岩いわ肌はだを砕くだかんばかりの勢いで周囲に飛沫しぶきを散らし、滝本付近に七色の虹にじをかけている。

　那な智ち大たい社しやの別べつ宮ぐうである飛ひ瀧ろう神じん社じやは、滝そのものが神体とされ拝はい殿でんや神しん殿でんはない。

　ちなみに御ご祭さい神じんはオオクニヌシ神ノカミで、本ほん地ち垂すい迹じやく説せつでは千せん手じゆ観かん音のんの権ごん現げん（仏が神に姿を変えて現れたもの）とされる。

「……さすが、見事なものじゃのう」

　輿こしの上からため息交まじりに縋すが子こが言った。先を徒か歩ちで進んでいた明あか槻つきは、身体からだを反転させて縋子を仰あおぎ見る。

「本当ですね。この時季の水みず飛沫しぶきはちょっと辛つらいですが」

　小こ葵あおい紋もんを織り出した白の直衣のうしの前身ごろや袖そでは、すでにかなり濡ぬれている。鳥居をくぐり抜けて滝本のそばに行けば、きっと目を開けることも辛つらいのだろう。

　那智に着いたのは、昨日の夕刻だった。大おお斎ゆの原はらのときと同じにその夜は休み、翌日の参さん拝ぱいとなったのである。予定どおりの日程とはいえ、状況が状況だけに明槻は早く大斎原、そして都に戻りたくてしかたがなかった。

　だが彼はこのあと那智大社に参り、そのあと例の受ず領りように会わなくてはならなかった。

　参拝はともかく、受領と会うことはどうあっても譲ゆずれない。十じつ中ちゆう八はつ九くの割合で、一連の襲しゆう撃げきに受領はかかわっているだろう。その背後に、主人である大だい納な言ごんの存在があったとしたら───。

（厄やつ介かいな事態にならなければいいが……）

　もちろん人一人が死ぬ目にあった段階で、すでに洒しや落れではすまない事態になっている。貴たか哉なりという友人が巻まき添ぞえを食ったことで、別べつ当とう・範のり康やすは受領への反発をさらに強めているはずだ。因いん縁ねんある領地問題が、さらにこじれることは目に見えている。

　祖そ父ふ・法ほう皇おうが関係していることを考えると無視できない懸けん案あんではあるが、かといって無む闇やみに摂せつ関かん家けを刺激する真ま似ねもしたくない。大納言は摂関家の長男で、順調にいけば次期関かん白ぱくとなる人物である。縋子が何年在位するかは分からないが、自分が即そく位いしたときはおそらくまだ現役だろう。

　それでなくても娘の入じゆ内だいを何度もかわされている大納言は、相当のおかんむりだという話である。一部で「東とう宮ぐう男だん色しよく説せつ」は、娘の入内がうまくいかないことに立りつ腹ぷくした大納言が、腹いせに流したのではという噂うわさになっているほどだ。

「東宮様、お足元にお気をつけください」

　来た道を今度はのぼりながら考えを巡めぐらせていると、先導役の社しや僧そうが声をかけた。

　他の二社に比ひ較かくして修しゆ験げんの場としての性格が強い那智では、奉ほう仕しする者は神職よりも僧そうや山やま伏ぶしが中心である。

「ああ、ありがとう」

　明槻は足元をあらためた。日の当たらない湿しめり気を帯おびた土や苔こけで覆おおわれた石がごろごろしている。見あげると道の両脇で伸びた樹木の枝葉が高い位置で交こう錯さくし、青い空が隙すき間まからのぞいていた。

　正面に目を戻すと、むこうから直なお霧ぎりが下りてくる姿が見えた。彼は明槻の傍そばまで駆けよると、あたりの目をうかがいながらそっとささやいた。

「受領は宿しゆく坊ぼうのほうに来るとのことです」

「───分かった」

　山道を登ると、やがて朱しゆ塗ぬりの三さん重じゆうの塔とうが見えてくる。青空の下、緑の山肌と白い大滝を背景に、目の覚めるような光景が広がっていた。その先にあるのが千手観音を祭る如によ意い輪りん堂どう。そして巨大な鳥居を隔へだてた先には、那智大社の本殿が並んでいる。

　それぞれの社殿に幣へい帛はくを納おさめ、一通りの神事が終了して戻ってくると夕刻近くになっており、休む間もなく受領との面めん談だんとなった。

　御お座まし所どころで待つ間、明槻は隣となりの縋子に言った。

「いいですか。とりあえず私が訊ききますから、猶は母は様は黙だまっていてください」

「………分かった、分かった。そなたに任せる」

　呂ろ律れつの回らないまま縋子は答えたが、はたしてどこまで分かっているのかと明槻は舌した打うちしたい気持ちになった。顔にはあまり出ていないが、脇きよう息そくにもたれていなければ寝転がってしまいそうな状態である。言うまでもなく神事のさいに飲みすぎた結果だ。酔よった勢いでいつも以上の暴ぼう挙きよに出る危険性があったので一応念押ししたが、多た分ぶん聞いちゃいない。

　いっそ酔いつぶれて寝てくれてしまったほうが安心だが、蟒うわ蛇ばみの縋子を酔いつぶすのは八岐大蛇やまたのおろちに相手でもさせないかぎり無理だろう。

（ちがった。八岐大蛇はスサノオ命ノミコトに酔いつぶされたんだった）

　生いけ贄にえにされたクシナダヒメを救うため、スサノオ命ノミコトは八岐大蛇に酒を飲ませ退たい治じしたのだ。このとき大だい蛇じやの尾おから出てきたものが、ヤマトタケル命ノミコトの故こ事じでも有名な、三種の神じん器ぎのひとつ『草くさ薙なぎの剣つるぎ』である。

　しかしこんなことをいちいち古こ事じ記きに喩たとえるようになったのは、やはり塔とう子この影響なのだろうか。嬉しいような情けないような複雑な気持ちでいるところに、社僧に連れられて件くだんの受領が簀すの子こに姿を見せた。

「源みなもとの権ごんの守かみ氏うじ直なおと申します」

　簀子で深々と頭を下げた男の顔は、御み簾すが下りているためよく分からない。

　周りから聞いた話では、四十代半なかばということだったがいかがなものか。立っているところを見たかぎり上うわ背ぜいは普通のようだったが、身体からだつきは尺しやく取とり虫むしのように瘦やせていた。この体たい軀くでは、あの範のり康やすとむきあっても見た目だけで圧あつ倒とうされてしまいそうだ。

「遠えん方ぽう、ご苦労であった」

　明槻の言葉に、受領は型どおりの挨あい拶さつと旅の慰い労ろうを長々と述のべはじめた。

　口こう上じようは早口で流りゆう暢ちようだったが、それが明槻にはかえって不自然に感じられた。はたしてこの身分で、東宮や内ない親しん王のうに対してこれほど多た弁べんになるものだろうか？　田舎いなか者もので物が分かっていないというのならともかく、この男は大納言家の家けい司しでもある。

（脛すねに傷を持つ身であればこそ、やけに饒じよう舌ぜつになるということかな……）

　冷ややかに考えながら、明槻は受領の言葉を聞いた。

「……して、私のような卑いやしい者をお召めしになられました御ご用よう向むきは？」

　その問いに、明槻は御簾のむこうでかしこまる受領の姿をじっと見つめた。言葉そのものは遜へりくだっているが、声こわ音ねにはかすかな焦あせりや苛いら立だちをにじませていた。じらしたつもりで黙っていたわけではなかったが、動揺していることは間違いなさそうだ。

「ああ、実はな」

　ゆっくりと明槻は切り出した。

「法皇様が取り決めた領地の件で揉もめていると、新しん宮ぐうのほうで訴うつたえがあったのだ。それゆえ詳しよう細さいを聞こうと思い、そなたを呼び出したのだ」

　御簾のむこうで、受領があからさまに胸を撫なでおろす気配が伝わった。射しや手しゆのことも含ふくめ、一連の襲撃の件ではなかったことにひとまず安あん堵どしているのか？　だとしても領地の件で東宮たる自分に口を出されることは、摂関家側の人間である彼からすれば、けして歓迎したいことではないはずだろうが。

　どう判断したのかは不明だが、やけに余裕を取り戻した声で受領は尋たずね返した。

「別当から訴えがあったのですか？」

　躊躇ためらいなく範康のことを口に出され、明槻は思わず眉まゆをよせる。この男が範康を害そうとして射手を使った当人だとしたら、この平然とした反応はたいした心臓である。

　そこで明槻はふと気づいた。

　襲撃の黒幕がこの男だとしたら、その矢が範康ではなく近くにいた貴たか哉なりを射てしまったことを彼は知っているのだろうか？　唯ゆい一いつその瞬間を見た範康も、距離や位置の問題で射手の姿を見ることはできなかったのだという。逆に考えれば射手のほうも、自分が放った矢がどうなったかを確認することはできていないのではないか。

　だとしたら怪け我がをしたのは範康ではないと告げたとき、この男はどんな反応をするのだろう。

「いや、彼はなにも言っていない」

　気を取り直して明槻は答えた。そもそも港での初対面は、とてもそんな訴えができるようなものではなかった。自分も大人おとなげなかったが、範康のほうも相当破は天てん荒こうだったからどっちもどっちなのだろう。

「同行した私の尚侍ないしのかみが、別当の幼おさな馴な染じみでな。彼女から話を聞いたのだ」

「───尚侍様？」

　次の瞬間、受領はがたんと音をたてて身を乗り出した。

「な、尚侍様がそのように仰おおせになられたのですか？」

　受領の声はあきらかに上うわ擦ずっていた。意外なところで過か敏びんな反応をされ、明槻は少し驚いた。敵である別当に、思いがけない伝つ手てがあったことに動じているのだろうか？　訝いぶかしく思いつつも、明槻は話をつづける。

「尚侍も、このまま揉もめていてはいずれ死人が出かねないとたいそう心配していた。そなたにもいろいろ言い分はあろうが、ひとまず法皇様の決めた境界に従したがうようにせよ」

　受領の不満が御簾を通してはっきりと伝わったが、かまわず明槻はつづけた。

「心配せずとも大納言はこの件を放置などしていない。法皇様に再三訴えている。ならばそなたがすべきことは、主人である大納言を信じて待つことであろう」

「………」

「私のほうからも、法皇様に大納言との間で話をしてもらうように申しあげる。だからそれまではくれぐれも自じ重ちようするよう、別当のほうにも同じことを伝えておこう」

　自重という言葉を強調して告げると、受領はぐっと言葉を詰まらせる。

　彼はしばらくぼにょぼにょとなにか言っていたが、ついに観かん念ねんしたらしく、うなだれた様子で「分かりました」と言った。間違いなく納得はしていないだろうが、当面は過激な行動は慎つつしむだろう。今回はそれでいい。

　退出を申しつけようとした明槻だったが、どことなく落ち着きのない受領の様子に御簾越しに目を留とめる。

「なにか懸け念ねんがあるのか？」

　明槻の問いに、受領はびくりと肩を揺らした。

「そ、その………」

　歯は切ぎれ悪く応じたあと、彼は気まずげに間を置く。短い沈ちん黙もくのあと、思いきったように口を開いた。

「このたびの行ぎよう啓けいに、尚侍様をお連れで？」

　思いがけない問いに、明槻は虚きよを突かれる。連れてきているもなにも、先ほど領地の件で、塔子から訴えがあったことを告げたばかりではないか。

「もちろんじゃ。尚侍は、来年東宮のもとに入じゆ内だいする予定になっておるからのう」

　それまで黙っていた縋子が、いきなり目が覚めたように口を開いた。明槻は少し複雑な気持ちになった。入内の有う無むはあくまでも塔子の意思に任せているのだが、そんな二人の取り決めを縋子は知らない。そのはずだが、なんだか釘くぎを刺さされたような気がする。

　気を取り直して、明槻は答えた。

「もちろん。尚侍は熊くま野の出身なので、里帰りも兼かねて連れてきた。しかし彼女の叔お父じが怪け我がをしたので、いまは大おお斎ゆの原はらの里のほうに留とどまっている」

「怪我！　尚侍の叔父君がですか？」

　ひどく驚いたように受領は叫さけんだ。対して吐はき捨てるように縋子が言った。

「そうじゃ。何者かが矢を放ったそうじゃ。人を兎うさぎや鳥のように狙うとは、まったく畜ちく生しようがすることとしか思えぬ。そのような者、きっと大だい焦しよう熱ねつ地じ獄ごくに落ちるに決まっておる」

　女によ人にんとは思えぬ物ぶつ騒そうな言動である。日ごろから縋子の発言やふるまいに慣れている明槻は動じなかったが、元もと賀茂かもの斎さい院いんで次期帝みかどという高貴な女人の口から発された過激な言葉に受領はしばしものも言えないでいるようだった。

　反応がないことをどう思ったのか、不ふ機き嫌げんな口調で縋子は言う。

「そう思わぬのか、そなたは？」

　受領はふたたびびくりと肩を揺らす。

「ま、まことに……、おっしゃるとおりでございます」

「いま、全力で犯人を捜さがさせておる。草の根を分けてでも捜し出し、捕まえたら伊い豆ずや隠お岐き程度では甘あまい。いっそ鬼き界かいヶが島しまに流してやるわ」

　死罪が有名無実と化した現状で、遠おん流るは事実上の極きよつ刑けいである。ちなみに鬼界ヶ島とは薩さつ摩まの国くに（現在の鹿か児ご島しま県）に属ぞくす離り島とうで、都から見ればほとんど異国のような場所だ。そこに遠流と言われれば、かなりの酷こつ刑けいである。

「そのようなわけで、犯人は必ず捕まるであろう」

「は、はあ………」

　自信満々に告げる縋子に、受領は簀子の上で平へい伏ふくした。その反応に、明槻は御簾のうちで眉をよせた。

（やはり、別当が怪我をしたと思っていたのだろうか？）

　だから怪我をしたのが貴哉だと聞いて、あれほど驚いたのだろうか？　もし本当にそう思っていて、そのうえで「別当が訴えたのか？」などと範康の話題を平然と口にしたのなら、相当ふてぶてしい人物である。

　しかしこの恐きよう縮しゆくする様子を見ていると、そうとも思えないのだが………。

　もちろん明確な証しよう拠こがないかぎり、射手を使った者が別にいるという可能性は必ず考えておくべきことだ。

　だが今回の場合、ほかに心当たりがない。次期帝たる斎院宮と東宮・明槻親王が乗った船に海かい賊ぞくまがいの行為を働き、宿泊先に神鳥でもある烏からすの骸むくろを放りこむような手のこんだ嫌いやがらせをするなど、よほどひどい恨うらみかはっきりした目的がなければできないことだ。

　受領が今どんな表情をしているのかは、御簾があるため分からなかった。

　明槻は喉のど元もとまで出ていた退出を命じる言葉を吞のみ、穏おだやかな声音で話しかけた。

「そなたはこれから、田た辺なべの邸やしきまで帰るのか？」

　田辺とは紀き伊い半島の西にある地区で、熊くま野のの参さん詣けい道みちである中なか辺へ路ちや大おお辺へ路ちの入り口となる場所だ。大辺路は紀伊半島をぐるりと回って海岸沿いの道を行く、那智大社に至いたる行路である。おそらく彼はその経路を使ってやってきて、帰りもその経路を使うだろう。

「い、いえ。今こ宵よいはもう遅おそいので、明日発たつつもりでおります」

「そうか、遠くまですまなかったな。本当に熊野は遠い。そなたも早く任にん期きを終え、都に戻りたいであろう」

「そ、それはもう………」

　受領はひどく落ち着きなく返事をした。

　この反応からすると、やはり襲撃にかんしてはからんでいるように思う。首を傾げながら、明槻はもうひと押しを試みた。

「主人である大納言は、そなたの任期についてなんと言っている？」

「い、いえ。大納言様は近ごろお忙いそがしいようで、こちらからの文ふみにもなかなか返事をいただけない状況で、いろいろと困り………」

　気弱な物もの言いいながら、受領はだらだらと恨うらみつらみを述のべつづけた。かなり不満がたまっているようで、主従の信頼関係が築きずけているとは世せ辞じにも言えないようだ。そんな相手に主人を信じて待つようにと言っても、きっと納得できなかっただろう。

　受領の愚ぐ痴ちを適当に聞き流してから、明槻は彼に退出を言い渡した。

　彼が立ち去ってからすぐ、簀子に控ひかえていた直なお霧ぎりが入ってきた。

「よろしいですか？」

　腰こしを下ろすなり、彼は切り出した。

「ん？」

「実は、あの受領の話を横で聞いていて思ったのですが」

　明槻が御簾越しにしか見ることができなかった受領の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを、直霧は同じ簀子で観察していた。

「行啓に尚侍をお連れしたのかという問いは、都から熊野にではなく、大斎原からこの那智にという意味ではなかったのでしょうか？」

　どういう意味かと訊きかけて、明槻ははっとする。

　受領の真意が直霧の言うとおりであれば、塔子が熊野に来ることは知っていても、那智に来ることは彼にとって予想外だったということになる。それはつまり大斎原までの間に塔子の身になにかが起こるであろうことを、受領が想定していたということだ。

（そういえば───）

　領地の件で塔子から訴えがあったと言ったとき、受領は不ふ快かいよりも驚いたような反応を見せた。あれは塔子と範康の関係を知って、驚いたのだと思っていた。

　だが本当は、塔子がそのようにものを言える状態だということに、驚いたのではなかったのだろうか？

　次の瞬間、明槻はがつんとどこかを殴られたような衝撃を受けた。

　そうだ。襲撃の目的が自分でも範康でもなく、塔子だったとしたら、これまでの経緯も先ほどの受領のちぐはぐな反応も合点がゆく。娘の入じゆ内だいを切せつ望ぼうしている大納言からすれば、塔子の存在は目め障ざわり以外のなにものでもない。

　すっと血ちの気けが引き、全身に戦せん慄りつが走った。




　───すべての襲撃は、塔子を狙ったものだったのだ。




　とつぜん視界が閉ざされたように、あたりが暗くなった気がした。

　意識を半分なくした者のように、明槻はぼう然と立たち尽つくした。

「……明槻様」

　そう直霧が呼びかけるまで、彼は自分が光もささない深い井戸の中にいるような感覚でいた。だが視界を取り戻しても、すぐになにかを考えることはできなかった。だから呼びかけられたことが分かっても、言葉を取り戻すことも、返事をすることもできなかった。

　自分のしがらみに彼女を巻きこみたくない。

　その思いから、ずっと塔子に対する気持ちを抑おさえてきた。けれどどうあっても思いを堪こらえきれなくなって、とうとう覚悟を決めた。そのときは幸せだと思った。だというのにその矢や先さきに、こんなことが起こるなんて───。

「東宮！」

　強い口調で縋子が呼びかけ、明槻はようやく言葉を取り戻した。

「……大丈夫です」

　ぎこちなく返事をすると、明槻は混乱した思いを静めるために必死で自分に言い聞かせた。

（うろたえるな。いま一番にしなければならないことは、そんなことじゃない）

　ゆっくりと息を吐くと、出口を求めて滞とどこおっていた焦りや恐怖が少し解放された。

　取り戻した冷静さが表情にもよみがえると、傍かたわらで縋子と直霧が胸を撫でおろした。

「女によ王おうが無事であることを、受領は知らなかったようだな」

　明槻の言葉に直霧はうなずいた。

「おそらく射しや手しゆ自身も失敗に気づいていないのか、あるいは気づいていたとしても、田辺と大斎原という距離もあって報告ができていないのかもしれません」

　まして受領は明槻のとつぜんの呼び出しで、那智行きを余よ儀ぎなくされたのだ。一昨日おとといの大斎原での失敗が耳に入っていなくても不ふ思し議ぎではない。

「あの受領のもとに誰かをやりましょう。捕ほ縛ばくはできなくても監かん視しができれば、少なくとも表立って尚侍を狙う真ま似ねはできないはずです。それに逐ちく一いち行動を観察していれば、そのうち尻尾しつぽを出すかもしれません」

　直霧の進しん言げんを了りよう承しようすると、明槻は立ちあがった。

「東宮？」

「明槻様？」

　きょとんとして見あげる二人に、明槻は言った。

「いまから大斎原に戻る」

　目をぱちくりとさせる縋子の手前で、一いつ見けん直霧は完全な無表情だった。実際は信じがたい発言を、とっさに理解できなかったというほうが正しかった。そんな二人の反応にかまわず、明槻は御簾をはねあげて簀子に下りた。足音をたてて数歩進んだところで、あんのじょう直霧に呼び止められた。

「いまから戻るって、もう日も落ちようというころになにをおっしゃっているんですか」

　ものすごくとうぜんの意見である。ただでさえ夜の山道は危険なうえ、しかも那智から大斎原への道は『雲くも取とり越ごえ』と呼ばれる難なん所しよである。

「だからなんだ？　私は別に怨おん霊りようも物ものの怪けも怖くはないぞ」

「そんなものは別に心配していません。普通に考えて夜の山というところは見通しが悪いうえに、熊くまや狼おおかみが目をぎらぎらさせて餌えさを探しているものでしょうが！」

「心配するな。たいていの熊はこの時期は冬ごもりをしている」

「───っ、狼はどうするんですか！」

　現実的に物騒な事例を挙あげて直霧は反論したが、明槻のほうもやけに現実的な突っこみをして返す。対して直霧はわりと悔くやしそうな顔でふたたび反論した。

　それにしても、東宮という身分にありながらなぜそんな山やま人びとのような知識を得ているのか、他の人が聞いたらはなはだ疑問に思うことだろう。

「狼よりも、彼女が居なくなるほうがよほど怖い」

　強い口調で明槻は言った。受領を抑えることはできても、射手のほうはまだ塔子を狙っている可能性がある。彼が自分の失敗に気づいていたとしたら、受領に報告をするより再度の凶きよう行こうを企たくらんでいる可能性もある。

　考えただけで、居ても立ってもいられなくなった。

　一連の襲撃の狙いが塔子だったと気づいたとき、怒りや自じ責せきの念より、彼女が居なくなったら耐たえられないという恐怖に襲おそわれた。ましてそれが自分のせいだとしたら、多分もう生きていけないだろうとさえ思った。

　それは明槻にとって、生まれてはじめて経験する感情だった。

　ごく自然に胸の内側から芽め生ばえた感情に、明槻は貴哉が怪我をしたとき、子供のように泣きじゃくっていた塔子のことを思い出した。

　欲ほつする気持ちではなく、失うしなえないという気持ち。

　自分の身体の一部がぽろりと零こぼれ落ち、なにをもってしても埋うめられない喪そう失しつ感かん。

（───こんな気持ちだったんだろうか？）

　日ごろとはちがう主君の反応に、直霧はしばし気け圧おされたようになった。だがすぐに気を取り直して反論しかける。

「ですがっ！」

「行けばよいではないか。直霧が嫌だと言うのなら、誰か他の者を連れていけばよい」

　見ると廂ひさしから縋子が顔をのぞかせていた。雪ゆきの君に御簾をめくらせている。

「……猶は母は様」

　明槻は少し意外な気持ちで縋子を見た。正直「東宮たる自分の立場を考えよ」と怒ど鳴なられる覚悟でいたのに。

「斎さい院いんの宮みや様！」

「普ふ段だんはろくに自分の気持ちを言わないくせに、一度言いだしたらなにがあっても絶対に否いなと言わぬ。東宮の気き性しようは、乳ち兄きよう弟だいであるそなたのほうが妾わらわより存じておろう」

「───ですが」

　直霧は反論しかけたが、すぐに渋しぶい顔で口をつぐんだ。縋子まで賛さん同どうしていては、もはや止めることは無理だと諦あきらめたのだろう。それに指し摘てきどおり、明槻の気性を直霧は誰よりも承しよう知ちしている。彼は小さく嘆たん息そくすると、ものすごく不本意な表情で言った。

「分かりました。とりあえず山道を馬で行きますから、着替えてください」
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　範のり康やすが帰った次の日、別べつ当とう家けから使わされたという女性が邸やしきを訪れた。

　中ちゆう門もん廊ろうから東ひがしの対たいに通された彼女を見て、計かず乃のと一緒に応対に出た塔とう子こはしばし言葉を失うしなった。

「はじめまして、晃あき子こと申します」

　優ゆう雅がに頭を下げた二十はたちくらいのその女性は、とにかくもうびっくりするくらいの佳か人じんだったのだ。

「あ、……は、はい。と、塔子です。よろしくお願いします」

　動揺のあまり子供のような挨あい拶さつを返してしまったが、晃子は呆あきれたようすもなく優美な花のような笑みを返した。おそらくこのような周りの反応は、彼女にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろう。本当の美人は、環境からしてすでにちがっている。

「まあ、晃子様がおいでくださったのですか？」

　えらく恐きよう縮しゆくしたように計乃は言った。どうやら顔見知りらしい。

　しかし〝物の分かった女性〟ということだったから、もっと年ねん配ぱいの者が来ると思っていたのに、まさかこんな妙みよう齢れいの女性だとは思ってもいなかった。

（すごい。こんなきれいな人が熊くま野のにいたなんて、知らなかった）

　縋すが子こも相当の美人だと思うが、雰ふん囲い気きはまったくちがっている。あちらは芍しやく薬やくか牡ぼ丹たんの花のような美女だが、こちらは百ゆ合りの花と言うべきであろう。

　射ぬ干ば玉たまの黒髪に縁ふちどられた小さな顔は、鶏けい卵らんのようなきれいな描びよう線せんを成している。愁うれいを帯びた瞳は黒目が勝まさり、薄めだが小さくて形のよい唇くちびるは桜さくら貝がいを思わせる。

　ほっそりした首筋にきゃしゃな肩。壺つぼ折おりにした深い瑠る璃り色いろの袿うちぎの上からでも、すんなりと長い手足に女性らしいなめらかな身体からだつきが分かる。清せい楚そだが品のよい色香をただよわせる彼女に、塔子はうっとり見み惚とれてしまう。

（ほんとにきれいだな～。斎さい院いんの宮みや様が咲さく花のように美しい木花之佐久夜毘売このはなさくやひめなら、こっちは美しさが内側から輝く衣通そとおり姫ひめだわ）

　まじまじと目をむける塔子に気づいていないのか、気づいていても本物の美人ゆえにそんな視線があたりまえなのか、晃子は表情をまったく変えなかった。

「行ぎよう啓けいのお世話に加え、宮ぐう司じ様が怪け我がをなさるなんて本当に大変でしょう。お察さつしいたしますわ」

　例によって古こ事じ記きに喩えてご満まん悦えつの塔子だったが、痛いたましげに言われた晃子の言葉に虚きよを突つかれる。

（え、どうして？）

　貴たか哉なりが怪我をしたことは、まだ公おおやけにはしていない。あの場にいた他の神しん職しよくの者達にも告つげていなかった。

（あ、そうか。範のり康やすさんが言ったのか）

　すぐに合が点てんがいき、疑ってしまった自分が恥ずかしくなった。一連の襲しゆう撃げきの犯人が分からないままなので、どうも疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまっているようだ。

「よろしければ私からもお見み舞まいをさしあげたいのですが、お会いできますか？」

「あ、多分大だい丈じよう夫ぶです。今け朝さは起きあがっていましたから」

　塔子が答えると、晃子は安心した顔をする。傷に障さわらないよう人の手を借りてだが、貴哉は今朝から上半身を起こせるようになっていた。とはいえ起き抜けはめまいのようなものが強かったし、長く起きていることは辛つらそうな状態だった。そもそもまだ身体は熱っぽいので油ゆ断だんはならない。

　計乃を先頭に、三人で簀すの子こを通って廂ひさしの間まにあがる。襖ふすま障しよう子じの前で声をかけると貴哉が返事をした。

「貴哉様。晃子様がおいでくださいましたよ」

　襖障子を開けながら計乃が言った。すると几き帳ちようの隙すき間まから、身体を起こした貴哉の姿が見えた。

「え、晃子様が？」

「ああ、お動きにならないでくださいっ！」

　計乃が素す早ばやく声をあげた。どうも立ちあがって、こっちに来ようとしたらしい。それにしてもこの反応を見るかぎり、貴哉も彼女とは顔見知りのようだ。

　女三人で揃そろって几帳を回って前に出ると、貴哉は小こ袖そでの上に袖を通さず袷あわせを羽は織おっていた。腕が動かせないので、袖を通すことが難しいのだろう。髪はずっと下ろしたままだ。あげてしまうと傷口を引っ張ってしまうからしかたがない。

　そしてあんのじょうというか、衾ふすまの上には冊そう子しが置いてあった。膝ひざの上に乗せて読んでいたようだ。いっそ左腕を縛しばりつけておいてやろうかと思うより先に、冊子の題目に塔子は首を傾げた。

（なぜ？　どうして熊こ野こで出雲いずも国のくに風ふ土ど記きなの？　叔お父じ様、よく分からない）

　心の中で貴哉の選択に突っこむ塔子だが、傍はたから見れば後こう宮きゆうで古事記の翻ほん訳やく（？）をしていることも同じようなものである。まだ源げん氏じ物語のほうが、変人扱あつかいされずにすむにちがいない。

「まあ、相変わらず熱心ですこと」

　床に近づいた晃子は、枕元に座るなりさっと冊子を取りあげた。

　きょとんとする貴哉に、嫣えん然ぜんと微笑ほほえみかける。

「ですが、いけませんわ。怪我人はおとなしく養よう生じようしないと」

「もっと言ってやってください」

　すかさず塔子は言った。まったく、昨日きのうも言ったばかりなのに。

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませる姪めいに、さすがに貴哉も気まずげな表情をする。そんな二人の様子に、晃子と計乃は声をあげて笑った。

　ひと段落ついたころ、貴哉は心配そうに晃子に尋ねた。

「よろしかったのですか？　こんなところまでいらしていただいて」

「ええ、もちろん。それに宮司様のもとにお伺うかがいすると申しましたら、うちの若い女おんな衆しゆうがみんな羨うらやましがっておりましたのよ」

「はあ……」

　貴哉は曖あい昧まいな表情で応じたが、おそらく彼は晃子の言葉の意味が分かっていない。

　見み兼かねたのか、計乃が口をはさんだ。

「それならうちの男おとこ衆しゆうも、晃子様がお見えになられたとたん庭や中ちゆう門もん廊ろうに押しよせてきて、本当に追いはらうのが大変でした」

「まあ、お上手じようずですこと」

　頰ほおを赤くしつつも、さらりと晃子はかわした。初うい々ういしさと余裕がほどよく調和して、嫌いや味みな感じにならないのは彼女の人柄だろう。本当に非ひの打うちどころのない女性である。だというのに塔子は、この場でなんとなく疎そ外がい感かんを覚えていた。晃子がいつ熊くま野のに来たのかは知らないが、計乃も含ふくめた三人は自分の知らない同じ時間を共有している。

（範康さんったら、私が知っている人をよこしてくれたらいいのに……）

　頼んだ側の言い分ではないと分かったうえで、こっそりと塔子は範康を非ひ難なんした。もちろん身勝手は死ぬほど承しよう知ちしているので、すぐに後こう悔かいしてしまう。

（駄だ目め、駄目。せっかく来てくださった方に、こんなことを考えちゃ）

　気を取り直し、塔子は目の前でやり取りをする貴哉と晃子を見比べる。

　あらためて見ると、思わず感かん嘆たんのため息がもれた。

（うん、すごい美男美女だわ）

　眼がん福ぷくというか、目の保養と言うべきか。おそらく都でも、これほどの組み合わせは滅めつ多たに見られないだろう。

　晃子は傍かたわらに控ひかえる計乃に、手にした包つつみを渡した。

「別当から預かって参りました、宋そう渡わたりの薬です。煎せんじていただけますか？」

「まあ、それは。たいへん貴き重ちようなものを」

　押しいただく計乃の横で、塔子と貴哉も礼を述のべる。

　いそいそと計乃が出ていってから、晃子は表情をあらためた。

「お二人にお伝えしたいことがございまして」

「はい？」

　きょとんとする貴哉に、晃子は外の様子をうかがうように格こう子しを一いち瞥べつする。

　慎しん重ちような態度に、塔子ははっとして身を乗り出した。

「あの、人ひと払ばらいがいりますか？」

　なにしろ現状が現状だ。海かい賊ぞくも烏からすも、貴哉の負ふ傷しようの件も真相は分かっていない。

　表情を硬かたくする塔子と貴哉に、晃子は「そうではございません」と首を横に振った。

「実は私、ここに一人で参ったのではございません。今朝さる御おん方かたがお見えになられて、その方のご希望で、こちらにご案内いたしました」

「え、でも……」

　塔子は首を傾げた。東の対で出迎えたとき、晃子は年若い下しも女じよ中ちゆうを一人連れていただけだった。

「大おお斎ゆの原はらのほうを参さん拝ぱいされて、そのあとこちらをお訪ねすると仰おおせでございました」

　ここに伴ともなわなかった理由を、晃子は簡かん潔けつに述べた。

　なるほど。彼女が外の様子をうかがっていた理由が分かった。そう説明しているうちにも、当人が来るのではないかと思ったのだろう。

「それで、どなたですか？」

　貴哉が尋ねた。

「それは……」

　晃子はやや不安げな眼まな差ざしを、貴哉ではなく塔子にむけた。

（え、叔父様じゃなくて私に？）

　きょとんとする塔子を前に、晃子は遠えん慮りよがちにその人の名を告つげた。

「摂せつ関かん家けのご子し息そく。左さ近こん衛えの大だい将しよう様です」
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　日が落ちたばかりの、橙だいだいと紫むらさきが入り交じる暗い空で烏からすが鳴いた。

　正門前で塔とう子こは、もう一いつ刻こくも前からずっと仁に王おう立だちしている。寒いから中に入るように言う計かず乃のの言葉など、完全に聞く耳を持たなかった。

　あたりが先の見えなくなる寸すん前ぜんの明るさになったころ、山道のむこうから従じゆう者しやに馬を引かせた左さ近こん衛えの大だい将しようが姿を見せた。

「遅いわよ、いつまで待たせるのよ！」

　だんだんと足音をたて大おお股またで進み出ると、塔子は両脇に下ろした手でぎゅっとこぶしを握りしめて馬上の左近衛大将を見あげた。淡たん紫しの地色に白色で鳥とり襷だすき文もん様ようを織り出した、少し派は手でめの狩かり衣ぎぬが嫌いや味みなほど様になっている。

　従者に言って馬を止めさせると、左近衛大将は大げさに目を見開いた。

「これは、これは。斎さい王のうの尚ないしの侍かみにそのように待ちこがれていただけるとは、男冥みよう利りに尽つきるというものですね」

「なに、気持ち悪いことを言っているのよ！　待ってなんかいないわよ。いや、待っていたけど……ちがうっ！　そんなんじゃなくって───」
















　塔子が喚わめき散らしている間に左近衛大将はさっと下馬し、気がつくとほんの至近距離まで詰めよってきていた。

　不ふ意いを突かれた塔子は、さっそく臨りん戦せん態たい勢せいに入る。

（な、なによ。来るなら来い！）

　さっと身構えるも、すぐに毒どつ気けを抜かれて目をぱちくりさせる。自分を見る左近衛大将の表情が、思いがけず真ま面じ目めなものだったからだ。

「ご無事のようですね」

「……え？」

「いや、都に居るときより断だん然ぜん生き生きしておられて。水を得た魚と言うべきか、あるいは野に放った猪いのしし、山に戻った猿さる──」

「なにしに来たのよ！　わざわざ都から熊くま野のまで人をおちょくりにきたの！」

「とんでもないです。昨日の速はや玉たま大たい社しやも大たい層そうなものでしたが、こちらの大おお斎ゆの原はらの大社も見事なものですね。あんな場所に建っていて、よく流されないものだと感心しますよ。鴨かも川がわとはなにが違うんでしょうかね」

　塔子の追つい及きゆう（？）をかわし、白しら々じらしく左近衛大将は語る。どうやら本当に参さん詣けいしていて遅くなったらしい。だったらこんなところでいらいらして待っているより、いっそ大斎原までこっちから突とつ撃げきしてやればよかった。もちろん彼が本気で熊野詣もうでだけに来たとは思っていないが。

「一応言っておくけど、斎さい院いんの宮みや様と東とう宮ぐう様はこちらにはいらっしゃらないわよ。お二ふた方かたとも昨日、那な智ちにむかわれたから」

「おや、尚侍は置いてきぼりですか？」

「ちがうわよ。叔お父じ様が───」

　言いかけて塔子は口をつぐむ。

　海かい賊ぞくからはじまった一連の襲しゆう撃げきには、摂せつ関かん家けがかかわっているかもしれない。そんな疑いがある状況で、この件を口にすることははたして賢けん明めいなことだろうか？

「叔父君？　ああ、以前に会いましたね」

　あまり関心もないように左近衛大将は言った。この反応からしても、同行したという晃子の口から、怪我の件は漏もれていないようだ。

　襲撃に摂関家がかかわっているとすれば、貴哉が標ひよう的てきになることはありえない。つまり彼らの思おも惑わくは失敗したということになる。ではそれを告げれば、この男はどんな反応を示すだろう？

　ぐっと息を吞のみ、塔子は口を開いた。

「叔父様が怪我をしたのよ」

　左近衛大将は、やけに艶つやっぽい瞳を軽く見開いた。

「それはまたどうして？　あなたの真ま似ねをして高こう欄らんから飛び降りでもしたのですか？」

「私ならともかく、叔父様がそんな馬ば鹿かなことをするわけがないでしょ！」

「───やっぱりやっていたんですね」

　鼻で笑われ、塔子は敗北感に打ちひしがれる。

　そのとき、門内から女おんな衆しゆうが呼びかけた。

「あのぉ……、立ち話もなんですから、どうぞ中でお話しくださいませ」

「いいから、こんな人に気を遣つかわなくて！」

　本人を前にして堂々と言いきった塔子に、左近衛大将は堪こたえた様子もなく苦く笑しようする。どうやら門前払いは覚かく悟ごのうえでの訪問だったらしい。ちなみに晃子が彼の来訪を告げるとき言いよどんでいたのは、左近衛大将が「斎王尚侍は、私の名を聞けばさぞ熱くなるでしょうけど」となんとも意味深な表現をしたからだそうだ。

「いえ。貴たか哉なり様が中でお話しいただくよう、塔子様にも伝えるようにと」

「叔父様が？」

「はあ。おそらく門前で叫んでいるだろうから、失礼がないようにと」

「～～～っ！」

　傍かたわらで左近衛大将が声をあげて笑った。

　おそらく塔子は生まれてはじめて、貴哉をちょっとだけいけずだと思った。

　渋しぶ々しぶながら寝しん殿でんに案内すると、大おお殿との油あぶらの灯あかりが照らす室へやには火ひ桶おけが用意され、几き帳ちようや屛びよう風ぶ等の室しつ礼らいもきちんと整ととのえられていた。

　むすっとしたまま茵しとねを勧めると、左近衛大将は悪びれたふうもなく腰を下ろした。

　見計らったように晃子が、女衆に懸かけ盤ばんを持たせて入ってきた。彼女自身は漆うるし塗ぬりの提子ひさげを手にしている。貴哉の一言がなければ「そんな気を遣わなくていい」と言ってやりたいところだが、さすがに大人おとなげなさすぎる。

「晃子様、すみません」

「あなたには新宮から世話になったね。あらためて礼を言いますよ」

　ぺこりと頭をさげる塔子の前で、左近衛大将が言った。晃子によると、彼は新宮で別べつ当とう家けを訪れて道案内を頼んだという話だった。そのさい彼女は本ほん宮ぐうの神じん宮ぐう寺じの宿しゆく坊ぼうに、左近衛大将のために口利きまでしてあげたのだという。

「もったいないお言葉でございます。お役に立てて嬉うれしゅうございますわ」

　そつなく答えると、晃子は左近衛大将が手にした杯さかずきに酒を注そそいだ。

　そして提子を脇に置いてから、あらためて頭を下げた。

「実はこの家の主あるじは床に臥ふせっておりまして、大変恐縮ですがご挨あい拶さつができない非礼をご容よう赦しやいただきたいと───」

「ああ、尚侍から聞いていますよ。養よう生じようなさるように伝えてください」

　左近衛大将は、こちらも同じにそつなく答えた。そんな彼の態度を、塔子は苦にが々にがしい思いで見つめた。まったく外そと面づらだけは、相変わらず絵に描いたような貴き公こう子しである。

「では、塔子様。なにかありましたら、遠えん慮りよなくお呼びくださいね」

　晃子が出ていったのを見計らってから、左近衛大将が訊きいた。

「あの女によ人にんは、叔父君の許嫁いいなずけかなにかですか？」

「え、ちがうけど」

　即そく座ざに否定した塔子をどう思ったのか、左近衛大将は疑わしげに眉まゆをよせた。噓うそなどついていないのになんとなく気まずくなって、塔子はあわてて弁べん明めいめいたものを試みる。

「別当殿どのが、叔父様と幼おさな馴な染じみなのよ。私もだけどね。うちは女主人が居ないし、上かみ女じよ中ちゆうも一人しかいないから、行ぎよう啓けい御一行をお世話するのに困るだろうって言って、彼女をよこしてくれたのよ」

「そうですか。あまりにてきぱきしているし、道中この邸のことも叔父君のこともずいぶんと分かったように語っていたので、てっきり縁ゆかりのある者だろうと思っていました」

　左近衛大将にしては珍めずらしく悪意のなさそうな物言いだったが、塔子は少なからず動揺した。ずいぶんと分かっていたという言葉に加え、昨日の病びよう床しようでの貴哉と範康の会話を思い出したからだ。

　───やっぱり、お前早く結婚しろよ。

　慰なぐさめか、励ましともつかぬような口調で言っていたけれど。

（まさか範康さん、叔父様に………）

　いや、だとすればかなりありがたい話である。あんな美人で、性格も頭もよさそうな女性なんて滅めつ多たにいない。ましてや後こう宮きゆうにだって晃子ほどの女性はそういないだろう。身内の欲よく目めをのぞいても、貴哉とはお似合いだ。そう理屈で言い聞かせても、やはりすぐには整理ができずに複雑な思いが渦うず巻まいている。

「では、遠慮なくいただきますよ」

　左近衛大将は並々と満たされた盃さかずきをぐいっとあおった。洗せん練れんされた外見と豪ごう快かいな飲み方がちぐはぐで、少し意外な気持ちになった。

「しかしなんですね。妻つまでもない女性とこうして面とむきあって盃を交わすというのは、なかなか新しん鮮せんな気持ちになるものですね」

　塔子は眉をよせた。御み簾す越しで女によう官かんを介かいして話すという、高貴な女性の段取りをまったく無視していることへの皮ひ肉にくだろう。

「私は飲んでいないけど」

「ああ、これは失しつ敬けい。あなたも一杯やりませんか？」

　ぐいっと杯と突き出され、虚きよを突かれる。そのまま視線を動かし、空からになった盃をじっと見つめているうち、胸に渦うず巻まいていたもやもやした思いが衝しよう動どう的てきに手を伸ばさせた。

「いただきます」

　自分から勧すすめておきながら、左近衛大将はちょっと意外そうな表情をする。塔子が盃を受け取ると、彼はそばにあった提子を取りあげて半分くらい酒をそそいだ。

　塔子は酒を口にした。もちろん左近衛大将のように豪ごう快かいには飲めないから、ちょびちょびと舐なめる程度だったが。

「叔父君は、なぜ怪我をされたのですか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊かれ、塔子は盃を持ったまま目を円まるくする。

　そんなことはあなたに関係ない、そう言ってやるのはもちろん容た易やすい。だが自分を見つめる左近衛大将の瞳ひとみが、いつになく真剣な光を放っているように見えて、単純な反発の気持ちを挫くじかれてしまった。

　物もの見み遊ゆ山さんや参拝なんかじゃない。

　なにかある。なにかあるから、この人はわざわざ熊野までやってきたのだ。

「あなたはどうしてここに来たの？」

「怪我の理由を教えてくだされば、お話ししますよ」

　左近衛大将の即そく答とうに、塔子は盃を持ったまま沈ちん思しする。駆け引きというべきか、取引というべきか。仮にこの件に摂関家がかかわっていたとしたら、彼等らの狙ねらいは明あか槻つきか範康のどちらかなのだろう。

　つまり指令を受けた者は、失敗したということになる。

　矢で射いられたという普通ではない貴哉の受じゆ傷しよう理由を告げれば、その失敗をあきらかにすることとなる。それは本当に狙われているかもしれない、明槻と範康のことを考えれば得策ではないのかもしれないが。

（でも、この人は別当邸を訪ねてきたって………）

　狙いが範康であれば、いくらなんでもそんな馬ば鹿かな真ま似ねはしないはずだ。左近衛大将自みずからが手を下すつもりならともかく、普通に考えてそんなことありえない。そもそも兄の家とはいえ家けい司しである受ず領りようがいるのに、彼と対立する別当に案内を頼みにいくなどおかしな話だ。

（じゃあ、狙いは明槻のほう？）

　塔子はこくりと息を吞んだ。自分一人でいろいろと判断することは危険な気もするがしかたがない。こうなると明槻と縋子の不在が悔くやまれたが、あるいはそれを狙って来たのかもしれない。

「私と叔父様と、別当殿が三人で居るところに、矢が飛んできたのよ」

　過ぎたことのように告げながら、塔子は左近衛大将の反応をうかがう。

「それはまた、物騒な話ですね」

　普段どおりの反応に、塔子は戸と惑まどう。

　矢で射られたという尋じん常じようではない怪我の理由にも驚いた様子はなく、いたわりも同情もかけらも感じさせない、いかにも口先だけという物言いもものすごく彼らしい。つまり左近衛大将は、なんら変わった反応を見せなかったのだ。

　どう判断してよいのか分からず、塔子は問い返す。

「今度はあなたが答える番よ」

「叔父君と三人でお話ができませんか？」

　予想外の要求に、塔子は瞳をぱちくりさせる。

「意識も混こん濁だくしているような重じゆう傷しようだというのなら諦あきらめますが」

「そんな重傷だったら、私が吞のん気きにあなたとお酒を飲んでいるわけがないでしょ」

　素早く塔子は突っこんだ。もちろん分かって言ったに決まっている。

　かといって貴哉はけして楽な状態ではない。こんななにを企たくらんでいるのかも分からない、しかも身分が高くて思いっきり気を遣わなくてはならない相手と話すなど相当の負ふ担たんになるにちがいない。

　だからといって無理の一言で片づけてしまっては、なんの意図があるのかを探れない。

　いつもどおりの軽けい薄はくな物言いも、やけに真剣な眼差しも、わざわざ熊野まで来た理由も気になってしかたがない。それに一人で判断することは危険だと先ほども感じた。躊躇ためらいと罪ざい悪あく感かんを覚えつつも、得体の知れない不安を押し殺すことができずに塔子は言った。

「分かったわ。叔父様に訊いてくる」
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　渡わた殿どのを通って貴たか哉なりの居る母おも屋やに戻った。

　襖ふすま障しよう子じを開いて室へやに入ると、大おお殿との油あぶらの明かりが床や壁を橙だいだい色いろに照らし出していた。寝ていたらまずいなと思いつつ几き帳ちようの隙間から先をのぞくと、貴哉は起きて背中を年配の女おんな衆しゆうに拭ふいてもらっているところだった。

「汗が……熱がまたあがってきたようですね」

　ずきりと胸が痛んだ。床の脇には湯を満たした盥たらいが置いてある。貴哉は小こ袖そでを肘ひじのあたりまで下ろしていたが、塔とう子こは彼の背中に目をむけることがまだできなかった。

（やっぱり、断ろう）

　決意をして踵きびすを返しかけたとき、几帳のむこうで声がした。

「塔子？」

「あ、はい……」

「どうしたの、左さ近こん衛えの大だい将しよう様はお帰りになられたの？」

　観かん念ねんして几帳の前に回ると、貴哉は小袖を元に戻していた。表情はいたって普通だったが、大殿油の光に照らされているので顔色まではよく分からなかった。

「その……」

「ん？」

　貴哉が首を傾げたとき、下しも女じよ中ちゆうが肩から袷あわせをかぶせた。

「ありがとう、手間を取らせたね」

　いったん目を動かし、貴哉は彼女に礼を言った。

　盥を抱かかえて下女中が退出すると、貴哉はあらためて塔子に言った。

「とりあえず、お座り」

「うん」

　歯切れ悪く答えはしたものの、塔子はぺたりと円わろう座だに腰を下ろす。

　そんな様子を一いち瞥べつし、やや不安げに貴哉は訊いた。

「左近衛大将様から、なにか言われたの？」

「叔父様と話がしたいって」

　よほど予想外だったのか、貴哉は不意を突かれたような表情をする。

　塔子はひどい自じ己こ嫌けん悪おを覚えた。こうやって意い味み深しんな態度で自分が来たら、なにかあったと貴哉が心配するに決まっている。結果として塔子は彼に話さざるをえなくなるし、聞いてしまったら彼の性格上断るはずがない。仮に断ったとしても、なんとなく後ろめたいような気持ちにさせてしまうことは目に見えている。

（心配かけちゃ駄だ目めなのに、私ったら本当に馬ば鹿かだ）

　自じ責せきと後こう悔かいの念に耐たえられず、塔子は立ちあがった。

「でも、やっぱり断ってくる」

　返事もしないうちからそんなことを言われ、ぽかんとする貴哉を前に断固として塔子は言い放つ。

「意識も混こん濁だくしているような重じゆう傷しようだったら諦あきらめるって言っていたから、そんなふうになっていたって言ってくる」

「ちょっ、塔子！」

　貴哉があわてて呼び止めた。身体からだが自由に動かせるのだったら、袴はかまの裾すそをつかんでいただろう。ちなみに熊くま野のに来てからというもの、塔子は常時切きり袴ばかま姿で元気に動きまくっていた。唯ゆい一いつの例外も乗馬時の指さし貫ぬき姿だから、さらに活動的な衣装である。

　幸いにして塔子が素直に留とどまったので、貴哉は安堵した表情を見せた。内心では縁えん起ぎでもないと思っていたかもしれないが、ひとまずはなにも言わなかった。

「と、とりあえず、すぐばれる噓うそをつくのはやめようね」

　なだめつつ貴哉は一度言葉を切り、弁べん解かいでもするように付け足した。

「まあ、あまりに噓にたけているのも、人間としてはまずいとは思うけど」

「その噓がなにより上手じようずで、人間として完璧にまずいのが左近衛大将なのよ。あ～～っ、やっぱり駄目。ごめんなさい叔父様、余計な気を遣わせて。すぐに断ってくる」

「だから、落ち着いて」

　なかば立ちあがりかけた塔子を、貴哉は今度は諫いさめるようにして引き留とめた。この状態でもうっかり左手を伸ばすような真ま似ねはしなかったから、あっぱれな注意力である。

　ふたたび円座に腰を下ろした塔子に、あらためて貴哉は尋ねる。

「左近衛大将様に、どうしても訊きたいことがあるんだよね」

「あるわ。でもそれは、私一人でも訊けないことじゃないの」

　貴哉が怪我をした理由を教えてくれれば、自分がここに来た理由を話すと左近衛大将は言った。塔子はそれを教えたし、話に貴哉を交まじえたいというのはあくまでも彼の勝手な要求にすぎない。

　にもかかわらず塔子が貴哉のもとに足を運んでしまったのは、一人で判断することが危険だと考えたからだ。その点で左近衛大将の申し出は、塔子にとってむしろ歓かん迎げいするべきことだったのだ。

「でも彼がそんなふうに言ったからには、なにか理由があるはずだよ」

　貴哉の指摘に、一拍置いて塔子はうなずく。そのとおりである。自分の迷いばかりに囚とらわれて気が回らなかったが、普通に考えて左近衛大将にとって貴哉が一緒である利はなにもない。

　だが、彼にはそうしなければならない理由があるのだ。

「───叔父様」

　かすれるような声で呼びかけると、貴哉はこくりとうなずいた。

　塔子は簀子まで出て、女衆に左近衛大将をこちらに案内してもらうように伝えた。

　少しして、晃あき子こに連れられて左近衛大将が姿を見せた。先せん導どう役やくは計かず乃のか晃子のどちらかだろうと思っていたが、面識がある彼女に託たくされたようだ。晃子は茵しとねを火ひ鉢ばちの近くに置くと、一礼してから退出していった。

（やっぱり、やることにそつがないなあ……）

　まさに非ひの打ちどころのない女性だと、心の片かた隅すみに複雑なものを抱いだきながらも塔子は感心していた。ふと目をむけると、左近衛大将は茵の前に立ち尽くしたままこちらを見下ろしている。大おお殿との油あぶらの光はほの暗い上に、彼の胸から下あたりまでしか照らさないので表情はうかがえない。

「お座りになったら、いかがですか？」

　落ち着かない心地のまま、勧すすめるというより咎とがめるように塔子は言った。

「ふぅ～～ん。思ったより、大変そうだね」

　冷ややかではないが、かといって言葉ほど気の毒そうにもなく左近衛大将は言った。そのせいで塔子は、彼がなにを指しているのかすぐに分からなかった。

「ご足労いただいたうえに、このように見苦しいところまでお目にかけて申し訳ございません」

　淡たん々たんとした貴哉の言葉で、ようやく気がつく。と、同時にむかっときた。

　二日前に重傷を負った人間に面会を求めておいて、その言いぐさは人としてどうなのかと今さらながら思った。

「あなたね～～～」

「塔子」

　いきりたつ塔子を、貴哉がたしなめた。その間に左近衛大将は、しれっと茵に腰を下ろした。それで塔子も気き勢せいを殺そがれたように口をつぐむ。もちろん不ふ愉ゆ快かいな気持ちが消えたわけではなく、お腹の中でぐるぐると怒りが渦うず巻まいていた。

　貴哉の床を挟んで、塔子と左近衛大将はむかいあうように座る。

　左近衛大将は閉じた扇おうぎを口くち許もとにあて、値ね踏ぶみでもするような目で貴哉を見た。

「その様子だと、けっこうな至近距離から射いられたのかな？」

「さあ、私は相手の位置も顔も見ていないので。ですがむかい側にいた別べつ当とうは、矢の気配で気づいたように言っておりましたので、ある程度距離があったのではと思います」

「では、それなりの手て練だれにちがいないね」

　感心しているとも取れる物言いに、ついに塔子は声を張りあげる。

「なにが手練れよ！　関係のない叔父様に怪我をさせて、下へ手たも下手。超ど下手じゃないの！」

　左近衛大将はちらりと塔子を一いち瞥べつし、なかば呆れたように言った。

「自分が狙われているはずがないと、最初から思いこめる能のう天てん気きさはある意味羨うらやましいですよ」

「あなたと叔父様じゃ、日ごろの行いがちがうのよ！」

「塔子」

　やけに強こわ張ばった貴哉の呼びかけに、塔子の興奮は少し冷める。

　あらためて目をむけ、ぎょっとした。貴哉がまるで抗こう議ぎでもするようなきつい目で左近衛大将を見ていたからだ。

「……叔父様？」

　滅めつ多たに見ることのない貴哉の表情に、塔子はたじろぐ。対して左近衛大将は怒った様子ではなかったが、さも面白くもなさそうに言う。

「確認しておきたいのだけど、矢を受けたとき、あなた達はどのような位置関係にいたんだい？」

　その言い方にいらついて、塔子も不ふ機き嫌げんな声をあげる。

「だから範康、じゃなくて別当がむかい側に───」

「並んで歩いていました」

　塔子の言葉をさえぎり、緊きん迫ぱく感かんのある声で貴哉が答えた。

　並ぶってなにを言っているのか、そう考えて塔子ははっとする。

　そうだ。矢は自分と貴哉が並んで歩いているところに飛んできた。そして貴哉は塔子をかばって怪我をしたのだ。船が海かい賊ぞくに襲われたときも、烏からすの骸むくろが投げこまれたときも、そこに居たのは───。

「………私？」

　まさかの思いでつぶやくと、貴哉は眉み間けんに皺しわをよせて目を伏せた。

　考えすぎだと一いつ笑しように付ふしてくれると期待していた貴哉の反応に、塔子は愕がく然ぜんとする。

「やっぱり同席してもらって正解でしたね。私と二人きりで話したところで、あなたは多分信じなかったでしょうから」

　やれやれとばかりに左近衛大将は言った。冷ややかな物言いではあったが、そこにいつもの相手を嘲ちよう笑しようするような空気はなかった。

　もちろん塔子にそんなことに気を回す余裕はなく、生まれてはじめて経験した〝命を狙われる〟という事態に、ひたすら驚きよう愕がくするのみだった。

（どうして、どうして私が？）

　膝ひざの上に乗せた手が、小こ刻きざみに震える。

　人との対立はこれまであった。だけどその理由も正体も分かっていたから、よい気持ちはしなくても怖いとまでは思わなかった。ましていくら相手が怒っていたとしても、身体に危害を及ぼすようなことまでは想像もしていなかった。

　だけど今回はちがう。

　誰だか分からぬ相手から、なぜかも分からぬまま命まで狙われたのだ。

　驚愕があきらかな恐怖に変わろうとしたときだった。

「誰が、そんなことを企たくらんだのですか？」

　やけに冷静な貴哉の声音に、塔子は物思いから引き戻された。

　貴哉は背筋をぴんっと伸ばし、顎あごを引いて目の前の相手を見つめている。相手が三さん位みの公きん達だちだろうが、臆おくしたようすはない。

　清せい冽れつなたたずまいに塔子は気け圧おされる。と同時に、一昨日おととい貴哉が口にした言葉を思い出した。

　───誰を狙ったにしろ、人間を矢で射た者がいちばん悪いに決まっている。

　とたん塔子の心をしめていた恐怖が薄れ、代わりに怒りの感情がこみあげてきた。

　なにが原因であれ、人を動物のように矢で狙うなど正当化できるはずがない。

（ふざけるな！）

　見えない相手に対して心の中で罵ば声せいを浴びせると、まるでその怒りが炎ほのおであったかのように、瞬またたく間に身体が熱くなる。

　いっぽう貴哉の問いを受けた左近衛大将は、扇を揺らしながらひょうひょうと答える。

「それぐらいは、そちらでお考えなさい。まあ、目的が分かればおのずと絞しぼれてくるとは思うけどね」

　皮ひ肉にくっぽい口調で、釘くぎを刺すように左近衛大将は言った。

　目的───塔子の存在に不快を覚える者は宮中にいくらでも居るだろう。だけどここまで手のこんだ妨ぼう害がい工こう作さくをしてまで、はては生命いのちを狙うほどに疎うとましがっている者などそういない。考えられる相手といえば、娘の入じゆ内だいを切望していた大だい納な言ごんあたりだが………。

　そこまで考えて塔子は首を傾げる。

（───あの人が？）

　豊明節会とよあかりのせちえのとき、縋すが子こと大おお喧げん嘩かをしていた姿を思い出す。

　もちろんよくは思われてないだろうが、ここまで過か激げきなことをする人間にはとても見えなかった。しかしもともと入内の件がこじれていたうえ、境きよう界かい問題にかんしても大納言が不満に思っていることは聞かされていた。そんな中で、今回の行ぎよう啓けいに明あか槻つきが塔子を伴ともなったことは（命令したのは縋子だが）、火に油をそそぐ結果になったのかもしれない。

「分かりました」

　貴哉は素直に自分の問いを引き取ると、あらためてのように訊いた。

「では左近衛大将様は、このことを告げるためにわざわざ都からおいでになったのですか？」

「そうだね。まあ以前から参さん詣けいはしてみたいと思っていたから、いい機会だったし」

　気抜けするような緊張感のない物言いに、塔子は目を円まるくする。

「え？　じゃあ、あなたは私に危険を知らせるために、わざわざ都から熊野くんだりまで来たって言うの？」

　絶対に信じられないことだが、もし万が一でもそうだとしたら困ったことに感謝しなければならないではないか。しかも話を信じさせるために、利にもならない貴哉の同席まで申し出た。奇き怪かいなものでも見るような眼まな差ざしをむける塔子に、左近衛大将はものすごく気持ちよさそうに返す。

「さすが斎さい王おう尚侍ないしのかみ。一瞬はおびえたかと思いましたが、すぐに立ち直りましたねぇ。踏まれてもなおしぶとく伸びる大おお葉ば子こ、もしくは畑の麦、いえいえ雑ざつ穀こくのようですね」

「やっぱり、私をおちょくりに来たんでしょ！」

「と、塔子」

　なかば身を乗り出して叫ぶと、貴哉があわてて右手を伸ばして塔子を制した。

　そんな二人のやり取りに、左近衛大将はおかしくてならないように笑い転げる。

（む、むかつく！）

　しかしこのまま左近衛大将のおちょくりに乗せられ、そのたびに興奮していては、間にいる貴哉の身がもたない。ようやくそのことに気づいた塔子は、ひとまず腰を下ろす。

「おや、もう終わりですか。今日はえらく寛かん大だいですね」

　気のせいか、少し残念そうに左近衛大将は言った。対して塔子はむすっとして応じる。

「これ以上騒いだら、叔父様の熱があがるからよ」

「周りが騒いで熱があがるというのなら、もはや今こ宵よいの発熱は避さけられないと思いますけどね」

　さらりと言ってのけると、左近衛大将はいつの間にか開いた扇を口許にあて、内緒話でもするように貴哉のほうに身を寄せた。

「君、気をつけたまえよ。見た目からそんなことはないと思うけど、飲いん水すい病びよう（糖とう尿によう病びよう）の者などは、そりゃあ傷の治りが悪くてね。いよいよ塞ふさがらなくなって、やがて傷口が腐くさりはじめる者も───」

「怪我人を不安にさせるようなら、帰ってもらうわよ！」

「これ以上騒いだら、叔父君の熱があがるんじゃないですか？」

「～～～っ！」

　ぎりぎりと歯を嚙みしめる塔子の前で、左近衛大将はぱっと茵に戻った。

　心持ち貴哉の表情がげんなりとしている。体調の問題は別にしても、まったくとうぜんの反応だ。間にいる彼の気持ちとしては、蛇へびと蛙かえるに挟まれたなめくじに近かった。

　塔子が少し落ち着いたのを見計らい、やけにしみじみと左近衛大将は言った。

「まあ、あなたが居ないといろいろと私も都合が悪いんですよ」

　塔子はきょとんとする。それはちょっと不思議な言いようだった。本気とも思えぬが、冗談とも受け取れない。とにかく日ごろの人を食ったような態度とは少し異ことなっていた。

　これまでの発言から察するに、左近衛大将は、兄・大納言のように塔子の入内を苦々しくは思っていないようだ。そもそも兄の娘に入内をされ、めでたく親しん王のう誕生となるくらいなら、塔子に先に親王を産んでもらったほうがましだと言いきったくらいだ。

　塔子は探るように左近衛大将を見た。

　いずれにしろ、この男がここまで足を運び、危機を知らせてくれたことは事実だ。しかも冗談で流すのではなく、信じさせるためにわざわざ骨折りまでして………。

「───ありがとう。助かったわ」

　むすっとしたまま言うと、左近衛大将はきょとんとする。彼は長い睫まつげに覆われた目でまじまじと塔子を見つめた。

　不本意に加え照れくささから、塔子はぷいっと顔をそむける。その反応に左近衛大将は一瞬だけ目元を和なごませたが、そっぽをむいていた塔子は気づかなかった。

　実際、彼はすぐにいつもの皮肉っぽい表情に戻って言った。

「なあに、将来東とう宮ぐう様とあなたの間に生まれる皇み子この中ちゆう宮ぐうに、この間産まれた私の娘を立ててもらえれば、それでいいんですよ」

　恩を売った理由はそれか！　一瞬芽生えかけた感謝の念がたちどころに失うせる。

　目的も分からない善意よりはよほどすっきりするが、抜け目ない態度に塔子は思わず声をあげる。

「そんな長期計画を立てて、私に皇子が産まれなかったら、それよりあなたの姪めいが入内して先に皇子を産んだらどうするのよ！」

「ああ、大丈夫。姪は別の男と結婚することになりました」

「え？」

　塔子が短く声をあげたときだ。

　簀子のほうでばたばたと足音がして、がらりと音をたてて襖障子が開いた。

「女によ王おう！」

　聞き覚えのある声にぎょっとしてふりむくと、几帳の上に明槻の姿が見えた。言うまでもなく几帳の高さは、立っている人間の姿を隠すほどのものではない。

　那な智ちに居るはずの彼のとつぜんの出現に、塔子は目を疑う。

「あ、あか……じゃない、東宮様!?」

　円座の上で腰を抜かしているうちに、明槻は几帳を回って入ってきた。吐く息が白いのは季節的にあたりまえだが、めちゃくちゃに荒くなっている。その息を整えることもなく目の前でしゃがみこむと、明槻はぐいっと塔子を抱きよせた。

　人ひと目めもはばからない行動に塔子はあたふたと抵抗する。言うまでもなくこの場所には、貴哉も左近衛大将もいる。

「ちょ、東宮様？」

「……よかった」

　心の底から漏もれたような言葉に、塔子ははっとする。

　数々の襲撃が自分を標的にしたものであったことを、塔子はたったいま知ったばかりだった。ひょっとして明槻もそれを知り、那智から戻ってきたのだろうか？

（こんな時間に？）

　首筋にかかる彼の息はひどく荒く、肩や頰に触れる身体は氷のように冷たかった。

　そのことに気づき、塔子の胸は熱くなった。

「……うん、ありがとう」

　小さくつぶやくと自然と力が抜け、いつの間にか彼の抱ほう擁ように身を委ゆだねていた。

　すべらかな衣きぬを通して、体温と規則的な鼓こ動どうが耳に伝わってくる。

　ああ、いい拍ひよう節せつだ。

　心臓の音なんて誰とでも差さ異いはないだろうに、耳みみ触ざわりのよい奏そう楽がくのようだ。

　柔らかい衣も、ほどよい香の薫りも、すべてが塔子のためだけに誂あつらえた極上の品のように心地よい。いっそこのまま、ずっとこうしていたい。夢うつつにそんなことを思っていたときだ。

「………あの、東宮様」

　呼びかけに塔子はようやく現実に立ち返り、同じ間合いで明槻も身体を離した。

　明槻はあらためて周りを見回し、貴哉を挟んで塔子のむかい側にいる左近衛大将に目を留めた。

「なぜ、そなたが？」

　しかし驚いているのは左近衛大将も同じで、国で二番目に高貴とされる男性の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな登場のしかたと、人目もはばからない大胆な抱擁に目を疑うような表情をしている。左近衛大将のこんな顔を塔子ははじめて見た。ちなみに呼びかけた貴哉は、目のやり場に困ったように苦笑いを浮かべている。
















「塔子様」

　几帳のむこうで晃子の声がした。われに返った塔子は、急いでそちらにむかう。

　膝をついた晃子が、彼女には珍しくひどく動揺した面おも持もちを浮かべていた。

「すみません、ご案内もせずに。こちらの制止を聞いていただけなくて、無理に押し入ってこられたものですから」

　光景が目に浮かぶようである。

　声をひそめる晃子に、いたく恐きよう縮しゆくして塔子は答えた。

「………だ、大丈夫。気にしないでください」

「本当にすみません」

　開け放たれた襖障子のむこうから姿を現したのは直なお霧ぎりだった。几帳越しの明かりだけなのでよく分からないが、いつも以上に表情が冷ややかな気がする。

「な、直霧さん。これ、どういうこと？」

「ご無事でしたか、よかった」

　淡々と直霧は応じた。この反応からして、やはりこちらも標的が誰であるかに気づいて戻ってきてくれたようだ。

「ありがとう。でも、こんな時間に雲くも取とり越ごえをして大丈夫だったの？」

　驚きと呆れを半分半分にして叫ぶ塔子に、直霧はものすごく嫌そうな声で応こたえた。

「大丈夫でした。結果論ですけど」

　その言葉に脇にいた晃子が「本当に東宮様でしたのね」とつぶやいた。

　新しん宮ぐう、本宮の間に明槻の顔を見ることがなかった彼女にとって、この突然押しかけてきた青年に東宮だと名乗られてもにわかに信じられなかったのだろう。

　塔子はうんうんとうなずいた。

「よかったわ。実は雲取越えはダル神がみに取り憑つかれるとか、亡もう者じやとも出で合くわすとかで有名な場所なのよ」

　ダル神とは熊野の山中に浮ふ遊ゆうしていると言われる亡霊のことで、山中で餓が死しした無む縁えん仏ぼとけだと言われている。かつ雲取越えの途中には、亡くなった知人とすれちがうと言われている場所があるのだ。

「そうですか。私は狼のほうがよっぽど怖かったです」

　平然と直霧は答えた。狼にかんしても、言葉で言うほど怖がっている感じではない。

「あ、それは多分大丈夫。熊野の山中は山やま伏ぶしが多いから、たいていの獣けものは人が居るところまではあまり出てこないの。獣の領域には人も行かないし。共存共栄っていうやつよ」

「ほら、みろ。そう心配することもなかっただろう。山中たらたら嫌いや味みを言いつづけていたくせに」

　いつの間にか几帳のむこうから出てきた明槻が、ものすごくえらそうに言った。

　対して直霧は無表情を通していたが、内心では腸はらわたが煮えくり返っていることだろう。

　先ほど直霧が言ったように、無事だったのはあくまでも結果論である。普通に考えて、こんな時刻に山伏でもない者が雲取越えをしてくるなど、非常識も甚はなはだしい。だけど、そうせざるをえない状況がきっと彼にはあって───。

「あの、東宮様」

　塔子の呼びかけに、明槻は直霧のほうにむけていた目を動かした。

「はい？」

「一連の襲撃の件ですが………」

　明槻はさっと表情を曇くもらせた。それで塔子は合が点てんがいった。

　ああ、やっぱり分かっているのだ。だから、この人は来てくれたのだ。そう考えただけで、不安よりも心が温かくなる。

「私、大丈夫ですから」

　きっぱりと述べると、明槻は目を瞬しばたたかせた。意志の強さを感じさせる宝ほう珠じゆのような瞳に戸と惑まどいの色が浮かんでいる。

　明槻がもっとも恐れていたのは、自分のしがらみに塔子を巻きこんでしまうことだ。その恐れていた事態が早々と現実になってしまい、いま彼の心中にはどんな思いが渦巻いているのだろう。

　その思いを少しでも取りはらってあげたくて、かつ自分がそのことにかんしてどう思っているのかを伝えたくて、威い勢せいよく塔子は言った。

「人を傷つけることをなんとも思わないような、そんな畜ちく生しようみたいな人達は、そのうち等とう活かつ地じ獄ごくに落ちるに決まっていますから」

　範康や縋子に比較して随ずい分ぶん上じよう層そうの地獄だが、別に思いやりとか情けというわけでもない。

　不意を突かれた表情をする明槻の横で、ぼそりと直霧が言った。

「血ちは争えませんね」

「だから大丈夫ですから、気にしないで───」

　言い終わらないうちに、明槻はふたたび塔子を抱きしめた。今度はおたがいに立ち姿勢なので、さっきよりずっと力が入っている。そのうえ今度は直霧と晃子の目の前である。

「ち、ちょっと、東宮様っ！」

　ばたばたと身体をよじらせた塔子のどこかがぶつかったのか、几帳がぐらっと揺れた。

　あっ、と思った瞬間、倒れかかった几帳を手前に座っていた左近衛大将が片手ではしっと受け止めた。驚いた明槻の力が緩ゆるんだ隙すきに、塔子は彼の腕を抜け出して、滑すべりこむようにして貴哉の傍そばにしゃがみこんだ。

「よ、よかった。叔父様にぶつかったら大変なことになるところだったわ。ぶつかったのがこの人で、本当によかった」

　心から安堵したように塔子は言うが、貴哉は非情に微び妙みような表か情おをしている。塔子のこの台詞せりふを受け、左近衛大将を目の前にして同意できるほど彼の神しん経けいは太くなかった。

「なんなんですかね、この姫君は………」

　几帳を戻しながら、左近衛大将は言った。少しは傷ついたのか、ふてくされている。貴哉と晃子はちょっと申し訳なさそうだったが、明槻と直霧はまったく同意だという顔をしていた。

　それぞれの反応を一瞥すると、左近衛大将はつまらなそうに言った。

「さて、僧そう都ず達が待ちくたびれているでしょうし、怪我人をこれ以上疲れさせるのもなんですから、私はもう帰ります」

「ち、ちょっと待ちなさいよ！」

　立ちあがりかけた左近衛大将の狩かり衣ぎぬの裾を、塔子ははしっと押さえた。おかげで危うく前につんのめりそうになった左近衛大将は恨みがましい目をむけるが、かまわず塔子は詰めよった。

「あなたね！　あんな衝撃的なことを言っておいて、説明をしないで帰るつもりなの！」

「私の目の前では、先ほどから衝撃的なことばかりが起きつづけていますが」

　しらっと言ってのけると、左近衛大将は明槻のほうを見やる。

「いやはや、東宮様がすでにここまで斎王尚侍をご寵ちよう愛あいだとは存じあげませんでした。人の好みは本当にそれぞれと言いますが、まことに個性的な趣味を───」

「ち、寵愛だなんて変なことを言わないでよ！　誓って言うけど、別になにもないし、なにもされていないから！」

　塔子は真っ赤になって叫さけんだ。個性的云うん々ぬんの言葉に腹を立てるより、寵愛という言葉のほうが恥ずかしくてならなかったのだ。

　しかしこの塔子の断言に、左近衛大将も含めた全員がしんっとなった。

　あきらかに悪くなった空気に、塔子はぎょっとして身構える。

（え、ど、どうして？　私、なにか悪いことを言った？）

　誰もなにも言葉を発さないのに、ものすごく空気がぎこちなくなっていることだけはひしひしと伝わってくる。猛もう烈れつに焦あせった塔子は答えを求めるよう一同を見回すが、誰も目をあわせてくれない。貴哉と晃子まで目をそらしている。

「まあ、明槻様らしいですよ」

　直霧がため息交じりに言った。明槻はあからさまに不本意な顔をしたが、塔子はその理由が分からなかった。

「いやはや、ここにきてまた衝撃的な事実を知りました。半月近くご一緒に旅をされていてねぇ～」

　扇を揺らしながら楽しそうに語る左近衛大将に、明槻は嫌そうな顔をする。

　そこではたりと扇を動かす手を止め、左近衛大将は言った。

「実はですね、東宮様。私は数カ月前に娘を儲もうけておりまして、東宮様が皇子様を儲けられましたら、ぜひ女によう御ごにしていただきたいと思っていたのですよ。ですが尚侍がおっしゃるようであれば、とうぶんは諦あきらめたほうがいいかもしれませんね」

　塔子には中宮に立てろとまで吹っかけてきたくせに、明槻が相手だと下した手てに出て女御になっている。そのあたりの姑こ息そくさも実に腹立たしい。

　しかし、いったいどこからこうなった。いっそ話題を元に戻そう。そうだ、あれはけっこう衝撃的な告白だった。よし、あれを伝えよう。というか、伝えなくてはいけなかった。

「東宮様。実はいまこの人から大変なことを聞いたところだったんです」

　塔子は左近衛大将をびっと指さした。

　明槻は塔子と左近衛大将を交互に見比べ、ほとんど半はん眼がんの状態で応じた。

「……大変なこと？」

「はい、もちろんこの人の言うことですから全部鵜う吞のみにするわけにはいかないので、ある程度疑ってから聞いてください」

　心情としては明槻も同意だったのだろうが、さすがに本人を目の前にしてうなずくほど鋼はがねの心は持っていなかった。いっぽう、よくも悪くも鋼の神経の持ち主である左近衛大将は、多少不機嫌な顔はしたが、傷ついたふうも怒った様子もなく淡々と塔子の暴ぼう言げんを受け流していた。

「いったい、なにがあったんですか………」

　いろいろと疲れはてたのか、げんなりして明槻は尋ねた。

「大納言の姫君が、結婚なさるそうです」

「え？」

　明槻が短く声をあげると、すかさず左近衛大将が言った。

「二にの姫ひめですよ」

　明槻も、横にいた直霧も耳を疑うような顔をする。

　そのとき晃子が、見兼ねたように口をはさんだ。

「こみ入ったお話になるようであれば、別に室を用意いたしますが」

　晃子の目配せを受けて、塔子ははっとする。上うわ目め遣づかいに貴哉を見る。大殿油の光で顔色までは分からないが、熱があがってきたとは女おんな衆しゆうが言っていた。

　これ以上、ここでの長話は避けたほうがいいだろう。そもそも宮中のこみ入った事情を耳に入れることが、貴哉にとって利になるとは思えない。むしろ余計な禍わざわいになりかねなかった。

「お願いします」

　塔子の返事を受けるなり、晃子は素早く立ちあがった。この反応からして、少し前から気になっていたのだろう。

（ていうか、なんで気づかないのよ、私）

　いち早く気を回した晃子に感謝をしつつ、自分の迂う闊かつさに自じ己こ嫌けん悪おを覚える。

　しかしうだうだと自分を責めている場合ではない。塔子は明槻と左近衛大将に場所を移動してもらうように言うと、心配そうに自分を見る貴哉に大丈夫だとばかりに笑いかけた。





[image: ]






　場所を寝しん殿でんに移動して、話を再開した。

　三枚の畳たたみを片かた仮か名なのコの字形に並べ、屛びよう風ぶを背にして明あか槻つきが座り、はすむかいにむきあうようにして塔とう子こと左さ近こん衛えの大だい将しようが座った。御み簾すを下ろした先の廂ひさしの間に直なお霧ぎりが控ひかえていた。

「結婚が決まったのは、私が都を発たつころですから師走しわすに入ったころですかね」

　この時季だというのに、扇おうぎで自みずからに風を送りながら左近衛大将は語った。

　大だい納な言ごんの二の姫は、一時期は失しつ脚きやくした五ごの宮みやの妃きさき候こう補ほにもなった姫である。もともと東とう宮ぐう妃ひ候補の筆ひつ頭とうとして挙あがっていたのだが、明槻がなかなかうんと言わないので、しびれを切らした大納言が、五の宮の祖そ父ふであり塔子の父でもある高たか槻つき親しん王のうとの間に話を持っていったのだと聞いている。しかし彼等らの失しつ脚きやくにより話は立ち消えとなり、ふたたび東宮妃にとの話が持ちあがっていた。

　実際のところ大納言は、熊くま野のに発つ直前まで娘の入じゆ内だいを言いつづけていたらしい。

　だからこそ塔子は解げせなかった。豊明節会とよあかりのせちえではあれほど熱心に言ってきていたというのに、なぜ急にそんなことになったのだろう。

　もんもんと思案しているさなか、明槻が言った。

「ということは、私達が伊い勢せ、熊野と旅している間に、二の姫に急きゆう遽きよ結婚をしなければならない事情が生しようじたということだな」

　塔子はきょとんとして明槻を見る。彼の物言いがえらくあっさりとしていて、合が点てんがいったもののように聞こえたからだ。

「二の姫には、好きな男がいたのか？」

　あまり関心もないような明槻の口調に、塔子ははっと気づく。

　そうだ。一般的に、女によ人にんが結婚を急がなければならない理由はひとつしかない。

　───つまり、そういうことだ。

「ああいう箱入りの娘は、気の利きいた文ふみを何通か渡せばその気になるものですよ」

　どう反応してよいのか分からずにいる塔子の前で、左近衛大将はなめらかに舌したを動かしてゆく。

「それにあの娘はもう十八ですから、結婚にかんして遅すぎるということはあっても、早いということはありませんからね。だというのに東宮様と五の宮の間を話がいったりきたりして、父親はいっこうにまとめられる気配がない。花の色はうつりにけりな、という心しん境きようから不安になっても不思議ではないでしょう」

　左近衛大将の指摘に、責任の一いつ端たんを感じたのか、明槻はちょっと嫌いやな顔をして目をそらした。ちなみに〝花の色は～〟というくだりは小お野のの小こ町まちの有名な和歌からで、時間とともに衰おとろえてゆく自分の美び貌ぼうを儚はかなんだものである。

　十四、五歳で結婚することがあたりまえの時世に、十八という年ねん齢れいに二の姫が焦あせりを覚えるのはとうぜんだろう。そこに別の男が求きゆう愛あいしてきて、箱入りの姫君はほだされてしまったというわけだ。

「ですがこうなってしまったからには、私からも身内の不ふ始し末まつをお詫わびいたします」

　左近衛大将は殊しゆ勝しように頭を下げてみせたが、その表情に悪びれた様子はない。

　明槻はなにか思うように左近衛大将を見つめ、小さく肩を落とした。

「いや、二の姫の入内は決まっていたわけではない。誰と結婚しようと私がとやかく言うつもりも権利もない。むしろその件にかんしては、私の態度にも落ち度はある」

　明槻の言い分に塔子は複雑な気持ちになる。政治的事情から明槻は彼女の入内を拒こばんでいたが、二の姫個人に問題があったわけではない。自らに非ひのない理由で振り回された彼女こそ最大の被ひ害がい者しやだろう。

　そうやって考えると、なに不自由なく育った箱入りの姫君も、熊野で伸び伸びと育った田舎いなか娘の自分となんら変わらない。ただ塔子にとって最大の幸運は、結婚相手の東宮が恋した人だったことだ。

「寛かん大だいなお言葉をありがとうございます。そのように言っていただけますと、こちらも胸のつかえが下りるような心地がいたします」

　にこやかに述のべた左近衛大将を一いち瞥べつすると、明槻は手元の盃さかずきに目を落とした。そうやって思案するように間を置いてから、ふたたび目をあげてつぶやく。

「だが大納言家の女によう房ぼう達も、ずいぶんと大だい胆たんになったものだな」

「？」

　独ひとり言ごとのような明槻の言葉に、左近衛大将は盃を口くち許もとに当てたまま動きを止める。

　彼は長い睫まつ毛げに縁どられた眼めで上うわ目め遣づかいに明槻を見やった。対して明槻は盃を戻し、まっすぐ左近衛大将を見返した。

　塔子は緊張して、二人の顔を交互に眺めた。

「そうであろう。入内の話がある姫君に他の男からの文ふみを取り次ぐなど、父親である大納言の耳に入れば、女房達は揃って暇ひまを出されかねない」

「………」

「中に入った者が、女房達が容よう易いに断ることのできぬ相手だったということだろうな」

　確認するような物言いに、塔子は明槻が言わんとしていることを悟さとった。

　つまり左近衛大将が、相手の男からの文を取り次ぐよう女房達に命めいじたのだ。

　兄が帝みかどの外がい祖そ父ふとなることを阻はばみたい左近衛大将は、二の姫の心の弱み、あるいは彼女に同情している女房達の心の隙を突くようにして、こんな手しゆ段だんに出たのだ。

（本当に期待を裏切らない、安定の下げ司すっぷりね！）

　毎度毎度のことながら、その手口の周しゆう到とうさに塔子は感心すらしてしまう。

　もし二の姫が友人か、あるいは身内であったのなら容よう赦しやなく罵ば倒とうしてやるところだ。

　だが実際のところ、彼女は塔子にとって他人である。なにより二の姫がこのような手て管くだに引っかかってしまった遠えん因いんが自分にもあることを考えると、声を大にして責めることはできなかった。

　塔子の入内話がなければ、二の姫の入内は簡単に進んでいたはずだ。

　自分の知らないところで誰かの恨うらみを買い、誰かを傷きずつけている。東宮妃、そして帝の妃になるということは、そういう一面も含んでいるのだ。

　左近衛大将は酒を一口含むと、盃をそっと戻した。

「さすが、東宮様」

　彼は悪びれたふうもなく、さも感心したというように大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる。

「ですがひとつ弁べん解かいをさせていただけるのなら、私も相手の男性から頼まれて、やむにやまれず取り次ぎをした次第でございます」

「だ、誰、いったい？」

　思わず塔子は身を乗り出した。結婚の事実と経けい緯いが衝しよう撃げき的てきで気が回らなかったが、本来であれば真っ先に訊きくべきことだった。東宮妃にと噂うわさされる摂せつ関かん家けの姫に求愛するなど、よほどの怖いもの知らずか、あるいはそれほど真剣に彼女に懸け想そうしていたのか───。

　同じようなことを考えたのか、明槻も興味深そうに答えを待つ。

「まあ、内々には露ろ顕けんも済ませておりますので、年明けには公おおやけになる予定ですが……」

　そこで左近衛大将は一度言葉を切った。

「三さんの宮みや様ですよ」

　馴な染じみのない呼こ称しように塔子はきょとんとするが、明槻のほうは冷静だった。彼は訝いぶかしげに眉まゆをよせ、確認するように尋ねた。

「二の宮ではなくて？」

　左近衛大将は口許に手をあて、ぷっと笑った。

「そうですね。あの御おん方かたであれば、みな納得したかもしれませんね」

　いきなり顔が一いつ致ちしない呼称がふたつも出てきて、塔子は首を傾かしげる。

　しかも三の宮では問題なのに、二の宮なら納得するとはどういう意味だ。

「ですがあの御方は、もう在ざい家けとなっておりますから………一応」

　笑いを堪こらえながら、左近衛大将は言った。

　在家とは世せ俗ぞくの生活を営みながら仏ぶつ教きように帰き依えする者のことである。優う婆ば塞そくないし優う婆ば夷いと呼ばれるが、彼等は在家となる前に『三さん帰き五ご戒かい』と言われる誓ちかいを表明しなければならず、その中に不ふ邪じや淫いん戒かいといわれる戒があり不道徳な性行為は許されないのである。一応独どく身しんである二の姫と通じることが不道徳なのかと問われれば答えに窮きゆうするが。

「そうだったな………」

　ひどく白しらけた面おも持もちで明槻は応じたが、塔子はますます意味が分からなくなる。

（二の宮様と三の宮様って、たしか主上おかみの皇子おうじのことよね）

　つまり明槻の異い母ぼ弟ていになる人達だ。局つぼねに引きこもっていたせいで、すっかり記き憶おくから遠のいていた宮中の人間関係相関図を塔子は思い起こしてみた。

　主上には失しつ脚きやくした五の宮をのぞいて四人の皇子がいたが、そのうち四番目の皇子は幼少時に亡くなっている。

　二の宮と三の宮の母は同じ登とう花か殿でんの更こう衣いで、摂関家の出ではなく源みなもとの少しよう納な言ごんの娘だった。前例的に身分の低い妃は七しち殿でんではなく五ご舎しや、しかも清せい涼りよう殿でんからも遠い淑景しげい舎しや（桐きり壺つぼ）あたりに住まいを賜たまわることが多いのだが、この人は添そい臥ぶし役として主上が東宮に立つ前から仕つかえており、功こう労ろうを称たたえる意味合いで即位時に格の高い七殿のひとつを賜ったのである。

　言うなれば主上にとって糟そう糠こうの妻つまのような人だ。

　一般的には臣しん籍せき降こう下かの対象になる更衣腹の皇子であるこの二人の宮が親しん王のう宣せん下げを受けている理由も、彼女に対する主上のねぎらいからだった。とはいえ母親の身分から考えて、彼等が東宮、ひいては帝になる可能性は皆かい無むに等しかった。

　たしか三の宮は太だ宰ざい府ふ長官である大だ宰ざい師のそちを任命された帥そちの宮みやで、五条に邸を構えているはずだ。兄である二の宮はまだ二十はたちにもならないというのに、優う婆ば塞そくの宮みやとなり嵯さ峨が野ののほうに隠いん遁とんしていると聞いている。いずれにしろどちらの親王であっても、東宮の妃候補であった姫と通じるなど穏おだやかな話ではない。

　思いがけない方向に動きそうな話に、塔子は言い知れぬ不安を抱いだく。

　明槻はしばし黙りこんでいたが、やがて観かん念ねんしたように言った。

「まあ、正直に言うと私も助かったな」

「そう言っていただけると思っておりました」

　涼すずしげな笑みを浮かべ、左近衛大将は応おうじる。

　二の姫の入内を先さき延のばしにしたかった明槻と、彼女の入内を阻みたかった左近衛大将という点で、二人の利害は一いつ致ちしていた。

「まあ、二の宮様ほどではなくても、三の宮様もらしいといえばらしいですよ」

　いかにも彼らしい、相手を小こ馬ば鹿かにするような物言いで左近衛大将は言った。対して明槻は無言だった。彼が本音の部分で弟宮の行いをどう思っているのか、塔子には想像のしようもない。

（兄の妃候補だった姫君に求愛するなんて、なにを考えているのかしら？）

　もちろん三の宮が本気で二の姫に思いをよせていたのなら、兄である明槻の態度は許しがたいものであろうし、自身でも認めているように明槻にとやかく言う権利はない。

　いずれにしろ、今後兄弟きようだいの間に不ふ穏おんな空気が流れることは必ひつ至しだろう。

　とつぜん明槻は手元の酒をぐいっと飲みほした。そして空からになった盃を、かたりと音をたてて戻した。

「誰が誰を娶めとろうと、誰が誰を婿むこに迎えようといっこうにかまわない。ただ、これだけは言っておく───」

　そこで彼は一度言葉を切り、まっすぐに左近衛大将を見る。

「私はどうあっても塔子女によ王おうを妃にする」

　塔子は息を詰め、はすむかいの明槻を見つめた。

　硬かたい宝珠のような瞳ひとみに、決けつ然ぜんとした意志が浮かんでいた。物言いは柔らかく何事も慎しん重ちようなくせに、こうと決めたら人の話など聞く耳を持たない。よくも悪くも頑がん固こな性た質ちを象しよう徴ちようするような瞳だった。時には厄やつ介かいだと思い、何度か腹立たしく思いもしたそれが、いまこの瞬間は言葉にできないほど好このましい。

　とくん、とくん………小さかった鼓こ動どうが次第に大きくなってくる。

（ど、どうしよう、どきどきしてきた……）

　衵あこめの襟えり元もとを引きよせるようにして胸を押さえると、はっきりと動どう悸きが伝わってくる。

　いっぽう左近衛大将は、軽く首を傾げて流し目のまま明槻を見やる。やがて彼は口の端はを持ちあげ、よくしつけられた笑顔を浮かべた。

「それは結構なことですね。そうなれば東宮様が即位をなされたおりには、私もきっと内だい裏りに参上することが楽しみになりますよ」

　対して明槻は、それを見慣れた反応でもあるように無表情で受け流した。

　室にはしばしの間、張りつめた空気がただよう。

「───帰りにね、兄の家けい司しを訪ねようと思っているのです。どうせここから都に戻るのなら、田た辺なべは通り道ですからね」

　ふいに、左近衛大将は言った。

　家司受ず領りようのことを持ち出され、塔子は表情を硬くした。

　貴哉が襲撃を企くわだてた犯人を尋ねたとき、左近衛大将は受領であることを示し唆さはしたが、はっきりそうだとは言わなかった。あたりまえだ。この件に大納言がからんでいるとされれば、いくら摂関家でも間違いなく処しよ分ぶんが下される。

　つまり左近衛大将にとって兄大納言は、一族内での権力争いにおいては敵となるが、皇こう家けと摂関家という対立関係においては、かばわなくてならない存在なのだ。

（そうか………）

　ここにきて塔子は、左近衛大将の最大の目的を理解した。

　兄がらみの陰いん謀ぼうが露ろ見けんする前に、それを阻はばむつもりでやってきたのだ。一族全体がその咎とがを問われ、自分に累るいが及ぶことがないように。

　強こわ張ばった顔で自分を見つめる塔子に、左近衛大将は緩ゆるやかに首を横に振った。

「二の姫の結婚が決まったことを、教えてやろうと思いましてね」

「あ……」

　短く声をあげた塔子に、左近衛大将は目配せをするようにうなずいた。

　二の姫の結婚が決まってしまったのなら、大納言が塔子を敵てき視しする理由はすでになくなっているはずだ。にもかかわらず、襲撃は続行された。

「じゃあ、受領は二の姫の結婚の件を知らないの？」

　信じがたい気持ちで塔子は叫んだ。距離的な問題や時間的な問題もあるのだろうが、人の生命にかかわる命令を出しておいて、そんないい加か減げんなことがありうるだなんて。

　怒りを通り越して呆れ返る塔子に左近衛大将はくすっと声をたてて笑い、そのあと明槻のほうに目をむけた。

「東宮様はご存じでしょうが、兄も父も実は人がいいんですよ」

　皮ひ肉にくと諦てい観かんが入り交じったような口調で左近衛大将は言った。対して明槻は同意もしないが、かといって否定もしないという面持ちで彼の言葉を聞いていた。

　確かに印象としては、塔子もそんな感じを受けている。よくも悪くも単純そうで、弟の左近衛大将のような底知れない不ぶ気き味みさはまったく感じられなかった。だが海かい賊ぞくと烏からすはともかく、矢を射たことは脅おどしで済ませられることではない。

「本当ですよ。なにしろ殺せつ生しようをすれば地じ獄ごくに落ちると、本気で脅おびえている人達ですから」

「───あなたは少し脅えたほうが、いいと思うけど」

　もはや呆れ果て、力が抜けたように塔子は言った。

　地獄云うん々ぬんはともかく、殺生にかんしては大なり小なり心の痛みを感じてしかるべきである。まして相手が人間ならなおさらのことだ。

　しかしこの左近衛大将の物言いからして、やはり大納言が殺さつ害がいまで命令したとは考えにくい。不思議に思う塔子にむかい、左近衛大将はふたたび笑いを漏もらした。

「なんといえばいいんでしょうかね。身分や地位に対する矜きよう持じは私の三倍は持っていると思うのですが、自分達の発言の重さを自覚していないというのか、ご機き嫌げん取りや媚こびを売られることはあたりまえのように受け止めているのに、本当に不思議ですね」

　困ったものだと言わんばかりに、左近衛大将は首を揺らす。あくまでも具体的な発言は避さけているが、塔子は彼が言わんとしていることを漠ばく然ぜんと理解した。

　きっと大納言は、受領になにか脅おどしをかけるようにくらいの命令はしたのだろう。なにしろ自分の娘の入内はさんざんはぐらかしておきながら、あとから降ってわいたような塔子の入内はあっさりと受け入れ、しかも行ぎよう啓けいにまで同行させるほどの寵ちよう愛あい（？）ぶりだ。腹立ちまぎれに嫌がらせのひとつやふたつを思いついても不思議ではない。

　だがあくまでも大納言の常識範囲では、脅しや嫌がらせで人の生死に関わるような事態になることはありえなかった。しかし命令を受けた側が、大納言の想像以上に過か激げきな手しゆ段だんに出てしまったということではないのか。

　仏教思想の影響を受けた都の貴き族ぞく達は殺生を極端に嫌うが、地方豪ごう族ぞくの間では刃にん傷じよう沙ざ汰たなど珍しくないし、武ぶ家けに至いたっては戦いくさも生なり業わいのうちだ。それに次期関かん白ぱくの筆ひつ頭とう候補である摂関家の長男の命令であれば、部下は必死の思いで遂すい行こうしようとするだろう。たとえそれが宮家の船に矢を射かけるような大だい胆たん不ふ敵てきな行動でも。

　そもそも公家はともかく、武家や一般庶民が皇家に畏おそれを抱いているのか、と問われれば疑問が残る。法皇の専せん制せいで多少は変化しているとはいえ、世間にとって〝権力者〟とは、まだ摂関家の者のことだ。そうやって考えると、少しばかり受領が気の毒に思えてしまう。左近衛大将から二の姫の結婚を聞かされたのなら、彼はどんな反応を示すのだろう。

（そういえば、那な智ちで受領に会うって……）

　塔子は明槻のほうを一瞥する。受領が田辺に住んでいるとは、塔子にとって少々意外だった。小こ競ぜり合あいが絶えないと聞いていたので、てっきり新宮か勝かつ浦うらあたりの近場にいると思いこんでいたのだ。

　しかし今日明槻が本ほん宮ぐうに戻ってきてしまっているというのなら、結局受領とは会えなかったのだろう。なにしろ田辺から那智まで二十四から五里に近い距離があるのだから間にあうはずがない。なにも言わないでいる明槻に、塔子はそう考えていた。

「あの人達は扱いやすくはあるんですが、いろいろと手はかかるんですよ」

　左近衛大将の言葉に、塔子は物思いから立ち返る。彼は残っていた酒を飲みほすと、返事をしない塔子と明槻を気にしたふうもなく立ちあがった。

「さて、そろそろ私は戻ります」

　独り言のように伝えてから、左近衛大将は御簾を押しあげて出ていった。

　簀子に控えていた直霧がなにか言いに行っていたようで、妻つま戸どが開く音と同時に晃子の声が聞こえた。

　二人取り残された塔子と明槻は、しばらくなにも言わずにいた。

　怒りと驚きで、頭の中が混乱していた。信じられない安あん直ちよくなきっかけと、にもかかわらず起きてしまった事態の重大さにどうしても納得できなかった。

「冗談じゃないわ」

　塔子は声をしぼり出した。

「そんな馬鹿な理由で、まったく関係のない叔父様をあんなひどい目にあわせて……」

　怒りをあらわにする塔子を、明槻は一瞥する。

「女によ王おう」

　呼びかけに塔子は顔をむける。

「はい？」

「帰き京きようの件ですが、叔父君の状態が落ち着くまでこちらに残りなさい」

　塔子は目をぱちくりさせる。

　その反応をどう思ったのか、明槻は苦笑交まじりに言った。

「二の姫の結婚の件が伝われば、受領があなたを狙うことはないでしょうから」

　確かにそのとおりだが、問題はそれだけではない。もちろん一番の理由は塔子の安全を慮おもんぱかってのことだが、東宮妃候補としての立場等々他にも問題があったはずなのに。

「い、いいの？」

　戸と惑まどう塔子に、明槻は穏やかな表情でこくりとうなずいた。

「あのね、私も分かったんですよ」

「え？」

「襲撃があなたに対するものだったと気づいたとき、居ても立っても居られなくて、周りの制止などまったく耳に入らなかった。いくら人から大丈夫だと聞かされても、とにかく傍そばに行ってあなたの姿をこの目で見ないと、どうしても収まらなかった」

　自分の気持ちを思い起こしながら、ひとつひとつの事こと柄がらをゆっくりとつなぐように明槻は語る。その彼の言葉ひとつひとつが、まるで湖こ面めんに投じられた小石のように、しっかりと重みを持って塔子の心に深く沈んでいった。

「だから、あなたの気持ちが分かったんです」

　もう一度同じ言葉を繰り返すと、明槻は静かに微笑ほほえんだ。

「この歳としになってはじめてそんなことが分かるなんて、情けない話ですけどね」

「………」

　塔子は瞬まばたきもしないまま、明槻の顔をじっと見つめた。いくぶん自じ嘲ちよう交まじりの言葉に加え、彼の微び笑しようはどこか寂さびしげだった。

　だけど声音は、聞き惚ほれるほどに凜りんとしている。

　恥じ入ることも悔くいることもなく自分の傷を素直に吐と露ろし、その気持ちを思いやりとして人にむけることができる明槻を、とても強い人だと思った。

　いつしかどこから生じたのかも分からぬ感情がこみあげ、胸がいっぱいになる。




　───私は、この人が本当に好きなんだ。




　悲しみではなく、かといって喜びと単純に言うのともちがう、ある種の不思議な感動が押しよせてきて、知らないうちに塔子はぽろぽろと涙を零こぼしていた。

　とうぜん明槻は、ぎょっとする。

「………ど、どうしたんですか？」

　ひどくうろたえて明槻は尋ねたが、塔子はすぐに返事をすることができなかった。

　あわてて畳から下りると、明槻は塔子の前にいざりよって彼女の顔をのぞきこんだ。

「………きなの」

「え？」

「好き、好きなの………大好きなの」

　しゃくりあげながら、切れ切れに伝える。しかし主語が外はずれていたためか、明槻は訝しげに眉をよせ、困りはてたように塔子の顔をのぞきこむだけだった。そもそも叔父君のところに居ていいと告げたあとにこの告白をされ、それが自分のことだと思うほど明槻は前向きな人間ではない。湯ゆ場ばでの騒そう動どう以降、塔子の気持ちが自分にむいていることは知っているはずだが、いくらなんでも間合いが悪すぎた。

「……女王？」

　戸惑いがちに呼びかけると、明槻は塔子の肩に手を伸ばす。指先が触れたとたん、塔子はびくりと身体を揺らして顔をあげた。すると不安げに自分を見つめる明槻と視線があった。彼のそんな表情に、塔子はたまらなく不安になる。

「……なんで、そんな顔をするのよ」

　ぐずぐずとすすりあげながら、塔子は言った。

「え？」

「好きだって……大好きだって、言っているだけなのに………」

　ここまできて、ようやくその言葉が自分にむけられたものだと明槻は気づいたようだった。彼は黒くろ瑪め瑙のうのような瞳をぱちりと見開き、まじまじと塔子を見つめた。やがて存在を確認するように、肩に触れていた手に少し力がこもる。そして反対側の手が包みこむように頰に触れた。

　塔子は顔を固定されたように、視線を動かせなくなる。

　頰を包みこむ手のせいだけではなく、意志の強い瞳に捉とらえられてしまったからだ。

　彼と瞳をあわせているうちに、塔子はなんだか現うつし世よとはちがう空間にいるような心地になってきた。

　やがて明槻の顔が近づいてきて、塔子は眠りに誘われるように瞼まぶたを落とした。

　唇くちびるに温かいものが触れ、一瞬離れたあと、ふたたび同じ感触がした。

　──二度目のそれは少し長い口づけだった。

　いつしか身体を引きよせられ、気づいたら彼の腕の中にいた。

　背中を抱きすくめていた手の片方が、髪をかきあげるようにして後頭部を支える。はずみで顎が少しもたげられ、塔子は自然と瞼をあげる。

　目があうと明槻は優しげだが、ちょっと困ったような表情で言った。

「どうして、こんなに可か愛わいいのかな」

　火がついたように頰が熱くなり、なにをどう答えてよいのか分からなくなる。

「そ、その………」

「黙って」

　しどろもどろになにか言おうとした塔子を、明槻は苦笑交じりに制した。

　それだけのことなのに、まるで射いすくめられたように身み動うごきができなくなる。だというのに身体とは正反対に、心臓だけが、胸が、張り裂さけんばかりに暴れまくる。

　息苦しさからなのか、喉のどの奥からかすれた声が漏れる。見つめあっていることに耐えられず塔子はふたたびぎゅっと瞼を閉じてしまう。
















　三度目の口づけはいちばん長くて、唇をあわせているうちに気が遠くなった。

　夢うつつのような心地の中、身体を抱きすくめる腕の強い力だけが現実だった───のだが。

「失礼します」

「明槻様」

　妻戸の開く音と同時に、男女の声が連つらなって聞こえ、びっくりするほど乱らん暴ぼうに現実の世界に引き戻された。

　二人はぶつかりあった石がはじけるように身体を離した。御簾のむこうの廂に、直霧と晃子の姿が見えた。塔子はわたわたと居住まいを正したが、明槻はかつて見たこともないほどの不ふ機き嫌げんな顔で御簾のむこうを見ていた。

（あ、危なかった）

　なにが危ないのかよく分からないまま、塔子は何度も深呼吸を繰り返した。まだ心臓がばくばくしている。いましゃべったら、絶対にろくでもないことを口走る自信があった。

「左近衛大将様がお帰りになりました」

　いつもどおりの直霧の報告に、明槻は短く「分かった」と返事をしただけだった。御簾のむこうで直霧がどんな反応をしたのかよく分からないが、このままでは間違いなく不ふ審しんに思われる。そう考えた塔子は、あたふたとにじりよると右手で御簾を持ちあげ、廂に左側の手をついて顔を突き出した。

　四よつん這ばいになった塔子に、晃子は膝をついた姿勢で目を円まるくした。

「あ、晃子様。東宮様のお食事とか───」

「ええ、もちろんご用意しておりますよ。お運びしてよろしいですか？」

　焦りまくる塔子とは対照的に、晃子はいと優ゆう雅がな笑みを浮かべて返した。こちらは不審に思っている気配はない。

「お、お願いします」

　ぺこりと頭を下げてからふと見ると、少し後ろに立っていた直霧が彼には珍しく気まずげな面持ちで塔子を見下ろしている。なぜだか分からないけど、ものすごく嫌いやな顔だ。

　短い見つめあいのあと、ぼそりと直霧がつぶやいた。

「───すみませんでした」

　余計な気き遣づかいをしなくていい！　危うく絶ぜつ叫きようしたくなる気持ちを抑え、塔子はぴしゃりと音をたてて御簾を下ろし、母おも屋やに引っこんだ。

　くるっとむきを変えると、なんだか疲れはてたようにこちらを見ている明槻と目があう。

　ふたたびとんでもない勢いきおいで心臓が鳴りだした。

「どうしたんですか？」

「あ、晃子様にお食事を持ってきてくれるようにお願いしたから！」

　ほとんど絶叫に近い勢いで塔子は叫んだ。

　一瞬なんのことかというような表情をしたあと、明槻はぎこちなくうなずいた。塔子の剣けん幕まくがあまりにすごくて、なにを言っているのかがすぐに理解できなかったようだ。食事の件を伝えるのに、絶叫までする者は滅めつ多たにいない。

　自分の行為の珍ちん妙みようさの自覚もないまま、塔子はわたわたと茵に戻った。

「それは、手間をかけますね」

　気を取り直したように答えてから、明槻はふと思いついたように尋ねた。

「晃子殿どのといいましたっけ、あの女性は昨日までここにいなかったですよね」

　一応明槻も、彼女の存在は認識していたようだ。質問が今ごろになったのは、さっきまでそれどころではなかったからだろう。

「親しん戚せきの方ですか？」

「ちがうわ。別べつ当とう家けの方だけど、今日から手伝いに来てくれたの」

　ようやく落ち着きを取り戻して答えた塔子に、明槻は軽く首を傾げた。

「別当家の？　ですが新宮に着いた日には居なかったですよね」

　これまで気づきもしなかったが、指摘されてみればそのとおりである。あれほどてきぱきと動き回ることができる女性が、行啓一行の世話に出てこないなどおかしな話だ。

（月の障さわりか、なにかだったのかしら？）

　まさか明槻の前で口にするわけにもいかず、塔子は頭の中で考えをめぐらす。その可能性はもちろんあるが、やはり範のり康やすのあの言葉が気になった。

　───俺が、誰か世話してやるから。

　沈ちん思しする塔子をどう思ったのか、遠えん慮りよがちに明槻が言った。

「こんなことを言って申し訳ないのですが、いまは状況が状況ですから、身元がはっきりしない者は近づけないほうがいいです」

　予想だにしなかった言葉に塔子はあ然とする。

　確かにあとから来た明槻の目からすると、そんな捉え方ができるのかもしれない。

　しかしあんな美人にそんなことを思うとは、やはり宮中で美び貌ぼうの女によ人にんを見慣れているからなのだろうか？　あるいは絶ぜつ世せいの美女だったという母親の影響で、そのあたりの感度が鈍にぶくなっているのかもしれない。

「心配してくれてありがとう。でも、それは大丈夫。叔父様も顔見知りの人だから」

　急いで弁べん明めいしたあと、塔子はふたたび押し黙った。明槻は訝しげな顔をする。

「どうかしたんですか？」

「うん……」

　一度うなずいておいて、塔子は言いよどむように間を置く。

「その……もしかしたら、もしかしてだけど………」

「はい」

「ひょっとして叔父様の奥おく方がた候補なのかな、とか思っちゃったりしているんだけど……」

　冗談にまぎらわすように言ったつもりなのに、目の前で明槻は本当に驚いた顔をした。

　思った以上に衝撃を与えたことに、塔子はあわてた。範康が気を回したのかもしれないというのは、彼の発言からあくまでも塔子が想像したにすぎない。

「そ、その、なんの根こん拠きよもないんだけど………」

　乾いた笑いを漏もらし、場を収めようとする塔子の前で明槻は大きくうなずいた。

「いや、すごくお似合いじゃないですか」

「どうしたの、その嬉しそうな顔は？」

「………」

　冷ややかに問う塔子に、明槻はぎくりとしたように右手でさっと片頰を押さえた。

　この反応からして自覚はなかったようだ。しかしあれが無自覚の表情だとしたら、いずれ帝てい位いに即つく者として若じやつ干かん不安が残ると塔子は思った。───世間的には彼女が妃きさきになるほうが、よほど不安に思われているのだろうが。

　ぷうっと頰を膨ふくらませる塔子に、明槻はあからさまにうろたえた。

「……そ、その、寂さびしいですか？」

「別に」

　とってつけたような明槻の問いに、塔子はむすっとしたまま答えた。しかし内心は笑いを抑おさえるのに必死だった。

　そう、本心は明槻の反応に笑い転ころげたかったのだ。だがすぐにそんな顔を見せてしまうのは癪しやくに障さわったので、必死に抑えていた。

　つんと顔をそむけた塔子を、明槻は困ったように見つめている。

（もう、いいかな）

　あんまり拗すねてみせるのも苛いじめているみたいで申し訳ない。そろそろ「冗談よ」と笑い飛ばそうかと思ったとき、とつぜん斜め横から身体を抱きすくめられた。

　先刻のちょっと、いや、けっこう濃のう厚こうな抱ほう擁ようを思い出し、塔子はあわてふためいた。

「あ、あの………」

「私がいますから」

　肩と首の付け根に息を吹きかけるようにして、明槻は言った。

　体勢から明槻の表情は塔子に見えなかったので、その言葉をどう捉えるべきか分からなかった。いつもどおり励はげましてくれているのだと思ったが、いつもに比べてやけに自信に満ちているようにも聞こえたからだ。

　だが明槻の励ましは、本当はちょっと的まとが外はずれている。

　塔子にとって貴哉が他の誰でも補えない存在であるように、明槻だって、他の誰も代わりになれない存在なのだ。

　だけど、それをここでくどくどと説明するとものすごくしらけてしまうだろう。

（まあ、いいか）

　短い思案のあと、塔子はあっさりと割りきった。

　そういう人生論は、別の機会にまた訴うつたえればいい。いま彼の胸に抱きしめられていることがすごく気持ちがいいから、もう少しだけこうしていたい。身体を離して、彼の眼を見つめて一生懸けん命めい説明するなんてヤボというものだ。

（うん、食事が来るまでね）

　御簾のむこうを気遣いながら、塔子はそんなことを考えていた。
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　翌日、予想していたことだったが貴たか哉なりの熱があがっていた。

「だから、治なおる過か程ていとしてしかたがないことなんだって」

　枕元で思いっきり自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる塔とう子こにむかい、なだめるように貴哉は言った。思ったより活かつ気きのある声だったが、起きあがることはきついらしく今日は横たわったままだ。

「そうそう、傷きずを塞ふさごうとして身体からだが頑がん張ばるからな。けっこう深かったから、まあしかたがないって」

　塔子の隣で範のり康やすが補足するように言った。もちろん悪意はないのだが、傷がけっこう深いという発言に塔子はちょっとたじろいだ。

　行ぎよう啓けい一行が今日那な智ちから戻ってくることを受けて、少し前に範康が訪れてきていた。予定は昼過ぎなのだが、いろいろと気になることもあるので早く来たのだという。

　晃あき子こをよこしてくれたことの礼を言うと、範康はからからと笑いながら「宮様方の世話なんて適当にして、貴哉のほうを頼むって言っておいたから」と言った。範康が言うと冗談に聞こえないところが怖い。まあ昨夜の明あか槻つきへの応対からして、晃子は間違いなく鵜う吞のみになどしていないだろうが。

「だからさ、お前いいかげんに円座わろうだ使えよ。女が腰を冷やすと大変だぞ」

　反省の意を示して堅かたい板張りに直接座る塔子に、呆あきれるともなだめるともつかぬ口調で範康が言った。

「いいの。私、今日から自じ戒かいのつもりで、三日間は板の間に座ることに決めたの」

　胸の前で両のこぶしを握りしめて決意を表明する塔子に、貴哉と範康は目を見あわせた。言うまでもなくそんなことをしても、貴哉の状じよう態たいにはなんの改かい善ぜんも及ぼさない。

　やがて範康がため息交じりにぼやく。

「意味ねえだろ。どの道お前は、今日明日には熊くま野のを発たつんだろうが」

　責せめるような響きはなかったが、範康の声こわ音ねにははっきりと不満がにじみ出ていた。

　もちろん塔子に対するものではなく、熊野に残ることを許可しなかった縋すが子こや明槻に対する感情である。

「あ、それを言うのを忘れていた。聞いて、叔お父じ様が落ち着くまで残ってもいいって東とう宮ぐう様がおっしゃったの」

　顔を輝かせて、塔子は告つげた。本来であれば朝一番に伝えたかったのだが、熱があがったという報告にへこむあまりすっかり忘れていた。

「はぁ？　っていうか、宮様方はまだ那智から戻ってきていないだろう？」

「実は東宮様、いま東ひがしの対たいにいらっしゃるの」

「はあ？」

　頓とん狂きような声をあげた範康を前に、貴哉が塔子にむかって問うた。

「ここに残ってもいいって、それはどういうこと？」

　喜びや安あん堵どより不安の色が濃い表情に、塔子は少し戸と惑まどう。もう少し単純に喜んでくれるかと思ったのだが、逆に心配の種を増やしたような気がする。

「それは───」

　範康への説明もあったので、塔子は明槻が昨日ここに戻ってきた理由から語った。

　一連の襲しゆう撃げきの目的が塔子で、その黒くろ幕まくは大だい納な言ごんらしいこと。しかし二にの姫ひめの結婚が決まってしまったことで、大納言が塔子を敵てき視しする理由がなくなったこと。だが、その件を受ず領りようがまだ知らされていないために、執しつ拗ような襲撃がつづいたらしい等々を説明した。

「左さ近こん衛えの大だい将しようが二の姫の結婚を受領に伝えるって言っていたから。そうなったらもう安全だろうから、残ってもいいって」

「そうか………」

　説明を聞き終えてから、ぽつり範康がつぶやいた。

「横おう暴ぼうとか一方的、っていう理由でもなかったんだな」

「東宮様はそんな方じゃないわよ」

　範康の言葉に、ちょっとむっとして塔子は反はん論ろんした。

　気まずげな表情で、範康は大きな身体をひょいとすくませた。その様子がおかしかったのか、床の中で貴哉は苦笑した。

　話しているうちに、昨日の明槻の言葉がよみがえった。

　───だから、あなたの気持ちが分かったんです。

　思い出すとついにやけてしまう。

　素敵な言葉だ。他人の気持ちを想像して、思いやってくれるなんて。本当に、なんて素敵な人なんだろう。

「けどよ」

　範康の声に、塔子はあわてて気を引きしめる。口くち許もとがむずむずして、危うく締しまりのない顔を見せるところだった。

「兄東宮の婚約者候補だった女に手を出すとは、その三さんの宮みやっていうのもいい度ど胸きようをしているよな」

　この範康の指し摘てきに、塔子も貴哉も黙りこんだ。

　明槻は自分にも非ひがあることを認めていたし、正直助かったと言って追つい及きゆうを避さけていたが、宮中に戻ればひと波は乱らんあることは必ひつ至しだ。問題は二の姫ではなく三の宮だ。なにしろ三の宮のこの行為は、公こう然ぜんと兄東宮との対立を示し唆さしたようなものだからだ。

「……朧おぼろ月づき夜よみたいな話だね」

　ため息交じりに貴哉が言ったが、塔子と範康は意味不明という顔をしている。

　貴哉の発言は『源げん氏じ物語』で、主人公の光ひかる源げん氏じが兄帝の妃きさきである朧月夜尚侍ないしのかみと密みつ通つうしたことを言っているわけだが、もちろんこの二人はそんなものを読んだことはなかった。承しよう知ちのうえでの発言だったのか、張りあいのない二人の反応を貴哉はさらりと受け流す。なんとなく空気を察し、塔子も範康もその件について詳しく訊きこうとはしなかった。

　確かに三の宮の件は気になるが、ここでとやかく言ってもどうしようもない。それよりももっと差し迫った問題は───。

　範康はヤマアラシのような髪をぼりぼりとかきむしり、腹立たしげに言った。

「それにしても、やっぱり受領が犯はん人にんだったのか」

「厳げん密みつに言うと主しゆ犯はんは大だい納な言ごん様で、受領が主人の意図を読みちがえたということになるんだろうけど………」

　そこで貴哉は一度言葉を切り、若じやつ干かん声を低くして言った。

「いずれにしろ摂せつ関かん家けがらみで、左近衛大将様がわざわざ都からおいでになったのなら、間違いなくもみ消されるだろうけどね」

「そんなっ！」

　諦てい観かん交じりの貴哉の推すい測そくに、塔子は思わず声を荒あららげる。

　人一人にこれだけ大おお怪け我がを負おわせておいて、罪つみを問うことができないだなんて納得できるはずがない。しかも状況が変わってすでに襲撃する意味もなかったというのに、情報が届かなったばかりに、無関係の貴哉を負ふ傷しようさせる結果に至ってしまった。

　確かに左近衛大将のおかげで、塔子は自みずからの危機を知ることができた。その点はさすがに感謝しなくてはと思う。だが、そもそも彼の最大の目的は───。

（え？）

　せつな、氷水を浴あびせられたように全身がぞくりとした。

（まさか……）

　塔子は自分の身体を抱えるように、両手をたがいの反対の腕に回した。

　そんな塔子の変化に気づかず、貴哉と範康は同じ調子で会話をつづける。

「あのなあ、怪我をしている当人がそれで終わらせるなよ」

「ああ、ごめん。でも怪我をしたのが狙いどおり塔子だったら、さすがに彼ももみ消せなかったと思うし、仮に範康が怪我をしていたら、領地問題を理由に朝ちよう廷ていの判断を仰あおぐことも可か能のうだったんだろうけど………」

「だから、そういう問題じゃ……」

「あの人、殺されるかもしれない」

　塔子の不ふ穏おんな言葉は、一いつ刀とう両りよう断だんでもするかのように二人の会話を打ち切った。

　範康は息を吞のみ、貴哉は察さつしたような面持ちを浮かべたあと、そっと目を伏せた。

　塔子はうっすらと唇くちびるを開き、浅い呼吸を繰り返した。

　そうだ。近ごろ軽かる口くちばかりを叩きあっていて緊きん張ちよう感かんがなくなっていたが、左近衛大将はそういう人間だ。五ごの宮みやの事件のときだって、証しよう拠こを隠いん滅めつするため彼の乳う母ばを容よう赦しやなく殺そうとしたではないか。

「まあ、正直それがいちばんてっとり早いよな」

　気まずげにだが、はっきりと範康が言った。

「後ろに摂関家がついているのなら、まともな手しゆ段だんで罰ばつしようとしたって無理だしな」

　塔子は表か情おを強こわ張ばらせた。先ほどの貴哉の〝もみ消される〟という推測に対しての発言である。要は受領に報ほう復ふくをしたいのなら、左近衛大将に任せるのがいちばんてっとり早いということだ。確かにこのままでは、犯人が分かっても貴哉が怪我をしたことへの追及はなしのままになってしまう。

「で、でも………」

「私し的てきに報復するっていうのもありだけど、それなら俺がするか、その左近衛大将とかいう奴やつがするかだけのちがいだよ。まあ俺なら、髻もとどりを切り落とすくらいにしておくけどな」

「殺あやめるのと髻を切り落とすのとでは、ずいぶんなちがいだよ」

　静かだがきっぱりした貴哉の言葉に、塔子ははっとして彼を見下ろす。

　熱のためわずかに上じよう気きした頰ほおも、張りつめたように固く閉ざされた唇も、すべてがなんらかの感情を抑おさえているかのように塔子の目に映った。

　確かに成人男性にとって、髻を切られるというのは大変な屈くつ辱じよくだ。しかし命にはとうてい替えられないではないか。一番の被ひ害がい者しやである貴哉の口からその言葉が出たことが、わずかとはいえさまよいかけていた心をあるべき方向に引き戻した。

「そうよ！」

　叫ぶなり、塔子は立ちあがった。

　とつぜんのことに範康はびくりと身体を揺らし、貴哉は目を見開いた。

「そんなの駄だ目め！　私、左近衛大将のところに行ってくる」

「ち、ちょっと待て！」

　あわてて範康が衵あこめの裾すそをつかんだので、塔子は一歩進んだその場で引きずり戻された。片腕一本で、しかも座った姿勢からとは見かけにたがわぬ腕わん力りよくの持ち主である。しかも塔子が衵を脱いで空うつ蟬せみのごとく逃走しないよう、素早く肘ひじで引っかけるようにして腰を抱かかえている。それも片腕で、なおかつ座った姿勢を維い持じしたままでの力技だ。

　塔子は穴に落ちた子犬のように、きゃんきゃんと吠ほえまくった。

「ちょっと離してよ！　こうしているうちに左近衛大将がどんなえげつない手しゆ段だんを講こうじてくるか分からないんだから。範康さんはあいつの腹黒さを知らないでしょ！　あいつのお腹の中は本当に真っ暗なのよ。アマテラス大御神オオミカミが天あまの岩いわ戸とにお隠れになったあとの高たか天まが原はらみたいなんだからっ！」

「おい、俺が言ったって聞きゃしないから、お前がなんとか言え」

　ばたばたと抵抗する塔子をあくまでも余裕の体ていで押さえつつ、範康は貴哉に言った。

　いっぽう貴哉は、こんなときでも古こ事じ記きに喩たとえることを忘れない姪めいに、呆あきれを通り越して感心すらしたような面持ちを浮かべている。

　しかしこのまま見ているだけではらちがあかない。

「塔子」

　ようやく気を取り直して、貴哉は呼びかけた。

「落ち着いて考えなさい。左近衛大将様が受領と会うことを阻はばむということは、二の姫様の結婚を彼が知らないままでいるということだから、大納言様の命令は彼にとって生きていることになるんだよ」

　この指摘に、それまで興奮していた頭からすっと熱が引いた。

　つまり、自分はまだ危険な状況にあるということだ。そんな状況で一人飛び出していこうとしたなんて、あまりにも不用心すぎる。

「そっか……ごめんなさい」

　ようやくおとなしくなった塔子に、範康もほっとしたように腕を離した。

　ぺたりと床に座りこみ、塔子は沈思する。そんな様子を見下ろし、範康はため息交じりに言った。

「確かにあまり気持ちのいい話じゃねえよ。受領の野や郎ろうがどうなろうと自じ業ごう自じ得とくだけど、元げん凶きようがのうのうとのさばっているのはなあ。しかも事の重大さを知らないままだろう？」

　それがいちばんてっとり早いなどと言いながら、本音ではやはり気が重いのだろう。いつもは真夏の太陽のように明るい表情を曇くもらせつつ、範康はぼやいた。

　貴哉は衾ふすまの端を見つめながらしばらく思案していたが、やがておもむろに口を開いた。

「じゃあ、こっちで先に受領を保護しよう」

　塔子と範康は目をぱちくりさせ、同時に叫ぶ。

「保護ぉ？」

「左近衛大将様が宿しゆく坊ぼうを発たったのは早くても今朝のはずだし、本宮から田た辺なべにむかうのなら中なか辺へ路ちを使うはずだ。山慣れした者なら間違いなく追いつけるし、追い越せる。彼より先に田辺に着いて受領に会うんだ」

　貴哉の言葉に、塔子はひらめいた。

「それで二の姫の結婚の件と、左近衛大将が来ているということを伝えれば───」

「よっぽど馬鹿でもないかぎり、不ふ手て際ぎわを責せめられるということは分かるな」

　ぽんっと手を打ち鳴らした範康に、貴哉は枕に頰をつけたままこくりとうなずいた。

　だが一いつ拍ぱく置いてから、彼はやや表情を曇らせる。

「問題は受領が、左近衛大将様の恐ろしさをどの程度認識して、素直にこっちの言うことに従うかだけどね」

　貴哉の指摘に、塔子は眉まゆをよせる。確かに主人である大納言のことは知っていても、弟の左近衛大将の底知れぬ恐ろしさなど受領は認識していないかもしれない。だとしたら叱しつ責せきは覚悟していても、まさか害がいされるとまでは思わないだろう。

　ならば彼にとって、敵対する範康のほうがよほど恐ろしい存在にちがいない。

「そうか。これまで敵対していた別当家の人間が、いきなり保護してやるって言っても簡単には信じないわよね」

　塔子の言葉に範康はうなずいた。

「それでなくても、むこうはいま脛すねに傷きずを持つ身だ。こっちが突然田辺まで押しかけていったら、恐きよう慌こうから乱らん闘とう騒さわぎになっても不思議じゃない」

　確かむこうも、別当家との対立を受けて武む者しやを用意しているという話を聞いている。よほど慎しん重ちように事を運ばないと、もともとの敵対関係に拍はく車しやがかかって血なまぐさいことになりかねない。

「源みなもとの氏うじ直なおなら、田辺ではなく那な智ちにいる」

　背のほうから聞こえた声に振り返った塔子は、驚きに目を見開く。いつの間にか南みなみ廂ひさしに明あか槻つきが立っていたのだ。昨夜、雲くも取とり越ごえをしてきたときと同じ狩かり衣ぎぬを着けており、後ろには直なお霧ぎりが控えている。北きたの対は家か人じんしか使わないから、よほどのことでもないかぎり御み簾すなど下ろしていない。

　あ然とする三人を無視して、明槻だけが母屋に入ってきた。どういう判断なのか直霧は廂の間に残っている。あわてて起きあがろうとした貴哉を制し、明槻は三さん尺じやくほどの距離を取って立ち止まった。

「とつぜんすまない。実は───」

「そ、その前にこれを……」

　明槻が言い終わらないうちに、あたふたといざりよって塔子は自分のために用意された円座を彼の前に置いた。立ったまま、明槻は怪け訝げんな面持ちで言う。

「それはあなたのでしょう？」

「大丈夫です。説明すると長くなるから省はぶきますけど、私は今日から三日間円座も茵しとねも使わないことにしているんです。だから遠えん慮りよしないでください」

「───今度はなにをはじめたんですか」

　呆れたように言いながら、ものすごく慣れたふうに明槻は円座に腰を下ろした。塔子は彼のはすむかいにちょこんと座りこんだ。

「で、源氏直って誰ですか？」

「受領の名前です」

　顔をのぞきこむようにして尋ねた塔子に、明槻はあっさりと答える。

「どうして田辺に住んでいる奴やつが、那智まで来ているんですか？」

　どこか胡う散さんくさげに範康は問うたが、塔子は思い出した。

「私が呼び寄せた。新しん宮ぐうに着いた夜に女によ王おうから相談を受けたので、次の日の朝に那智までこちらの行啓にあわせて来るように早はや馬うまを送っていた」

「あわせるって……」

　あんな事態があったにもかかわらず、塔子はまたもや受領が気の毒になった。

　つまりわずか三日の間に使いを出して、那智まで来させたということになる。受領がどんな行路を使って那智まで来たのかは不明だが、大おお辺へ路ちであればおよそ二十四から二十五里の行こう程ていだ。替え馬などをうまく使えば着けない距離と時間ではないが、楽な行程でないことは確かである。

（こういうところが、悪い意味で東とう宮ぐう様なのよね……）

　日ごろはどんな身分の相手でも気配りを忘れないのに、自分がこうと決めたら相手の意見なんて聞きやしない。

　やれやれと考えたあと、塔子ははっとする。

「えっ！　でも、昨日左近衛大将が………」

　左近衛大将が帰りに田辺の受領のところに行くと言ったとき、明槻はなにも言わなかった。だから塔子も、明槻は受領とは会わなかったのだと思いこんでいた。しかし受領が那智に来ているのなら、左近衛大将の訪問は空から振ぶりになりかねない。

　まじまじと自分を見つめる塔子に、明槻はしてやったりとばかりの笑みを浮かべる。

「おそらく彼なら、それぐらいするだろうと思っていましたのでね」

「………」

　いったい、いつから聞いていたんだろう？

　塔子のみならず、貴哉も範康もあ然として東宮様を見つめている。

「だからたとえ那智を発たっていたとしても、使う道は大辺路のはずですよ。中辺路を使っているだろう左近衛大将とは数日は会えないでしょう」

　ざっと説明を終えると、明槻は塔子から範康に視線を移した。

「だからそなたに、源氏直の身み柄がらの確保を頼むつもりでここに来た。彼を捕とらえてそなたの手の内にあることを知らせれば、左近衛大将のことだ。おおよその意味を察さつして兄や父をうまく言い含めるであろう。領地の問題はそれで片がつく」

　つまり一連の襲撃に対する証しよう人にんとして、受領の身を押さえるということである。

　この件が公おおやけになれば、いくら摂関家でも処分は免まぬかれない。事を公にしたくなければ、あらゆる面でこちらに譲じよう歩ほせざるをえなくなる。

　それに受領も移動中であれば、少数の供ともしか連れてきていないはずだ。言い方は乱暴だが、力ずくで拉ら致ちしてしまうことも可能だ。田辺まで行って刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こすより、よほど事が運びやすい。

「すごい、それ名案！」

　塔子ははしゃいだ声をあげたが、範康はいまひとつ釈しやく然ぜんとしない顔をしている。

　短い思案のあと、ぽつりと彼は尋ねた。

「いっそ公にして、完かん膚ぷなきまでに叩きのめしたほうが手っ取り早くないですか？」

　あまりにも〝らしい〟物騒な発言に、明槻は苦笑した。

「そうしたい気持ちもないわけではないが、いまそんなことをすれば朝ちよう廷ていの機き能のうが破は綻たんして国が大混乱をきたしてしまう。残念ながらこの国は、まだ摂せつ関かん家けを抜きには動かせない」

　こちらも慎しん重ちような明槻らしい発言である。言葉は悪いが弱みを握りつづけることで、相手の権けん勢せいをじわじわと殺そいでゆきたいのだろう。もちろんその間に明槻が、信頼できる臣しん下かで身辺を固めていかなければ共倒れになってしまうのだが。

　年が明けて縋子が即そく位いすれば、彼女の在位中は明槻にとって猶ゆう予よ期間でもあり準備期間ともなるのだ。

　塔子はやや緊張して、はすむかいに座る明槻を見つめた。

　時には諦てい観かんも交えながらもすべてを受け入れる潔いさぎよさは、時に見み惚とれてしまうほど彼の面差しに凜りんとしたものをただよわせる。

　後うしろ盾だてもないなりゆき斎さい王おうなんて、つっかえ棒ぼうにもならないと自じ嘲ちよう的てきに思っていた。

　だけどなにかの形で、どんな些さ細さいなことでもいいから、この人を助けられないかと心の底から塔子は思った。

「あ、あのっ！」

　床に手をついた姿勢で、塔子は身を乗り出した。

「ちなみにそれって、令りよう旨じにしますか？」

　令旨とは三さん后こう（皇こう后ごう・皇こう太たい后ごう・太おう皇こう太たい后ごう）や女によ院いん、親しん王のうが命令を伝えるために出す文書のことである。しかしそれが受領の身柄確保のことだとはすぐに分からなかったようで、明槻は一拍置いた。

「……え、ああ、言われてみればあったほうがいいですね。別当殿が源氏直を捕らえるときの根こん拠きよにもなりますし」

「だ、代だい筆ひつしましょうか！」

「……………」

　明槻の（類るいを見ないほどの）悪あく筆ひつを知らない貴哉と範康は意味の分からぬ顔をしたが、廂の間では直霧が口許をひきつらせていた。

　とうぜん明槻は非常に微び妙みような表情で、まるで意図を探るようにまじまじと塔子を見つめていたが、その大きな円まるい瞳があまりにも真しん剣けんかつ使命感を強く訴うつたえていたので、ついに根負けしたようにぷっと噴ふき出した。

　しばし肩を震わせてから、明槻は朗ほがらかに告げる。

「分かりました、お願いします」

　塔子はぱっと顔を輝かせた。立ちあがり、壁際に置いた二に階かい厨ず子しのそばまで行くと、硯すずり箱ばこを抱えてうきうきした足取りで明槻の前に戻ってくる。

　そんな二人のやり取りを見て、範康が首を傾げつつささやいた。

「よく分からねえけど令旨ってあとから書くものじゃなくて、その文書を提てい示じすることで命令の内容を人に伝えるためのもんじゃねえの？」

「……多分、そうだと思う」

　熱があがったのか、頭ず痛つうでもするのか、右手で額を押さえながら貴哉は答えた。

　間違いなく矢や傷きずだけが原因ではないのだが、範康はしかめっ面つらで言った。

「お前は保護しろって言ったけど、こっちに連れてきたら、髻くらいは切るぞ」

　貴哉は右手を少し浮かして、上うわ目め遣づかいに範康を見あげた。

　塔子は筆を持っていた手を止めて、大きくうなずいた。

「そうよ。どうせだから、そのまま頭もそっちゃいなさいよ。お寺に入れちゃったら、さすがの左近衛大将だってどうにもできないから、かえって安全じゃない。私、いまからちゃっちゃっと令旨を書いちゃうから、範康さんはそれ持って受領を捕まえに行ってね」

「………人使い荒いな、お前」

　一方的にまくしたてる塔子に、範康はげんなりした顔をする。

　明槻と貴哉がそれぞれに苦笑を浮かべたときだった。

「私も行きましょうか？」

　南廂に控えていた直霧が言った。それまで一言もしゃべらないでいた人間のとつぜんの発言に、みなの視線がいっせいに集中する。

「私は那智で源氏直と顔をあわせております。私が一緒にいれば明槻様の意図があってのことだと知らしめることができますので、かの者も素直に従うかと」

　なるほど、とばかりに全員が納得する。

　明槻は乳ち兄弟きようだいにむけていた視線を、今度は範康に移して告げた。

「では東宮明槻親王の名をもって命めいじる。早急に討う手てを遣つかわし、源権ごんの守かみ氏直の身み柄がらを確かく保ほせよ」
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　その日の昼過ぎ、縋すが子こが那な智ちから戻ってきた。

　塔とう子こと明あか槻つきが、彼女のために用意された御ご座ざの前で経けい緯いを話しているさなかに、範のり康やすと直なお霧ぎりが帰ってきた。

　話を聞きたいという縋子の意向を踏ふまえ、彼等らを東の対たいに呼び寄せた。

　縋子が居る御座に御み簾すを下ろし廂ひさしとの間を隔へだてたが、冷気を考こう慮りよして格こう子しは下ろしたままにしてある。縋子にむきあって廂にいた塔子と明槻は、彼女に横顔を見せるようにして東の端に座り直し、格子よりの後方に直霧と範康が並んで縋子と対面した。他に雪、月、花の三さん女によう官かんが、明槻や塔子と向かいあうようにして、西側に控ひかえている。

　範康は受ず領りようの身み柄がらを確かく保ほし、自分の部下に委ゆだねて新しん宮ぐうの寺に連れて行かせたことを告げた。なんでも腕うで自じ慢まんの僧そう兵へいを大勢抱かかえている寺なので、ひとまず身の安全は保ほ障しようされるだろうということだった。

（よかった、あの人達なら安心だわ）

　顔見知りの僧兵達を思い出し、塔子は胸を撫なでおろす。

「それにしても、ずいぶんと早かったな」

　感心したように明槻が言った。

「ちょうど宿しゆく坊ぼうを発たとうとしたところで、鉢はち合あわせたんですよ」

　そう言って範康は、横に座る直霧を一いち瞥べつした。

「まあ、あんたの言うとおりにして正解だったな」

　対して直霧はにこりともせずに、あとの説明を受け継ついだ。

　直霧の顔を覚えていた受領は、範康が拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり観かん念ねんしたそうだ。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいはもちろんあったのだろうが、二の姫の結婚話を知らされたことがかなり大きかったようだ。それまで自分を支えていたものが、ぽっきりと折れてしまったような憔しよう悴すいぶりだったという。

「そうか……」

　なんとも複雑そうに明槻は漏もらし、塔子も少し受領が気の毒になった。

　大だい納な言ごんの意い図とをくみ取れなかったことは受領の落ち度だが、そんな命令をしておいてあとは知らぬ存ぜぬの大納言が無責任すぎることは言うまでもない。そしてそんな行き違いが起きること自体、主しゆ従じゆうの関係として問題があったのだろう。

　左さ近こん衛えの大だい将しようがどんなふうに兄に説明をするかは分からないが、自分が口走った命令がとんでもない事態を巻き起こしたことを、あの悪人と呼ぶには頼りなげな男はどう受け止めるのだろう。

　とはいえ家けい司しを捕らえられたことで文もん句くを言うほど、大納言も愚おろかではないだろう。彼を範康の目の届く寺に入れておくことは、明槻にとってよい切り札になる。

「ご苦労だった。領地の件は都に戻ってきちんと取り計らうので安心せよ」

　明槻の言葉に範康はひとつ頭を下げる。

「直霧もすまなかったな。三日間でここと那智を四回も行き来させて」

「いえ………」

　いつものとおり簡潔に答えてから、直霧はしばし間を置く。

「照射ともし（鹿しか狩がり）より親の心配をしてくれる方で、私は幸運でした」

　ややぶっきらぼうに直霧が述のべた言葉に、塔子はきょとんとする。説明を求めるよう明槻を見ると、彼は切れ長の目を大きく瞬またたかせてからゆっくりと細めた。直霧は相変わらず無表情だが、この明槻の反応を見ると悪い意こ味とではなさそうだ。

「やれやれ、ならば帰りはもうなにも起こるまいのう」

　御簾のむこうで縋すが子こがつぶやいた。安心したというより、気抜けしたように聞こえるのは自分のうがちすぎだろうか？

　しかしこの騒そう動どうで、縋子が熊くま野のに対して悪い印象を持たなければよいのだが。それでなくとも範康がときどき冷や汗ものの発言を飛ばしている。

「ところで塔子、叔お父じ君ぎみの具合はどうじゃ？」

　とつぜん切り出されて、塔子は返答に詰まる。楽な状態ではないが、三日前のように目が離せない状態ではない。だがここで正直に「落ち着いた」などと言ってしまっては、せっかく明槻が残ってもいいと言ってくれたことがふいになってしまうかもしれない。だからといって、大おお袈げ裟さに状態を悪く言うわけにもいかない。

（左近衛大将が相手だったら、平気で言ったかもしれないんだけど）

　貴哉に止められはしたが、塔子は彼に、意識も混こん濁だくしている状態だと大おお法ぼ螺らを吹こうとした。しかしさすがに縋子相手に、そんな悪あく質しつな真ま似ねはできない。

「その……」

「猶は母は様、その件ですが」

　口ごもる塔子に代わるように、明槻が切り出した。

「一連の襲しゆう撃げき事件も解決したことですし、女によ王おうには叔父君の容よう体だいが落ち着くまで、宿下がりをさせようと考えております」

　貴哉の具合がどうかではなく、自みずからの意向のみを単たん刀とう直ちよく入にゆうに明槻は告げた。

「なにを申しておるか」

　御簾内から厳しい声が響いた。強い口調に塔子はびくりと肩を揺らした。対して明槻ははなから予想していたように、平然とした面おも持もちを崩さない。

「来年の入じゆ内だいが決まっておるおなごを、叔父とはいえ若い男がいる家に残していけるか」

　かけらの遠えん慮りよもなく、感心するほど率直に縋子はおのれの懸け念ねんを口にした。

（やっぱり、疑われていたのか………）

　これまでに幾いく度どかあった縋子のけん制や意い味み深しんな発言を思い出し、塔子は自分の迂う闊かつさに臍ほぞを嚙かんだ。やはり港で抱きついたのはまずすぎた。

　縋子の叱しつ責せきに、明槻は動じたふうもなく返す。

「別に宮中で叔父君の存在を触れ回るわけではないでしょう？　幸いと言うべきか、女王は引きこもって古こ事じ記きの写しばかりをしていますから、父方ならともかく母方の縁えん者じやなど詳しく知っている者はほとんどいませんよ」

「摂関家の三男は知っておろう。あの家の人間が自分達の娘以外のおなごの入内を快こころよく受け止めるはずがない。どんな噂うわさを流されるか知れたものではない」

「彼は女王の入内に反対はしていませんよ。むしろ私達の間に親王が産まれたら、自分の娘を女によう御ごに立ててくれとまで言われました」

　その左近衛大将の言葉を額がく面めんどおりに受け取るかどうかは別として、彼が父や兄とは考えを異いにすることを縋子は知っているのだろうか。戯ざれ言ごとを抜かすなと一いつ喝かつしないところから、ある程度把は握あくしているようにも思えるが。

　はたして縋子は、腹立たしげに切り返した。

「それはあくまでも兄の娘を入内させたくないという、消極的な動どう機きであろう。奴やつがそなたや塔子に対してよい噂を流すとは思えぬ」

　やっぱり知っていたのかと、塔子が感心している横で明槻は素早く切り返す。

「それには私も同意しますが、くだらない噂を気にして、人としてあるべき道を見失うことが正しい選択だとは思えません」

　日ごろはなだめる一方の縋子に対して、今日の明槻は一歩も引く気配を見せない。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気をただよわせる二人を、塔子ははらはらしつつ見比べた。

「ならぬ！」

　断だん固ことして縋子は言った。理り屈くつもなにもない一方的な物言いに明槻は眉まゆをよせる。

　しかし縋子は、微み塵じんの揺らぎもない口調でつづける。

「大納言側の不ふ始し末まつで二の姫の入内がご破は算さんになったいまが、塔子をそなたの一の妃として世間に認めさせるまたとない時じ宜ぎじゃ。そんなときに熊くま野のに宿下がりなど、とんでもない話じゃ」

「別に焦あせらずとも、二の姫の入内がなくなったいま、女王以上に有力な妃候補がいるとは思いませんが」

　こちらも一歩も譲るようすはなく、明槻は切り返した。

　どう対応してよいのか分からず、塔子はうろたえる。

　明槻の言うことは正しい。彼は塔子のために懸けん命めいになってくれているが、それだけではなく、人としての自分の信しん念ねんを貫つらぬくためにも必死なのだ。

　そのいっぽうで縋子の言い分にも理りがあることを、数カ月宮中で生活したことで塔子は察さつするようになっていた。彼女の強引としか思えぬ言い分は、先日明槻自身が口にしていたように〝私のことを考えてくれているのは間違いない〟からなのだ。

（駄だ目めっ、お二人をこれ以上諍いさかわせたら───）

　塔子は手を伸ばし、明槻の腕を狩かり衣ぎぬの袖そでごとつかんだ。明槻は首を回して、塔子を見おろす。

「あ、あのっ！」

　塔子が明槻の目を見つめ、訴うつたえようとしたときだ。

「東宮様の言っていることが、正しいと思いますけどね」

　格子側から聞こえた声に、ぎくりとして顔をむける。範康があからさまに怒った顔を御簾先の縋子にむけていた。たぶんその表情は縋子には見えないだろうが、そんな小さな幸いがこの大事に意味があるはずもない。

　次期帝みかどに対する想像を超える暴ぼう挙きよに、塔子は自分の目と耳を疑った。

「の、範………」

「そもそもいくら高貴な身分にある御おん方かただからといって、ずっと一緒に暮らしてきた、互いに唯ゆい一いつの身内を無理やりに引き離しておいて、その言い分はあんまり一方的じゃないですかね？」

　熊野から伊い勢せ、そして京へと連れていかれて三年。塔子がずっと不満に思っていたことを実に率そつ直ちよくに範康は口にしてくれたわけだが、もちろん痛つう快かいなどと思えるはずがない。

　宮様方に非ひ礼れいがないよう、範康の暴ぼう走そうを貴哉に止めさせようとしたご長ちよう老ろう方の判はん断だんは本当に正しかった。貴哉の目が届かなくなったとたん、それが証明されてしまった。

（ひい～～、ど、どうしよう!!）

　混こん乱らんのあまり、なにから始末をつけて良いのか分からない。

　縋子に謝るべきか、それより、明槻に執とり成なしを頼むべきなのか。

（ちがう！　まずこの人の暴言、いや、言っていることは正論だけど、とにかくそれを止めなきゃ）

　おのれの為なすべきことを認識した塔子は、わたわたといざりつつ廂の中央に進み出て、御簾を背に範康とむきあった。彼と横並びに座っていた直霧は、すっきりした一ひと重えの目を無理やりにこじ開けたようにして範康を見ていた。日頃は無表情の直霧のこんな顔をはじめて見たが、珍しいものを見たと感動している余裕はもちろんなかった。

「範康さん！　もう、いいから。私が自分で、自分でちゃんと言うから！」

　問答無用で怒ど鳴なりつけると、塔子はくるりとむきを変えて御簾のむこうの縋子とむきあった。

「斎さい院いんの宮みや様」

　高いところから飛び降りるような勢いで、塔子は切り出した。

「二の姫のこととか時宜のこととか、ご懸念は他にも多々おありでしょうが、私、絶対に都に戻ってきますから信じてください」

　明槻とのやり取りでの縋子の言い分は、あたかも外がい聞ぶんを気にして塔子を連れて帰ろうとしているかのようだった。しかしその根こん幹かんに、塔子の貴哉に対する感情への疑いがあることは確かだった。

　まずその疑い───いや、誤解を解かなくては。

「私、東宮様が大好きですから、ちゃんと戻ってきます」

　思いの丈たけをこめて叫んでから、塔子はがばっと平へい伏ふくした。

　頭ず上じようにしんっと静まり返った空気が伝わる。塔子は床の継つぎ目めを見つめ、縋子がなにか言うのを待っていた。だがふと視線を感じ、顔をあげて横をむく。

　明槻があ然として塔子を見つめていた。

（え？　私、また変なことを言った？）

　自分の発言の大だい胆たんさの自覚もないまま、塔子はしばし明槻と目をあわせる。

　やがて明槻が、息を吐くようにかすかな声で呼びかけた。

「……女王」

「は、はい……」

　気のせいか、明槻の頰がうっすらと赤くなっている気がする。

　そのことに気づいて、なぜか塔子の胸はどぎまぎした。

「よかったのう、東宮！」

　御簾内から、別人かと思うほど上じよう機き嫌げんな縋子の声がした。あまりの豹ひよう変へんぶりに、塔子は呆あつ気けに取られて御簾内を見つめる。

「……あ、はい」

　いくぶんぎこちなく言ったあと、明槻は口調をあらためた。

「だからこそ、女王の希望を叶かなえて───」

「ああ、もちろん構わぬ。塔子がそれほど東宮に惚ほれておるのなら安心じゃ。いっそ三年くらい、熊野に居てもいいぞ」

　からからと笑う縋子に、塔子も明槻も目を半はん眼がんにする。

　それでもなんとか気を取り直して、明槻は問うた。

「ていうか、噂とか大納言側の不ふ手て際ぎわとかいう話はどうなったんですか？」

「そんなものは、ただの売り言葉に買い言葉じゃ。だいたいそなた等、いまさらなにを悪く言われたところで、別に堪こたえもしまい？」

「………」

　苦い顔をする明槻とはちがい、塔子はそれもそうだと納得した。

　近ごろは東宮妃候補としてよく遇ぐうされるようになったが、もともと怨おん霊りようの娘だとか奇き矯きようなふるまいで女によう官かん達から遠巻きにされていた自分に、出しゆつ生せいの件でいろいろと陰かげ口ぐちを叩かれつづけてきた明槻だ。いまさらなにを言われても、痛くもかゆくもない。

「そうですよね。いまさらですよね～」

　能のう天てん気きに笑い飛ばした塔子に、明槻は少しだけ嫌いやな表情をした。

「そうそう。まあ、公く卿ぎようどもがあまりに目に余るような中ちゆう傷しようをしおったら、妾わらわが帝としてきっちりと片をつけてやるから安心せよ」

　御簾内でぴしゃりとなにかを打つ音がした。どうやら広げていた扇おうぎを閉じたようだ。

　どんな片のつけ方をするのか、想像するだけで少しも安心できない。もしかしたら縋子は仲なか天てん皇のうなどと生なま易やさしい存在ではなく、持じ統とう女じよ帝てい並みの英名な君くん主しゆになるのではないのだろうか。

　そこで塔子は、ふと現実を取り戻した。

　自分の問題が解決してうっかりしていた。もうひとつ、範康に暴言を謝しや罪ざいさせなければならない。話を聞いたら貴哉の熱がきっとあがる。長老様達の中には、憤ふん死しする人が出るかもしれない。

「の、範康さん……」

　塔子は身体からだをねじり、格子を背に座る範康に呼びかけた。

「ん？」

　範康は若じやつ干かん面めん倒どうくさそうに顔をむける。この反応は、ひょっとして自分のやらかしたことに微み塵じんも恐おそれを抱いだいていないのではないだろうか？

「しかし別当よ。そなた、なかなか肝きもの据すわった男であるのう」

　思いがけない縋子の言葉に、塔子は耳を疑った。多少皮ひ肉にくめいた含みはあるが、その声音がかなり上機嫌なものだったからだ。

「自分のことならともかく、他人のために妾わらわにむかってあのように大胆な発言をするとは───」

　そこで縋子は堪こらえきれなくなったように笑いだした。

　目をぱちくりさせる塔子の周りで、明槻も直霧も訳が分からないという表情をしている。その中で唯一範康だけは平然としていた。おびえるどころか緊きん張ちようした様子すらない。やはり承しよう知ちのうえでのあの言動だったようだ。

　まったく信じがたい神しん経けいだ。さすが神み輿こしに矢を射たり、仏像の指をへし折ったり等の神仏をも恐れぬ悪あく行ぎようを重ねただけはある。一応僧そう籍せきにあるくせに───。

　しかしこれでは周りの者の心が持たない。昨年亡くなった先の別当の死因はよもや心労だったのではあるまいかと、なかば真剣に塔子が思ったときだ。

「その気きつ風ぷ、気に入ったぞ」

　上機嫌な縋子の言葉に、塔子は目をぱちくりさせる。

（い、いま、気に入ったって言ったわよね……）

　はじめ聞き違えたのかと思ったが、確かに縋子はそう言った。範康もよもや自分に言われた言葉とは思わなかったのか、訝いぶかしげに眉をよせている。

「これで父上も一安心なさるであろう」

「爺じじ様!?」

　声をあげたのは明槻だった。

　塔子はまったく意味が分からない。なぜそこで法ほう皇おうの名前が出てくるのか？

「爺様が、猶は母は様になにかご依頼なさったのですか？」

　訳の分からない顔をする塔子と範康の前で、明槻が訊く。

　御簾むこうで、縋子がうなずいたのが分かった。

「実は代替わりしたという熊野別当の評判があまりにもすさまじいので、領地問題も含めて今後の対応をどうすべきか、父上が悩んでおいでだったのじゃ」

　縋子の説明を、分からなくもないと塔子は思った。どこまでのことが都に伝わっていたのか定かではないが、過去の範康の悪行が半分でも伝わっていたとしたら、確かに手を結ぶ相手としては不安を覚えるだろう。

　見ると明槻も直霧も、ものすごく納得した顔をしている。

「ならばいっそのこと、この目で確認に行こうと思うたのじゃ。それに塔子があれほど言うておった、叔父君の件も気になっていたから一いつ石せき二に鳥ちようであろう」

　とつぜん熊野行きを言いだした理由を、縋子はそのように語った。

　理り屈くつは分かった。しかし必然性があったのかどうかが分からない。

「………猶母様にとっては、ですよね」

　表情も声も引きつらせて、明槻は言った。

「なにも半月後に即位を控えた、しかも年末で忙しくなるこの時期に行かずとも良いではありませんか！　しかも伊勢周りまでして！　そもそもいずれの理由にしろ、猶母様が自みずから足を運ばずとも他の者をよこせばすむことでしょうが！」

　ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしく、明槻は一気にまくしたてた。塔子が内心で感じた必然性のなさを、気持ち良いくらい的確に指摘してくれている。

　しかしそんな明槻の剣けん幕まくにも縋子はいっこうに動じたふうもなく、いつもの調子で余裕でいなした。

「即位をしてしまえば、京以外の場所に行ぎよう幸こうなど滅めつ多たなことではできぬわ。帝というものは事実上大だい内だい裏りに軟なん禁きん状態じゃからのう。その前に未み練れんを残さぬよう、思いっきり羽根を伸ばすつもりで参ったのじゃ」

「これ以上、羽根を伸ばしてどうするんですか！」

　猛もう然ぜんと明槻は突っこんだ。しかし即位をなかば強制的に押しつけた立場としては、それ以上言い募つのることもできなかったらしく、不本意と顔に張りつけたまま口をつぐんだ。

「とはいえこの行啓で、塔子の叔父君を大変な目にあわせたことは確かじゃ。その点についてはまことに申し訳なく思う」

　縋子の謝罪に塔子はあわてた。確かに行啓そのものがなければこんな事態は起きなかったが、貴哉は塔子のとばっちりで怪我をしたのだから、そう言われてはどう受け止めてよいのか分からなくなる。

「もったいないお言葉です。叔父に伝えておきます」

　ちょっと複雑な気持ちで頭を下げつつ、領地問題の件はこれで片がついたと塔子は胸を撫で下ろした。貴哉の件についても縋子の誤解は解け、熊野に残る許可を得たことで一安心できた、のだが。

「あの、斎院宮様。ひとつよろしいですか？」

　気になることがあり、思いきって塔子は切り出した。

「なんじゃ？」

「私、皆様にそんなに不ふ審しんに思われるほど、叔父のことばかりを話していましたか？」

　この塔子の問いに、御簾内で縋子が再び開いて揺らしていた扇をぴたりと止めた。

　そればかりでなく、あきらかに室へやの空気が不自然になった。見回すと明槻に直霧、そして範康に雪、月、花の三女によう官かんまでもが言葉を失ったように塔子を見つめている。

（え、な、なに？）

　いっせいに自分に突き刺さる視線に塔子があたふたとしていると、信じがたいという表情で明槻が言った。

「……自覚、なかったんですか」
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　縋すが子この前を辞じしたあと、その場にいた面メン子ツで貴たか哉なりがいる室へやにむかった。

　塔とう子こと範のり康やすはもとから戻るつもりでいたが、縋子の詫わびを直接伝えたいと明あか槻つきがついてきたのだ。そうなると、必然直霧も来ることになる。このあと一行は新しん宮ぐうに戻ることになるので、これを逃のがしたら直接話す機会を逸いつしてしまうのだ。

（気持ちはありがたいけど、明槻が来たら叔お父じ様がゆっくり休めないって………）

　それでなくとも左さ近こん衛えの大だい将しようのときは、かなり無理をさせてしまったのに。

　もちろん明槻は、具合の悪い人間相手にぐだぐだと長話をするようなことはしないだろうから、そのあたりは心配しなくても大丈夫だとは思うのだが。

　塔子が先せん導どう役やくで、そのあとに明槻と直霧。最後尾に範康がつづく。渡わた殿どのから簀子にあがり、妻つま戸どを開けて東ひがし廂ひさしに入る。

（起きているかしら？）

　そっと襖ふすま障しよう子じを開き、母おも屋やをのぞきこんだ塔子は思わず身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　いつも目隠しにある几き帳ちようがなぜかずれており、貴哉が起きあがっている姿が見えた。そしてこちら側に斜ななめ横顔を見せた形で、晃あき子こが貴哉のかたわらに端たん座ざしていた。

　もちろん、それだけなら驚かない。

　晃子は右手に手しゆ巾きんを握りしめ、目元をぬぐっていた。そして貴哉は彼女の背中に手を置いて、なにやらささやきかけていた。ちなみにもちろん右手である。

「私、どうしたらよいのかもう………」

　嗚お咽えつ交まじりの声を晃子はにじませる。貴哉は右手をゆっくり上下させ、彼女のほっそりした背中をさするようにしていた。

（ど、どうしよう、声をかけていいのかしら？）

　苦しまぎれに後ろをむくと、明槻も目のやり場に困ったような顔をしている。とつぜん立ち止まった塔子と明槻に、後ろにいた直霧と範康が訝いぶかしげにのぞきこむ。直霧はともかく背の高い範康は光景が一望できたようだ。

「あれ？」

　範康の無ぶ遠えん慮りよな声に、貴哉と晃子は同時に顔をむけた。

　その瞬間だった。晃子ががばっと立ちあがり、床を蹴けり飛とばすような勢いきおいでこちらに駆かけて、いや、突進してきた。本能的に左右に分かれた塔子と明槻の間を抜けた晃子は、範康の前に立ちはだかり、平手で彼の頰ほおを張り飛ばしたのだ。

　ばっしぃぃぃ～～ん、と気持ちよいほど高らかな音が響きわたった。

（な、なにごと!?）

　目の前で起きたことなのに、塔子は現実をすぐに認識することができなかった。

　明槻はもちろん、さすがの直霧もぎょっとしてむきあう二人を見つめている。

　当事者である範康は左手で打たれた頰を押さえ、きょとんと晃子を見下ろしている。けっこうすごい音がしたし、頰も赤くなっているがあまり痛そうに見えない。そしてもう一人の当事者である晃子は、黒くろ瑪め瑙のうのような瞳ひとみを潤うるませて範康をにらみつけている。桜さくら貝がいのような唇くちびるも、両りよう脇わきで握りしめたこぶしも小こ刻きざみに震えている。

「馬ば鹿かっ!!」

　叫ぶなり晃子は、しがみつくようにして範康の胸を両のこぶしでぽかぽかと叩きはじめた。

　しかし範康の体格のせいか、あまり痛そうに見えない。実際彼は困った表情で自分の胸の中の晃子を見下ろし、気のすむままにさせているようだった。そしてときおり「悪かった」だとか「ごめん」などと繰り返している。

　その間に塔子を含めた三人は、まるで逃げるように母屋に入った。

「悪い、ちょっと……」

　語ご尾びを濁にごしつつ、範康は片手で襖障子を閉めた。ぴしゃりと音をたてて母屋と廂の間が遮しや断だんされる。三人はあ然として立ち尽くした。貴哉と晃子が意味ありげな雰ふん囲い気きだったことなど、そのあとの衝しよう撃げきで吹っ飛んでしまっていた。

「お、叔父様、あれは？」

「斎さい院いんの宮みや様になにか言ったんだってね、範康が」

　顔をしかめつつ貴哉は言った。どこで聞いていたのかと思ったが、格こう子しの外に女おんな衆しゆうの一人や二人は控ひかえていて伝えたのかもしれない。

「あ、確かにそうだけど、それはもう解決したから」

　そう言って塔子は同意を求めるよう、横にいる明槻を見る。明槻は心ここに在あらずといった表情のままうなずいた。確かに驚いただろう。あのしとやかな晃子が、あんな縋すが子こばりの暴ぼう挙きよに出たのだから。いや、縋子とてあそこまではやらないだろう。

　ふと気づくと、いつのまにか襖障子のむこうがやけに静かになっている。

（どうしたのかしら？）

　不安になった塔子は、おそるおそる襖障子を開いた。そしてそこで繰り広げられる光景に、硬こう直ちよくを通り越して凍こおりついた。

　廂ひさしの間では範康と晃子が固く抱きあい、（塔子が）見たこともない濃のう厚こうな口づけを交かわしていたのだ。背の高い範康の首に晃子がぶら下がるようにして手を回し、範康が晃子の背に手を回してほっそりした身体をきつく抱きしめ、それはもう互いの存在を確認するというか、相手をむさぼるというか、とにかくそんな激はげしい口づけを交わしていたのだ。
















　どうやら仲直りをしたらしい。

　塔子は瞬まばたきの能力を奪われたかのように、ぽかんとその光景を眺ながめていた。

　見ちゃいけないと思うのに、目が離せない。目が離せないまま辛かろうじての理り性せいで、音をたてないように襖障子を閉めた。だが次の瞬間には腰が抜けて、へなへなとその場にしゃがみこんでしまった。

「……大丈夫ですか？」

　肩に手を置いて明槻が尋ねた。心配するよりなだめるような物言いだった。口許を両手で覆おおいなんとかうなずいたが、顔が熱くなるうえに、胸までどきどきしてきてどうしようもない。

「お、叔父様、あれは……」

　動揺で声を震わせる塔子とは対照的に、貴哉はわりと平然と答えた。

「うん、夫婦めおとだから」

「夫婦!!」

　同時に叫んだ塔子と明槻に、貴哉は驚いた顔をした。

「あれ、知らなかった？」

「知らない、知らない！　聞いていない」

　なぜか半泣き状態になり、ほとんど抗こう議ぎするような体ていで塔子は言った。

　貴哉の奥おく方がた候補かと勘かん違ちがいをして勝手にやきもきしていたこともだが、なにより目の前で見せつけられた濃厚な抱ほう擁ようと口づけがありえないほど塔子の心を乱していた。

　子供が駄だ々だをこねるような反応に、少々ひるみながら貴哉は言う。

「ごめん、てっきり晃子様か計かず乃のから聞いているものと。三年前、塔子が伊い勢せに行ってすぐに彼女が嫁とついできて……」

「そうか、夫婦だったのか」

　こちらも動どう揺ようがさめぬのか、やや上うわ擦ずった声で明槻がつぶやく。

「夫婦でも普通、他人の家でああいうことはしないと思いますが」

　こんなときでも冷静に突っこむ直霧に、苦笑交じりに貴哉が答える。

「ああ、いつものことですから」

「いつも～～～～[image: !!!]」

　何度目になるか分からぬ絶ぜつ叫きようを塔子がしたとき、音をたてて襖障子が開いた。

　そして悪びれたふうもなく、範康が晃子の肩を抱いて母屋に入ってきた。晃子のほうは先ほどの癇かん癪しやくはどこに行ったのか、とろけそうに幸せな表情で彼の胸にもたれている。熊が百ゆ合りの花を抱かかえているみたいだと、ぼう然としつつも塔子はしっかり毒どくづいた。

「悪かったな、塔子。驚かせて」

　普段と変わらぬ調子で範康は言うが、驚いたと認めるのがなぜかすごく悔くやしい。かといってあれほど露ろ骨こつに叫んでおいて、驚いていないというのもあまりにもみっともない。そもそも襖障子を開かれたことに、彼等は気づいているのかいないのか。ひょっとして〝驚かせて〟というのは、平手打ちのことを言っているのかもしれない。

「う、うん……」

　せめて平静を装よそおって返事をしようとしたが、声が微妙に上擦った。

　なんだろう、このこみあげる敗北感は。

「すみません、見苦しい姿をお見せしてしまって。この人が斎院宮様に大変な無礼を働いたと聞いたものですから、心配でつい……」

　心から申し訳なさそうに晃子は言った。

　この反応から察さつするに、縋子との件が大だい事じに至いたらなかったことは聞かされたようだ。範康の縋子への啖たん呵か（？）は、幼おさな馴な染じみである自分ですらあれほど肝きもが冷えたのだから、妻である晃子にとっては寿じゆ命みようも縮む思いだったにちがいない。

　晃子は通常の仕様に戻り、几き帳ちようの位置を直し、茵や火ひ鉢ばちの炭を用意したりしててきぱきと室を整えてから退室していった。

　ようやく場が落ち着いてから、明槻はあらためて今回の行ぎよう啓けいの骨折りへの慰い労ろうと縋子の詫びを貴哉に伝えた。対して貴哉はわざわざ足を運んでもらったことや、自分が床についたままでいることを詫びた。

「女によ王おうはしばらくここに残ることになったから、安心して養よう生じようしてくれ」

　そう明槻が告げると、貴哉はわずかに表情を硬かたくした。

　彼はなにか思うように目を伏せ、短い間のあとふたたび顔をあげた。

「その件ですが───」

　そこで貴哉は一度言葉を切り、自分を挟んで明槻のむかいに座る塔子を見た。

　榛はしばみ色いろの瞳は熱っぽく、そのせいか潤うるんでいるように見えた。

「私は大丈夫だから、都に戻りなさい」

「………」

　驚きはしたが、それは塔子にとって必ずしも意外な言葉ではなかった。

　残ってもよいと言われたことを告げたとき、貴哉は戸と惑まどうような反応を見せた。あのときのことを思えば、予想できないことではない。

「おい、貴哉………」

　抗こう議ぎとも戸惑いともつかぬふうに範康が呼びかけた。彼も今朝の貴哉の微び妙みような反応を目にしている。

　いっぽうそんなことを知らない明槻は、困こん惑わくげに塔子と貴哉を見比べた。

「私を気き遣づかって言っているのなら、遠えん慮りよすることはない」

　明槻の言葉に、貴哉はゆっくりと首を横に振った。

「お気持ちはありがたく思っております。ですがご心配なく。姪めいのことを考えたうえでの言葉ですから」

　やんわりとだが頑がん固こに貴哉は言う。

　きっと貴哉は、塔子の宮きゆう中ちゆうでの今後を懸け念ねんしているのだろうと思った。

　売り言葉に買い言葉だと縋子は笑い飛ばしていたが、塔子が熊野に残れば先ほど彼女が言ったような流りゆう言げん蜚ひ語ごは少なからずあるだろう。そこまでは具体的に予測していなくても、東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほたる自分が戻らないことが宮中に変な憶おく測そくを生うむことぐらい、貴哉なら想像ができるはずだ。

　ただそれを当人である塔子は気にしないし、あまりにひどければ縋子が抑おさえてくれるという安心もあるのだ。

「叔父様、宮中でのことを心配しているのなら大丈夫だから。東宮様も斎院宮様も居てくださるから」

　身を乗り出して訴える塔子に、貴哉は苦笑を浮かべる。

「うん、知っているよ。東宮様は以前私に、なにがあっても塔子のことは守るっておっしゃったから」

　塔子は〝え〟と声をあげて、むかいに座る明槻を見る。彼は平然として否定する気配はない。つまり本当に言ったということだ。なにがあっても守る、と。

「ど、どうして？」

「そんなのあたりまえでしょう」

　微み塵じんの照れた様子もなくきっぱりと返され、塔子は言葉に詰まる。そういう意味ではなく、どういう経けい緯いで貴哉にそんなことを言ったのかを訊いたつもりなのだが。

　本当にこの人の羞しゆう恥ち心しんとか大だい胆たんさの基準がよく分からない。

　嬉しいけれど気恥ずかしい───それに、ちょっと申し訳ない。

　塔子は自分の心にある、しこりのような存在に気づいた。

　嬉しいし頼もしいけど、なにか引っかかる。素直に喜べない複雑な気持ちを持てあましてしまう。

　明槻がなにかにつけ塔子をかばおうとしてくれるのは、塔子があまりにも宮中生活に不慣れで、しかも彼女自身がけして望んだ生活ではなかったからだ。きっと明槻の中には常に〝巻きこんでしまった〟という良りよう心しんの呵か責しやくのようなものがあるのだろう。それ自体はけっこう前から分かっていたことなのだが───。

（なんだろう？）

　思い悩む塔子の前で、明槻はやや不満げな面持ちで貴哉にむきあう。

「ならば余計な気を遣わず、女王をここに───」

「あのときのお言葉が噓うそ偽いつわりのないものでしたら、この娘こからさまざまな問題に立ちむかう機会を奪わないでやってください」

　貴哉の言葉に、塔子は目を見張る。同時に目の前にかかっていた靄もやが一気に晴れたような気持ちになった。

　自分が妃きさきになったところで、後うしろ盾だてもなにもない、つっかえ棒にもならない存在だと自じ嘲ちよう的てきにつぶやいたことがある。もちろん明槻がそんなことを自分に求めているわけでないということは承知している。それでも塔子は、以前貴哉が口にした〝塔子が居るから大丈夫〟ということを、明槻に対しても自分の行動で示したかったのだ。

　自分の存在が誰かに必要とされている。それはそこに居るだけでいいとか、そのままでいればいいとかではないのだ。

　赤ん坊じゃない。それだけでは満足できない。

　明槻はこれまで目にしたことがない、未知のものをとつぜん突きつけられた人のような表情で貴哉を見つめた。対して明槻を見返す貴哉の瞳からは、先ほど塔子が感じた潤んだような熱っぽさは消え去っていた。優しげな榛色の瞳には、もっとも彼らしい涼すずやかで理り知ち的てきな光が輝いていた。

「東宮様」

　呼びかけに明槻は、いくばくかの動揺を残しながら目を動かした。

　貴哉はひたりと焦しよう点てんをあわせ、明槻の瞳を見み据すえる。

「あなたは相手の気持ちを思いやり、人の言葉に耳を傾け、自分の意志で物事を決けつ断だんすることができ、それを成なし遂とげようとする責任感を備そなえた、天てん子し様となられるにふさわしい優すぐれた人品をお持ちの方です。あなたがその気になれば、味方になってくれる人はいくらでも現れます。塔子のためにもすべてを自分一人で抱かかえこまずに、信頼できる人間を見つけてください」

　淡たん々たんと抑よく揚ようのない口調だったが、その声音からは優しさと強さが感じられた。

　だから塔子は思った。

（ああ、叔父様だ………）

　自分の気持ちが分からず答えを委ゆだねようとした塔子に、そんなことを人に決めさせてはいけないと言ったあのときの貴哉だった。

　明槻は瞬まばたきもしないまま、まじまじと貴哉を見つめる。いつしかその白はく皙せきの頰に、うっすらと刷は毛けで刷はいたような赤みがさす。

　張りつめた空気の中で、ふっと零こぼれるような息が漏もれた。

　見ると几帳の手前に座っていた直霧が、そっと顔を伏せたまま口くち許もとをわずかに緩ゆるめていた。一瞬目を疑ったが、直霧は間違いなく微笑ほほえんでいた。じんわりと胸が温かくなったときに、自然と人がかもし出す控ひかえめだが柔らかい表情で。

　せつな、塔子の脳のう裏りにひとつの考えがひらめいた。

「叔父様。私、都に帰る」

　断だん固ことして言った塔子に、明槻は虚きよを突つかれたようになる。貴哉は納得したような表情でうなずくと、まだ落ち着きを取り戻せないでいる明槻に微笑みかけた。

「そのようなわけで、よろしくお願いします」
















「………」

　どう反応すべきか分からずにいるのか、明槻はひたすら戸惑ったように塔子と貴哉の二人を見比べている。

「では、そのように………」

　ぎこちなく答えた明槻に、塔子はこぶしを握りしめてうなずいた。

「都に戻ったら問題が山積みよ。大だい納な言ごんも三さんの宮みや様のこともあるし、それになんといっても斎さい院いんの宮みや様が帝みかどにおなりになるんだから。頑がん張ばりましょうね」

　来るなら来いと言わんばかりの塔子の物言いに、明槻はしばしあ然とする。やがてぷっと噴き出すと、彼は頼もしげな表情でうなずいたのだった。

　そこでこの場はひと段落ついたと、誰もが思ったのだが。

「実はさっき叔父様の言うことを聞いていて、いいことを思いついたの」

　瞳を輝かせて塔子は言った。その場にいた全員がいっせいに注目する。なにしろ塔子の突とつ飛ぴな発案は、これまで何度も難なん題だいを解決してきた実じつ績せきがある。田舎いなか育ちの変わり者で、好こう事ずな知識が豊ほう富ふなぶん、常識に囚とらわれなさすぎる解決策を彼女は何度も提てい示じしてきたのだ。だから用心深くかまえながらも、明槻の表情はそれなりに真剣だった。

「なんですか？」

「斎院宮様が即位なさるんだったら、直霧さんを五ご位いにあげてもらったら」

　一瞬の間のあと、がしゃーんと物がぶつかる音がした。驚いて振り返ると、几帳が床に倒れていた。

「……ご、ご無ぶ礼れいを」

　震えた声で言うと、直霧はあわてて几帳を立て直した。どうやら驚きで身み動じろぎをしたはずみでぶつかってしまったらしい。よほど意外な光景だったと見え、範康が呆気に取られたような顔で見下ろしていた。

　直霧は拙つたない所しよ作さで立て直した几帳の位置を、やけに時間をかけて戻していた。そうしている間に、動揺を鎮しずめようとしているようだった。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、ご冗談は───」

「いや、それはいいかもしれませんね」

　直霧の言葉をさえぎり明槻が言った。抗こう議ぎを途中で挫くじかれた直霧は、信じがたいものを見るような目を明槻にむけた。

　宮中の位い階かいには少しよう初しよ位いから一位まで複数の位くらいがあり、五位より上は殿でん上じよう人びとと呼ばれる清せい涼りよう殿でんの南みなみ廂ひさしにあがることが許される存在である。品ほん位い持ちの親しん王のうは別として、その人事は摂せつ関かん家け、あるいは縁ゆかりの家出身の貴族ばかりで固められている。

　とはいえそれは慣かん例れい的てきなもので、昇しよう進しんに家柄を限定する決まりはない。武ぶ家けの直霧を五位にあげることは、異例ではあるが違い法ほうではないのだ。

　直霧は正しよう七しち位いの左さ衛え門もんの少しよう尉じようだから、出世にはちがいない。

　しかし同時に高たか飛び車しやで旧きゆう弊へい的てきな公く卿ぎよう達と渡りあってゆかねばならないのだから、直霧の性格を考えれば嫌いやがるに決まっている。

　にもかかわらず、塔子と明槻はのりのりで話を進めてゆく。

「帝が代わればどうせ人事は入れ替えなければならないし、猶は母は様のことだから多分まだ白紙状態だろうし」

「でしょ、いまならねじこめると思うのよ。それに受領の件で弱みもあるから、この間合いなら摂関家もうるさいことを言えないと思うし」

　当人の意志を完全に無視して進められる会話を、直霧は虚うつろな面おも持もちで聞いていた。

　なにしろ一度言いだしたら絶対に引かない明槻の気き性しようを、二十一年間付きあってきた直霧は、誰よりも知っているのだ。

　そんな彼を貴哉と範康はものすごく気の毒そうに見つめ、やがて範康が大きな手でぽんっと直霧の肩を叩いた。

「ほら、あんたは一応俺の義ぎ理りの甥おいになるわけだから、そのあんたが殿上ということになったらもちろん援えん助じよは惜おしまないし、俺も親おや父じがやってきたように今後も法皇様に仕つかえることを誓うから」

　おそらく範康は直霧を励ますつもりで言ったのだろう。しかしそれは現実として、外そと堀ぼりを確実に固め、逃のがれられないことを彼に知らしめただけだった。

　その後、明槻は直霧に口を利きいてもらえるまで三日ほど要した。
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　ひと段落つくと塔とう子こと範のり康やすは「また来る」と言って、あわただしく室へやをあとにした。

　まあ、焦あせるのはとうぜんだろう。なにしろいまから数刻後には、新しん宮ぐうまで下らなければならないのだ。そのつもりで来た範康はともかく、残るつもりだった塔子は急いで帰り支じ度たくをしなければならない。

　彼等が行ったあとの襖ふすま障しよう子じを眺ながめ、明あか槻つきははたしてこれでよかったのかと考えた。

　都に戻ることを貴たか哉なりが勧すすめたうえで塔子が自分で選んだというのに、なぜか彼の心からは迷いが消えなかった。

「いかがなさいましたか？」

　尋ねたのは貴哉だった。塔子達が行ったあとも明槻が腰をあげないので、不ふ審しんに思ったのかもしれない。

「あ、いや」

「お顔の色が優すぐれぬようですが」

「……それは、こちらの台詞せりふだと思うが」

　憮ぶ然ぜんとして明槻は答えた。貴哉の言葉は、床とこもあげられないでいる怪け我が人にんが他人に対して口にする言葉ではない。だからこそこれ以上長居をせずに、早く退室しなければ気の毒だとは思うのだが───。

「その……」

「はい？」

「なにか、望むことはないか？」

　あまりに脈みやく絡らくのない言葉に、とうぜん貴哉はきょとんとなった。

　対して明槻は気まずげな表情を浮かべる。唐とう突とつなことは自分でも自覚していたが、二カ月前に都で話したときから今日のこの日まで、ずっと貴哉に抱いだいていた罪ざい悪あく感かんとも敗はい北ぼく感かんともつかぬ気持ちをなんとか晴らしたいという思いがこんな言葉を言わせてしまった。

　もちろん宮きゆう中ちゆうのごたごたに巻きこんだあげく、怪我までさせてしまったという引け目も一因ではある。だが決定付けたものは、先ほどの〝信頼できる人間を見つけてください〟という彼の言葉だったのだ。

　ひねくれていることを承しよう知ちで言えば、感謝の思いよりも、むしろ罪悪感や敗北感のほうが強かった。塔子の思いが自分にあるのだと知ってもなお、なぜこんなふうに思ってしまうのか、自身でも明槻は分からなかった。

「詫わびと見舞いとでも思ってくれ。私が用意できるものであれば、なんでもする」

「はあ……」

　どう受け止めたのか貴哉は曖あい昧まいな反応を見せた。というか、多分気乗りしていない。

　ほとんど義ぎ務むのように思案していた貴哉だったが、とつぜんなにか思いついたように顔をあげた。

「では、旧く事じ紀きを調ちよう達たつしていただけませんか」

「は？」

「旧く事じ本ほん紀きのことです」

　いや、それは知っているが……という言葉を明槻はひとまず吞のみこんだ。

　旧事本紀とは、神しん代だいから推すい古こ天てん皇のうの御み世よまでを記した史し書しよで、古こ事じ記き、日に本ほん書しよ紀きと並ぶ三部書と呼ばれている。ニギハヤヒ（神じん武む帝てい舅しゆうとで天てん孫そんホノニニギの兄とされる）の扱あつかいや天あま璽つしるし瑞みず宝たから十と種くさ（十と種くさの神かん宝だから）など特有の記き述じゆつも多い。

　たしかに神しん職しよくに就つく者であれば、興味深い書にはちがいない。しかしこのやり取りで、まさかそんなものを望まれるとは考えてもみなかった。

　いっぽう貴哉は自分の要求をかけらも疑ったふうもなく、もちろん内心で明槻がたじろいでいることに気づいたふうもなく、その理由を説明しはじめた。

「我が家に古いものがあったのですが、亡なくなった父の保管が雑ざつだったせいか読み取れない箇か所しよがかなり多くなってしまっていて、このあたりでは他にお持ちの方もいなくて、書写もできなくて困っていたところだったのです」

「………そんなものでいいのか？」

「ええ。ご存じのことかと思いますが、ニギハヤヒ命ノミコトは新宮の神かみ倉くら神社の主しゆ祭さい神じん・タカクラジ命ノミコトの御ご尊そん父ぷで、御お子こを通じて神武帝に忠ちゆう誠せいを誓われております。ニギハヤヒ命ノミコトはホノニニギ命ノミコトの御兄ですし、神武帝も末の御子ですから、かつてのこの国には末まつ子し相そう続ぞくという習慣があったのかも───」

　彼には珍しく、やけに饒じよう舌ぜつに貴哉は語る。その語り口調はずっと落ち着いていたが、なぜか塔子を思い起こさせる。面おも差ざしもしゃべり方もまったく似ていないが、どんどん好こう事ずになってゆく話に次第についていけなくなる展開がそっくりだった。

「………血は争えませんね」

　几き帳ちようの前に控ひかえていた直なお霧ぎりがぼそりとつぶやいた。たしか昨日も縋すが子こと塔子にかんして同じ言葉を言っていた気がするが、その一言で明槻はすごく納なつ得とくした。

（そうか）

　罪悪感とか敗北感とか、理わ由けの分からぬ感情の理由が漠ばく然ぜんとだが明槻は分かった。

　きっと塔子は、いまでも貴哉と居ることがいちばん心安らぐのだろう。

　人と人との間にある感情は恋愛だけではないし、物心つく前からずっと一緒に暮らしてきた人間でなければ、分からないことや通じない話がある。

　だからこの敗北感のような気持ちは、一生消えないのかもしれない。未来は作ることができても、過去を消すことはできないからしかたがない。

　確かに愉ゆ快かいではないが、だからこそ罪悪感を抱くことはいらないかもしれないと明槻は思い直した。

　───むしろそちらのほうに、罪悪感を抱いてほしいぐらいだ。

　少しだけ腹立たしげに思うとすっと力が抜けて、明槻の口くち許もとには自分でも気づかぬうちに自然と苦笑が浮かんでいた。

「分かった、手配しよう」

　明槻が言うと、貴哉は腹が立つくらいに落ち着いた表情でうなずいた。
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　それから数刻後、行ぎよう啓けい一行は新しん宮ぐうに下ることになった。

　なかなか傍そばを離れようとしない塔とう子こに、貴たか哉なりもさすがに不安になったらしい。

「もう、大丈夫だから行きなさい」

　優しく貴哉は言うが、どうしても思いきることができない。現実問題として怪け我がは大丈夫なのだろうが、未み練れんは簡単に振りきれない。

「うん……」

　歯切れ悪く答えると、塔子は膝ひざの上でこぶしを握りしめた。

　お互いが居なくても、過ごせるはずなのだ。実際三年間、別々に暮らしてきた。

　だけど心にぽっかりと穴が空あいたような喪そう失しつ感かんは、他にどれほど大きな存在があってもけして埋うまらない。

　生命いのちはひとつしかないから、他の生命はけして代わりになれない。

　寂しさや喪失感というものは、人として生まれたからには一生むきあってゆくしかない。

　貴哉が言った言葉を自みずからに言い聞かせると、塔子は唇くちびるをきゅっと結んで顔をあげた。

「私、大丈夫よ」

　明るく言ったつもりだったが、声はどうしても震ふるえてしまう。

　不安げな面持ちを浮かべる貴哉に、塔子はやや強引に笑顔を取りつくろう。

「だって約束したでしょ。きちんとそこに居るって」

　数日前、自らが告つげた言葉に貴哉はふいを突かれた表情をする。

「私、叔お父じ様が居てくれたら大丈夫だから」

　瞳ひとみを潤うるませながらそれでも笑顔で言うと、貴哉は塔子の頭にそっと手を伸ばした。ほっそりとした長い指が、艶つやのある髪をもてあそぶようにして頭を撫なでる。

「約束するよ」

　穏おだやかな声が、水が広がるように心を潤うるおす。この人が熊くま野のに居ることを知っているから、どんなときでも自分は大丈夫だと塔子は思った。

「おい、塔子。そろそろ………」

　襖ふすま障しよう子じのむこうから、遠えん慮りよがちに範康が声をかけた。

　行ぎよう啓けい一行の先せん達だつ役としてぎりぎりまで待ってくれていたのだろうが、さすがに限界に達たつしたようだ。

「あ、ごめんなさい」

「いや、もう少し大丈夫だけどな」

　そう言って中に入ってきた範康は、紅こう梅ばいの衣きぬに包つつまれた幼女の手を引いていた。袴はかまはまだ着けていなかったが、意外としっかりした足取りで歩いてきた。

「範康さん、その子………」

　まさかの思いで訊きいた塔子の横に、範康は幼女を膝ひざに乗せて座りこんだ。

「なんだ、お前それも知らなったのか？　今朝連れてきてたんだけど、寝ていたからここの女おんな衆しゆうに預かってもらっていたんだ。俺の娘だよ。梛なぎ子こっていうんだ」

「結婚していたこと自体を知らなかったのに、知るわけがないでしょ！」

　思わず大声を出した塔子に、梛子はびくんっと身体からだを震わせる。

　自分が怒られたとでも思ったのか、大きな目を潤ませて塔子を見あげている。

「あ、ご、ごめんね」

　塔子はぺこりと頭を下げた。その様子がおかしかったのか、梛子はすぐに機き嫌げんを直してきゃっきゃと笑い声をあげた。

　初日の新しん宮ぐうで母娘おやこが居なかった理由は、晃子がひどい風か邪ぜをひいてしまっていたからだったそうだ。宮みや様さま方にうつしたりしたら不ふ敬けいにあたるという晃あき子この言い分と、そんなときに屋敷にいても休めなくて晃子が大変だろうという範康の言い分を検討した結果、近くの別邸に母娘ともども移っていたのだそうだ。

「うわ～～、可か愛わいい～～」

　興奮しつつ、塔子はまじまじと梛子の顔をのぞきこんだ。

　二歳くらいだと思うが、すでにはっきりと分かるほどに美しい幼女だった。切り揃そろえた髪はまるで大人にように黒々と豊かで、黒目が勝る瞳は彫ほったようにはっきりとした二ふた重えを刻きざんでいる。長ちようじればきっと、晃子並みの美女になるにちがいない。

「よかったね～、お母様に似て」

「おい、塔子。お前とは一度きっちり話しあわなきゃいけないようだな」

　二人が言いあっている間に、梛子は範康の膝から下り、拙つたない足取りで二、三歩進むと貴哉の衣の袖そでをつかんだ。

「あ、駄だ目めだって。怪け我がしているんだから」

「大丈夫だよ、右側だから」

　諫いさめようとする範康をなだめてから、貴哉は梛子のふっくらした頰ほおを右手の指先で軽く突いた。梛子はぽっと頰を染め、今度はぎゅっと貴哉の身体にしがみついた。

　大丈夫かなという顔をしたあと、範康はしみじみと言った。

「年中会うわけでもないのに、そいつ、本当にお前が好きなんだよな」

　塔子は自分と貴哉の間に入った形の梛子を見下ろした。実に幸せそうな表情で、貴哉にしがみついている。一般的に子供は父親以外の成人男子にはあまり懐なつかないものだが、さすが貴哉というべきなのか、それとも───。

（ひょっとしてこんなに小さいのに、すでに女としての目が肥こえている？）

　妙みような感心のしかたをしていると、苦笑交まじりに範康が言った。

「しかしこの歳としであんまり目を肥えさせると、あとが心配だな」

「な、なんで分かったの？」

　驚く塔子に、範康は訝いぶかしげな顔をする。どうやら偶然だったらしい。

　ちょっと気まずげな顔をする塔子をどう思ったのか、範康はくすっと笑い声を漏もらしてから貴哉に目をむけた。

「まあ、あと十二年もしたらやるから、そのときは頼むわ」

「心配しなくてもそのころには、熊野中の若い男がこの娘こに夢中になっているよ」

　笑いながら貴哉が艶のある髪を撫でると、梛子はくすぐったそうに笑った。
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　夕暮れの熊くま野の川がわを、数すう隻せきの舟がゆっくりと下ってゆく。

　船先と船せん尾びで、二人の漕こぎ手てがそれぞれに櫂かいを動かしていた。下りは川の流れに沿そうので少人数で漕ぐことができるのだ。

　塔とう子こは一人甲かん板ぱんに立ち、手すりにもたれて次第に遠ざかる大おお斎ゆの原はらの杜もりを眺ながめていた。

　師走しわすの冷たい空気にほとんどの者が屋や形かたに入ってしまっており、あたりはゆっくりと水をかく音がするだけでとても静かだった。

　ふと手元に影がさしかかり、顔をむけるといつの間にか明あか槻つきが横に来ていた。

　どうしたの？　そう塔子が問うより先に、明槻が尋ねる。

「なにを考えているんですか？」

「え？」

　とっさに答えられなかった塔子に、明槻はちょっと不安げな面おも持もちを浮かべた。

「寂さびしいですか？」

「………」

　塔子は短く沈ちん思しする。寂しくないと言えば噓うそになる。だけど寂しさは一生抱かかえて生きてゆくしかないのだから、訴うつたえてもしかたがない。それにそんな強がりを口にしたところで、多分明槻は信じないだろう。

「大丈夫よ」

　あっさりと答えると、明槻は虚きよを突かれたような表情をした。

　塔子は船が進む方向に視線をむけ、おもむろに言った。

「本当よ。だって、いまも都のことを考えていたんだから」

「え？」

　意外そうな声をあげた明槻に、塔子は胸を張って答えた。

「だって考えなきゃいけないことがいっぱいじゃない。三さんの宮みや様の件とか、直なお霧ぎりさんの件にしても、ただ昇しよう進しんさせるだけじゃあんまり無責任でしょう。どうやって働きやすい環境を整えてあげるのかとか」

「はぁ………」

「そもそも斎さい院いんの宮みや様が即そく位いなさったら、官かん吏りだけじゃなくて後こう宮きゆうの人じん事じも大移動しなきゃならないでしょ。それにしてもお妃きさき様は一人もいなくなるのに、これでも後宮って言うのかしら？」

　心配事の数を勘かん定じようでもするかのように指を折る塔子に、明槻の表情は次第に呆あきれはてたものになっていった。

「………そんなことを考えていたんですか？」

「そうよ。後うしろ盾だてはないから、そのぶん知ち恵えを絞しぼるわよ。戻ったらまず宮中の人間関係をおさらいしなきゃ。ねっ！　それで思いついたんだけど──」

　手すりからひょいと身を乗り出し、塔子は明槻の顔をのぞきこんだ。

　一瞬たじろいだような顔をした明槻だったが、円まるい大きな瞳ひとみをきらきらさせる塔子に、堪こらえきれなくなったように噴ふき出した。

「本当にもう、あなたという人は……」

　手すりにもたれ身体からだを折るようにして笑う明槻を、塔子はきょとんとして見返す。

　やがて明槻は身体を起こし、おもむろに手を伸ばしてきた。

　近づいてきた指が髪をかきあげるようにして、塔子の額に触ふれた。とつぜんのことに驚いていると、明槻はいたわるような優しい声こわ音ねで言った。

「冷たいですね」

「………う、うん」

　なんでもない言葉なのに返事をする声がかすれてしまった。

　間近に迫った顔が驚くほど端たん整せいで、いまさらながらどきりとしてしまう。

　とつぜん額に温かく柔やわらかいものが触れた。額に口づけられたのだと気づいたのは、明槻が顔を少し遠ざけてからだった。

　不ふ意い打うちに驚く塔子の目を見つめながら、静かに明槻は言った。

「でも私はあなたが居てくれると、自分の中の寂しさが埋うまったような気がするんです」








終
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。「なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい　～その想おもい、ひとかたならず～」を手に取っていただいてありがとうございます。

　今回はあとがきのページ数が少ないので、まずお詫わびを。前巻「～この恋こい路じ、乱みだれがはしき～」で肥ひ前ぜんの国を現在の熊くま本もと県と記しておりましたが、実際には佐さ賀が県のまちがいでした。訂てい正せいしたうえでお詫わびさせていただきます。まことに申しわけございませんでした。

　前巻の最後はあんな形でしたが、今回は熊くま野の編完結ということで一通りの問題は解決しておりますのでご安心を。とはいえ明あか槻つきの貴たか哉なりに対する引け目はとうぶん（一生？）消えそうもありませんが（笑）。次回からは満まんを持じして、宮きゆう中ちゆうに舞台を移しての雅みやびやかな平安絵巻を展開してゆく予定です（多分）。

　凪なぎかすみ様、あいかわらず美び麗れいなイラストをありがとうございます。担当様、いつも優しいお言葉をありがとうございます。校正様、毎度的てき確かくな指し摘てきをありがとうございます。今回思いのほかご指摘が少なかったので「なんか物足りない」と言ったら、担当様から「どれだけＭなんですか」と笑われました。他にもこの本の作成にかかわってくださった皆様に、お礼を申し上げます。

　なによりこの本をお求めくださいました皆様。本当にありがとうございます。またお会いできますように。





小田菜摘　
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私の場合、大体いつもそんな感じです。
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10年間使い続けたコタツが先日とうとう壊れました。

エアコンが苦手なので電気ストーブと猫で暖をとりつつ描いたのですが、やはり足元が冷えますね。

今回のカバーイラストには「早く本格的に暖かくなれ！」という個人的な願いも込められています（笑）
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